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も
う
一
つ
の
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意
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戊
辰
戦
争
期
に
江
戸
で
生
活
し
て
い
た
多
く
の
市
民
・
民
衆
は
、
東
征
軍
に
よ
る
江
戸
駐
留
に
対

し
て
拒
否
的
な
反
応
を
示
し
て
い
た
。「
新
政
府
」
は
江
戸
民
衆
の
そ
う
し
た
政
治
意
識
を
圧
殺
・

再
編
せ
ざ
る
を
得
ず
、
両
者
の
間
で
激
し
い
抗
争
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
抗
争
は
、
新
旧
両
権
力
間

で
展
開
し
て
い
る
戊
辰
戦
争
と
は
異
な
る
、
も
う
一
つ
の
戊
辰
戦
争
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
も
う

一
つ
の
戊
辰
戦
争
を
、
民
衆
思
想
史
の
視
点
か
ら
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
は
正
月

十
二
日
慶
喜
東
帰
か
ら
四
月
二
十
一
日
大
総
督
宮
入
城
ま
で
に
限
定
し
、
そ
の
間
に
江
戸
民
衆
の
眼

前
で
生
起
し
た
事
象
を
分
析
し
、
江
戸
民
衆
の
意
識
・
思
想
を
め
ぐ
る
抗
争
の
特
質
を
解
明
し
た
。

　

旧
幕
府
諸
勢
力
の
動
き
は
多
様
で
あ
っ
た
が
、
小
諸
藩
主
牧
野 
康
済 
の
歎
願
書
は
際
だ
っ
て
い
た
。

や
す
ま
さ

ひ
た
す
ら
、
臣
子
と
し
て
徳
川
家
に
仕
え
る
こ
と
で
朝
廷
に
仕
え
る
の
だ
、
と
の
論
理
一
つ
を
主
張
、

朝
命
だ
か
ら
と
て
慶
喜
追
討
の
兵
は
出
せ
な
い
と
突
っ
張
り
、
出
兵
拒
否
で
「
朝
廷
の
闕
失
を
補

う
」
と
ま
で
直
言
し
た
。
こ
の
論
理
が
大
総
督
宮
入
城
当
日
に
、
江
戸
市
民
の
眼
前
に
示
さ
れ
て
い

た
。

　

一
方
、
東
征
軍
の
江
戸
入
り
総
過
程
を
通
じ
、
江
戸
市
民
の
負
担
は
急
激
に
膨
張
す
る
。
そ
れ
に

よ
り
「
万
民
塗
炭
之
苦
」
を
朝
廷
が
救
う
と
の
論
理
は
破
綻
し
、「
天
子
之
御
民
」
は
空
語
と
な
る
。

　

江
戸
町
民
は
、
東
征
軍
入
城
に
よ
っ
て
下
層
民
に
ま
で
負
担
が
及
ぶ
状
況
の
改
善
を
町
奉
行
所
に

提
出
、
入
用
が
嵩
ん
だ
四
月
五
日
に
は
町
人
惣
代
九
十
余
名
が
歎
願
書
を
先
鋒
隊
宿
所
に
提
出
し
た
。

　

他
方
、
柳
河 
春

三
 は
二
月
下
旬
以
来
、「
新
政
府
」
嫌
悪
を
根
底
に
据
え
つ
つ
も
軍
事
的
抵
抗
は

し
ゅ
ん
さ
ん

無
益
と
し
、
外
国
交
際
と
言
論
を
重
視
す
る
市
民
派
新
聞
『
中
外
新
聞
』
を
発
行
し
続
け
て
い
た
。

　

こ
の
市
民
派
新
聞
が
背
景
の
力
と
な
っ
て
、
四
月
二
日
、
江
戸
町
奉
行
佐
久
間 
鐇
五
郎 
は
市
中
困

ば
ん
ご
ろ
う

窮
人
へ
の
御
救
米
支
給
を
決
定
し
た
。
統
治
権
の
委
譲
を
目
前
に
し
て
、
新
権
力
へ
の
ギ
リ
ギ
リ
の

抵
抗
と
し
て
、
市
民
・
民
衆
の
側
に
寄
り
添
う
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
、
こ
の
時
期
江
戸
市
民
・
民
衆
の
意
識
を
め
ぐ
る
抗
争
の
特
質
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
戊
辰
戦
争
、
江
戸
民
衆
の
意
識
・
思
想
、
市
民
派
新
聞

は
じ
め
に

序　

民
衆
の
政
治
意
識
形
成
と
幕
府
法
支
配
の
崩
壊〔
二
月
中
旬
ま
で
〕

笊『
太
政
官
日
誌
』と『
中
外
新
聞
』と
藤
岡
屋
情
報〔
三
月
上
旬
ま
で
〕

笆
江
戸
開
城
を
め
ぐ
っ
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四
月
十
四
日
ま
で
〕

笳
大
総
督
宮
入
城
と
江
戸〔
四
月
二
十
一
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ま
で
〕

結　

戊
辰
戦
争
第
一
期
、江
戸
市
民
・
民
衆
の
意
識
を
め
ぐ
る
抗
争
の
特
質
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は
じ
め
に

　

王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
、
天
皇
権
威
を
占
有
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
阮
長
二

藩
旧
下
士
層
を
核
と
す
る
京
都
討
幕
派
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
こ
れ
を
「
新
政
府
」
と

記
す
）
は
、
二
百
数
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
幕
府
が
本
拠
地
と
し
て
き
た
江
戸
と
、

そ
の
地
に
生
活
し
て
い
た
民
衆
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
統
治
下
に
組
み
込
ん

で
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
う
し
た
問
、
戊
辰
戦
争
下
に
お
け
る
江
戸
支
配
の
転

換
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
は
ま
だ
多
く
は
な
く
、
と
り
わ
け
江
戸
民
衆
の
意

識
・
思
想
を
め
ぐ
る
対
立
・
抗
争
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
は
み
ら
れ
な
�

　

筆
者
は
先
に
、
戊
辰
戦
争
期
に
江
戸
で
生
活
し
て
い
た
多
く
の
市
民
・
民
衆
が
、

「
新
政
府
」
の
繰
り
出
し
た
東
征
進
駐
軍
の
江
戸
駐
留
に
対
し
て
、
拒
否
的
な
反
応

を
示
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
多
数
の
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
か
ら
解
明
し
た
。
こ

の
拒
否
的
反
応
の
内
に
は
、
京
都
の
天
皇
を
阮
摩
の
傀
儡
と
み
た
り
、
阮
摩
傀
儡
の

天
皇
に
よ
る
江
戸
親
征
を
予
測
し
、
親
征
忌
避
の
感
情
を
表
し
た
も
の
さ
え
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
諷
刺
錦
絵
に
集
約
的
に
表
明
さ
れ
た
江
戸
民
衆
の
政
治
意
識
は
、
日
本
の

民
衆
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
度
な
も
の
で
、
か
つ
、
江
戸
と
い
う
限
ら

れ
た
空
間
内
に
せ
よ
、
か
つ
て
な
く
広
範
な
身
分
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
っ
�

　

だ
が
、
そ
う
し
た
意
識
を
有
し
、
天
皇
を
「
き
ん
ち
ゃ
ん
」
と
呼
称
し
て
い
た
よ

う
な
江
戸
民
衆
�

現
実
に
「
天
子
之
御
民
」（
江
戸
入
城
に
あ
た
り
、
四
月
十
日
、

東
山
道
総
督
府
参
謀
が
市
中
に
触
れ
出
さ
せ
た
触
達
中
の
文
言
）
へ
と
編
成
し
て
い

く
過
程
こ
そ
が
、
江
戸
を
東
京
へ
と
編
成
す
る
一
環
で
も
あ
っ
た
以
上
、
さ
ら
に
は
、

や
が
て
そ
の
東
京
に
天
皇
を
君
臨
さ
せ
、
あ
ら
た
な
《
都
》
と
す
る
こ
と
が
日
本
の

「
御
一
新
」
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
な
の
だ
と
決
定
す
る
以
上
、
戊
辰
戦
争
諷
刺

錦
絵
に
集
約
さ
れ
た
江
戸
民
衆
の
政
治
意
識
は
、「
新
政
府
」
が
目
指
す
「
天
子
之

御
民
」
づ
く
り
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
っ
て
、
著
し
く
不
都
合
な
も
の
、
断
固
と
し

て
排
除
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）

い
。（

２
）

た
。

（
３
）

を
、

　

従
っ
て
、
天
皇
を
「
き
ん
ち
ゃ
ん
」
呼
ば
わ
り
し
、
東
征
軍
の
江
戸
駐
留
を
忌
避

す
る
よ
う
な
民
衆
の
政
治
意
識
に
対
し
て
、「
新
政
府
」
は
そ
の
圧
殺
・
再
編
を
意

図
せ
ざ
る
を
得
ず
、
両
者
の
間
で
激
し
い
抗
争
が
展
開
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
抗
争
は
、
ま
ず
は
戊
辰
戦
争
期
間
中
に
そ
の
序
盤
戦
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
後

も
長
期
に
わ
た
っ
て
民
衆
の
意
識
・
思
想
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
、
近
代
日
本
の

社
会
的
政
治
抗
争
と
な
っ
て
い
く
。
序
盤
戦
の
抗
争
は
、
新
旧
両
権
力
間
で
展
開
し

て
い
る
戊
辰
戦
争
と
密
接
に
連
関
し
つ
つ
も
、「
佐
幕
」
か
「
勤
王
」
か
と
い
っ
た

次
元
で
は
決
し
て
分
別
し
得
な
い
、
別
土
俵
の
、
も
う
一
つ
の
戊
辰
戦
争
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
、
民
衆
思
想
を
め
ぐ
る
近
代
の
社
会
的
政
治
抗
争
の
序
盤
戦
た
る

も
う
一
つ
の
戊
辰
戦
争
を
、
江
戸
に
絞
っ
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
一
、
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
に
集
約
さ
れ
た
江
戸
民
衆
の
政
治
意
識
は

如
何
な
る
情
報
を
得
て
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
特
に
前
著
で
活
用

し
た
町
触
に
加
え
、
藤
岡
屋
由
蔵
の
流
す
情
報
や
、
江
戸
で
発
行
さ
れ
た
『
中
外
新

聞
』『
内
外
新
報
』
な
ど
の
市
民
派
新
聞
と
、
京
都
「
新
政
府
」
が
発
行
し
後
に
江

戸
で
も
合
綴
刊
行
さ
れ
る
『
太
政
官
日
誌
』（
た
だ
し
、「
そ
の
１
」
の
本
稿
で
は
対

象
外
）
な
ど
の
木
版
刊
行
物
を
検
討
す
る
こ
と
。
二
、
江
戸
民
衆
に
対
す
る
新
旧
両

権
力
に
よ
る
法
支
配
・
軍
事
支
配
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
れ
ら
を
含
め
、

内
乱
状
況
を
木
版
刊
行
物
は
ど
の
よ
う
に
報
じ
た
の
か
を
把
握
し
、
江
戸
の
全
社
会

的
規
模
で
展
開
し
て
い
る
政
治
抗
争
の
構
造
的
特
質
が
、
江
戸
市
民
・
民
衆
の
政
治

意
識
形
成
に
如
何
に
反
映
す
る
の
か
、
そ
の
思
想
史
的
特
質
を
江
戸
市
民
・
民
衆
の

目
線
で
捉
え
解
明
す
る
こ
と
、
以
上
二
つ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

勿
論
、
こ
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
慶
応
四
年
正
月
の
鳥
羽
・
伏
見
戦
争
勃
発
か

ら
、
翌
明
治
二
年
五
月
の
箱
館
戦
争
終
結
に
い
た
る
、
全
戊
辰
戦
争
期
を
直
接
的
な

対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
本
稿
で
は
、
準
備
と
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
ま

ず
「
そ
の
１
」
と
し
て
、
慶
応
四
年
四
月
二
十
一
日
の
大
総
督
宮
入
城
ま
で
を
直
接

の
対
象
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
に
引
き
続
い
て
、
明
治
二
年
五
月
箱
館
戦
争
終

結
ま
で
に
つ
い
て
も
、
何
度
か
に
分
け
て
執
筆
を
予
定
し
て
い
る
。
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序　

民
衆
の
政
治
意
識
形
成
と
幕
府
法
支
配
の
崩
壊 〔
二
月
中
旬
ま
で
〕

　

封
建
的
な
法
支
配
を
貫
徹
す
る
た
め
の
町
触
が
、
幕
末
に
い
た
り
、
結
果
的
に
江

戸
庶
民
の
政
治
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
点
に
つ
い
て
は
、
前
著
で
詳
し
く
述
べ
た
が
、

本
論
の
展
開
に
必
要
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
し
、
序
と
す
る
。

　
「
異
国
船
渡
来
」
へ
の
対
応
は
、
天
保
期
に
は
老
中
か
ら
幕
府
諸
役
人
へ
通
達
さ

れ
て
い
た
が
、
町
触
と
し
て
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
い
よ
い
よ
現
実
と
な

る
と
住
民
に
も
対
応
を
要
求
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
嘉
永
二
年
十
二
月
に
イ
ギ
リ

ス
船
の
浦
賀
と
下
田
渡
来
を
伝
え
、「
町
中
不
洩
様
」
徹
底
周
知
し
た
こ
と
に
始

ま
っ
た
こ
の
種
の
町
触

�
ペ
リ
ー
来
航
の
と
き
に
一
挙
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
異

国
船
が
内
海
へ
乗
り
込
ん
だ
ら
早
半
鐘
を
町
々
端
々
ま
で
打
ち
継
ぎ
、
火
消
人
足
は

詰
め
所
へ
参
集
せ
よ
な
ど
の
町
触
と
な
っ
て
徹
底
周
知
さ
れ

�
生
麦
事
件
の
賠
償

問
題
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
あ
わ
や
イ
ギ
リ
ス
と
戦
争
か
と
い
う
文
久
三
年
三
〜
五

月
は
一
段
と
緊
迫
度
が
増
し
、
特
定
地
域
の
老
若
病
者
に
立
ち
退
き
ま
で
命
じ
�

　

戦
争
勃
発
と
い
う
国
家
的
危
機
を
、
長
屋
の
住
民
に
至
る
ま
で
の
民
衆
に
、
権
力

が
直
接
周
知
さ
せ
る
と
い
う
、
日
本
史
上
初
め
て
の
事
態
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
文
久
元
年
十
月
に
孝
明
天
皇
の
妹
和
宮 
親
子 
内
親
王
が
将
軍
家
茂
の
正
室

ち

か

こ

と
な
る
べ
く
下
向
、
十
一
月
に
中
山
道
板
橋
宿
か
ら
清
水
館
に
、
十
二
月
に
清
水
館

か
ら
江
戸
城
に
牛
車
で
入
る
。
こ
の
と
き
、
従
来
の
将
軍
正
室
の
輿
入
れ
に
は
な

か
っ
た
、
横
小
路
の
板
囲
い
、
火
の
見
半
鐘
の
取
り
片
付
け
な
ど
、
迎
え
の
体
制
が

町
触
に
よ
っ
て
徹
底
周
知
さ

�
今
ま
で
漠
然
と
し
て
い
た
「
朝
廷
の
権
威
」
が
、

江
戸
民
衆
の
眼
前
に
現
れ
る
。
ま
た
、
慶
応
二
年
十
二
月
末
に
孝
明
天
皇
が
急
死
し
、

翌
年
正
月
に
江
戸
中
に
普
請
鳴
物
停
止
令
と
し
て
周
知
さ
れ

�
将
軍
や
幕
閣
な
ど

が
死
去
し
た
際
に
は
普
請
鳴
物
停
止
令
が
必
ず
出
た
が
、
天
皇
の
場
合
、
江
戸
で
は

こ
れ
以
前
は
三
例
の
み
で
、
停
止
期
間
も
僅
か
五
日
間
で
し
か
な
か
っ

�
だ
が
、

孝
明
天
皇
死
去
の
際
に
は
百
日
間
に
も
及
ん
で
徹
底
周
知
さ
れ
、
江
戸
民
衆
の
ほ
と

（
４
）

は
、

（
５
）

る
。

（
６
）

た
。

（
７
）

れ
、

（
８
）

た
。

（
９
）

た
。

ん
ど
す
べ
て
が
「 
主

上
 」
の
特
異
性
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
ゅ
じ
ょ
う

　

こ
う
し
た
こ
と
以
上
に
重
大
な
こ
と
は
、
権
力
内
部
の
抗
争
を
町
触
で
徹
底
周
知

し
た
結
果
、
民
衆
の
政
治
的
関
心
が
一
挙
に
高
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
封
建
体
制
に

お
い
て
、
支
配
階
級
内
部
の
政
治
抗
争
を
民
衆
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
本
来
は
あ
り
得

な
か
っ
た
が
、
こ
と
が
内
乱
的
状
況
に
ま
で
立
ち
至
っ
た
た
め
に
、
幕
府
が
敵
を
明

示
し
、
民
衆
を
味
方
に
組
織
す
る
必
要
が
生
じ
、
周
知
徹
底
し
た
の
で
あ
る
。

　

最
初
が
元
治
元
年
七
月
、
禁
門
の
変
に
関
す
る
町
触
。
江
戸
に
情
報
が
入
っ
て
す

ぐ
の
二
十
六
日
に
、
長
州
藩
二
屋
敷
を
没
収
す
る
、
藩
士
が
市
中
に
潜
む
か
も
し
れ

な
い
の
で
見
廻
り
を
厳
重
に
せ
よ
、
と
申
し
付
け

�
八
月
四
日
に
は
、
長
州
残
党

が
市
中
に
潜
伏
し
て
い
る
の
で
厳
重
に
捜
査
せ
よ
と
の
町
触
が
「
借
家
店
借
裏
々
」

の
最
下
層
ま
で
徹
底
周
知
さ

�
八
日
に
は
、
長
州
藩
邸
二
カ
所
を
取
り
壊
す
た
め

に
、
七
千
人
も
の
鳶
職
人
が
募
集
さ
れ

�
第
二
次
長
州
征
伐
で
は
、
慶
応
元
年
五

月
に
将
軍
留
守
の
江
戸
を
町
民
で
守
る
体
制
が 
細
 々
と
進
め
ら
�

翌
二
年
七
月
に
、

こ
ま
ご
ま

長
州
・
防
州
所
々
で
戦
闘
が
あ
っ
た
こ
と
を
町
触
で
知
ら
せ
、
市
中
非
常
態
勢
強
化

を
命

�
同
月
に
歩
兵
の
募
集
が
触
れ
出
さ
れ
、
応
募
民
兵
が
配
置
に
付
く
段
に
ま

で
い

�
こ
れ
ら
は
家
茂
の
死
去
に
よ
っ
て
中
止
と
な
る
が
、
江
戸
の
町
民
が
幕
府

民
兵
と
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
は
、
政
治
意
識
を
飛
躍
的
に
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
大
政
奉
還
の
上
表
と
王
政
復
古
の
宣
言
は
町
触
に
よ
っ
て
は
何
も
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
間
、
別
の
問
題
が
町
触
に
よ
っ
て
周
知
さ
れ
て
い
た
。
慶
応
三

年
十
月
晦
日
の
町
触
は
、
最
近
江
戸
市
中
で
抜
き
身
の
刀
や
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
た
盗

賊
が
押
込
み
、
騒
げ
ば
殺
す
ぞ
と
威
し
て
金
銭
を
奪
い
取
る
事
件
が
相
次
い
で
い
る

と
し
、
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い

�
幕
府
を
挑
発
し
て
戦
争
に
引
き
ず
り
込
む
た
め

に
、
阮
摩
藩
が
江
戸
市
中
や
関
東
各
地
で
働
い
た
強
盗
行
為
で
あ
る
。
十
一
月
二
日

に
は
関
東
浪
人
を
使
っ
た
阮
摩
藩
が
犯
人
で
あ
る
と
断
罪
し
、
阮
賊
を
微
塵
に
す
べ

し
、
と
の
張
り
紙
が
京
橋
南
伝
馬
町
に
出
さ

�
さ
ら
に
十
二
月
六
日
夜
に
は
、
三

十
人
ほ
ど
の
「
阮
摩
言
葉
」
を
話
す
賊
が
自
身
番
屋
で
一
人
を
鉄
砲
で
撃
ち
殺
し
、

駆
け
つ
け
た
幕
府
撒
兵
隊
の
内
二
人
を
撃
ち
、
一
人
が
即
死
す
る
と
い
う
事
件
が
起

（　

）
１０た
。

（　

）
１１れ
、

（　

）
１２た
。

（　

）
１３れ
、

（　

）
１４じ
、

（　

）
１５く
。

（　

）
１６る
。

（　

）
１７れ
。

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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き
て
い

�
こ
れ
ら
の
結
果
、
十
二
月
二
十
五
日
に
起
き
た
の
が
、
江
戸
市
中
警
護

に
あ
た
っ
て
い
た
庄
内
藩
兵
や
上
山
藩
兵
な
ど
に
よ
る
阮
摩
藩
邸
焼
討
事
件
で
あ
り
、

幕
府
は
同
日
中
に
町
触
を
出
し
、
藩
邸
焼
却
後
、
残
党
が
市
中
に
潜
伏
し
て
い
る
こ

と
は
必
定
で
あ
る
か
ら
探
索
を
徹
底
的
に
行
う
よ
う
に
、
と
命
じ
て
い
�

　

大
坂
に
居
た
慶
喜
が
、
こ
う
し
た
島
津
忠
義
と
家
臣
の
罪
を
記
し
た
「
罪
状
」
と
、

阮
摩
を
討
つ
こ
と
を
朝
廷
に
願
う
「
討
阮
表
」
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
は

従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
「
罪
状
」
と
、
そ
れ
に
続
く
独
自
の
文

言
が
江
戸
市
民
に
周
知
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
�

　

十
二
日
の
町
触
で
は
「
罪
状
」
に
続
き
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
闘
は
「
奸
賊
共
」
が

理
不
尽
に
発
砲
し
て
き
た
た
め
に
起
き
た
の
だ
、
と
説
明
し
、
阮
賊
余
党
が
な
お
江

戸
市
中
に
潜
伏
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
見
つ
け
次
第
打
捕
り
誅
戮
す
る
よ
う

命
じ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
を
町
々
家
持
借
家
店
借
裏
々
ま
で
洩
ら
さ
ず
に
申
し
聞

か
せ
よ
、
と
徹
底
的
に
命
じ
た
の
で
あ
�

以
下
「
阮
賊
誅
戮
町
触
」）。

　

町
奉
行
所
は
、
十
二
日
に
慶
喜
が
西
丸
に
帰
り
着
く
と
直
ち
に
「
上
様
は
御
都
合

も
あ
っ
て
機
嫌
良
く
還
御
さ
れ
た
」
と
い
う
触
を
名
主
中
に
出
し

�
も
っ
と
も
、

城
内
が
勃
発
情
報
を
得
た
の
は
慶
喜
到
着
以
前
の
九
日
で
あ
り
、
そ
の
時
以
来
対
阮

摩
全
面
戦
争
を
覚
悟
し
て
い
た
勘
定
奉
行
小
栗 
忠
順 
ら
に
対
し
、
帰
城
し
た
慶
喜
が

た
だ
ま
さ

「
忠
義
家
来
共
が
通
行
を
妨
げ
、
突
然
発
砲
し
て
き
て
戦
争
に
な
っ
た
、
こ
れ
は
阮

摩
家
来
の
所
業
で
あ
り
、《
朝
敵
》
の
名
を
負
わ
せ
、
他
藩
を
煽
動
し
た
た
め
戦
況

は
不
利
と
な
っ
た
」
と
い
う
「
上
意
の
書
付
」
を
示
し

�
こ
れ
を
得
て
、「
阮
賊

誅
戮
町
触
」
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
新
た
な
町
兵
取
立
の
動
向
が
始
ま
る
。「
阮
賊
誅
戮
町
触
」
を
出
し
た
翌

十
三
日
朝
、
町
奉
行
所
は
月
行
事
等
を
呼
び
出
し
、
町
火
消
を
町
兵
に
組
織
す
る
方

針
を
提
示
し

�
だ
が
、
頭
取
が
町
兵
を
差
配
す
る
案
な
ど
に
つ
い
て
町
人
側
が

「
迷
惑
」
を
申
し
立
て
た
た
め
、
夜
八
時
頃
ま
で
丸
一
日
次
善
策
を
検
討
。
そ
の
結

果
、
頭
取
に
代
わ
り
番
組
人
宿
肝
煎
が
町
兵
差
配
役
を
担
う
こ
と
で
決
着
、
大
筋
は

当
初
案
通
り
、
町
火
消
三
分
の
一
ず
つ
に
「
炮
術
」
稽
古
を
順
繰
り
に
さ
せ
、
最
終

（　

）
１８る
。

（　

）
１９る
。

（　

）
２０た
。

（　

）
２１る
（

（　

）
２２た
。

（　

）
２３た
。

（　

）
２４た
。

的
に
火
消
全
員
が
「
業
」
を
身
に
つ
け
る
な
ど
の
計
画
が
、
町
火
消
組
々
総
代
か
ら

の
伺
書
の
形
を
と
っ
て
触
れ
出
さ

�
こ
の
完
成
が
二
十
七
日
ま
で
追
求
さ
れ

�

こ
う
し
て
正
月
下
旬
ま
で
、
火
消
を
町
兵
に
組
み
入
れ
、
阮
摩
と
全
面
対
決
す
る
方

策
が
、
町
人
の
意
見
も
入
れ
て
練
ら
れ
、
町
触
と
し
て
周
知
徹
底
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
二
月
に
な
る
と
「
阮
賊
」
と
の
戦
闘
態
勢
作
り
は
雲
散
霧
消
す
る
。
代

わ
っ
て
、
慶
喜
が
朝
廷
に
恭
順
の
姿
勢
を
示
す
だ
の
、
上
野
寛
永
寺
へ
移
る
な
ど
と

い
っ
た
、
庶
民
に
は
何
故
か
は
判
ら
な
い
も
の
の
、
し
か
し
重
大
事
変
で
あ
る
こ
と

だ
け
は
判
る
、
至
っ
て
不
安
な
町
触
が
相
次
い
で
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
�

　

決
定
的
な
知
ら
せ
が
二
月
十
四
日
に
出
、
翌
日
に
下
方
に
伝
わ
る
町
触
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
慶
喜
自
身
に
よ
る
朝
廷
へ
の
謝
罪
・
謹
慎
の
奏
聞
状
が
そ
の
ま
ま
知
ら
さ

れ
、
そ
の
奏
聞
状
を
提
出
し
上
野
寛
永
寺
へ
退
い
て
謹
慎
す
る
、
と
告
げ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
後
に
は
、
朝
廷
に
対
し
「
恭
順
之
道
ヲ
取
失
わ
さ
る
様
可
致
候
」
と
か
、

「
多
人
数
之
中
に
は
、
心
得
違
之
も
の
」
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
等
と
あ
っ
�

　

つ
い
先
日
ま
で
、
町
兵
を
取
立
て
て
阮
摩
と
戦
闘
す
る
態
勢
を
固
め
て
い
た
の
に
、

そ
の
阮
摩
に
対
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
は
「
心
得
違
い
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
「
何
卒
官
軍
御
差
向
之
義
は
暫
時
御
猶
予
被
成
下
」
と
、
慶
喜
が
阮
摩
・
長
州
軍

を
「
官
軍
」
と
呼
び
、
江
戸
へ
の
進
軍
中
止
を
�
願
し
て
い
る
こ
と
も
周
知
さ
れ
る
。

一
ヶ
月
前
に
は
、
幕
府
が
「
阮
賊
」「
奸
賊
」
と
罵
倒
し
て
い
た
者
た
ち
が
、
俄
に

「
官
軍
」
と
な
り
、
江
戸
に
向
か
っ
て
進
軍
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
市
民
は
何
と
も
承
服
し
が
た
い
、
非
常
に
混
乱
し
た
状
況
に
晒
さ
れ

て
い
く
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
町
触
を
通
じ
、
幕
府
と
阮
賊
と
の
対
決
に
、
自
分
た

ち
市
民
自
身
が
組
み
込
ま
れ
る
べ
く
動
か
さ
れ
て
き
た
の
に
、
そ
れ
が
一
気
に
崩
れ

た
の
で
あ
る
。
幕
府
に
よ
る
法
支
配
が
音
を
立
て
て
崩
壊
し
て
ゆ
く
過
程
の
体
験
で

あ
る
。
と
同
時
に
、
も
し
も
強
盗
行
為
を
指
揮
し
て
い
た
阮
摩
藩
が
「
官
軍
」
の
中

心
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
「
官
軍
」
に
よ
る
新
た
な
支
配
な
ど
は
と
う
て
い

受
け
入
れ
が
た
い
、
と
い
う
の
が
、
大
多
数
の
江
戸
市
民
の
気
持
ち
と
な
っ
た
こ
と

も
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
、
本
論
の
た
め
の
序
で
あ
る
。

（　

）
２５れ
、

（　

）
２６る
。

（　

）
２７る
。

（　

）
２８た
。
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笊 『
太
政
官
日
誌
』 
と 『
中
外
新
聞
』 
と
藤
岡
屋
情
報 〔
三
月
上
旬
ま
で
〕

１
『
太
政
官
日
誌
』 
の
発
刊
と
江
戸

　

二
月
十
四
日
の
町
触
に
よ
り
、
正
月
下
旬
ま
で
進
め
ら
れ
て
い
た
阮
摩
と
の
対
決

態
勢
が
完
全
に
消
え
去
り
、
江
戸
庶
民
に
対
す
る
幕
府
法
支
配
の
根
幹
が
崩
壊
し
つ

つ
あ
る
と
き
、
京
都
「
新
政
府
」
の
足
下
で
も
、
政
権
成
立
の
前
提
を
揺
る
が
す
動

き
が
相
次
い
で
起
き
て
い
た
。「
新
政
府
」
を
内
部
か
ら
支
え
る
べ
き
藩
兵
が
引
き

起
こ
し
た
二
つ
の
攘
夷
事
件
、
正
月
十
一
日
の
神
戸
事
件
と
二
月
十
五
日
の
堺
事
件

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
攘
夷
事
件
の
衝
撃
を
機
に
、
京
都
「
新
政
府
」
太

政
官
代
が
発
刊
し
た
の
が
『
太
政
官
日
誌
』
で
あ
る
。

　

従
来
、『
太
政
官
日
誌
』
は
江
戸
で
発
行
さ
れ
て
い
た
佐
幕
派
系
の
新
聞
、『
中
外

新
聞
』
な
ど
に
対
抗
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
た
、
と
い
っ
た
説
が
出
回
っ
て
い
た
が
、

両
者
の
前
後
関
係
だ
け
か
ら
み
て
も
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
誤
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
攘
夷
事
件
、
と
り
わ
け
堺
事
件
が
直
接
的
契
機
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
拙
稿

で
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
お
い

�
従
っ
て
『
太
政
官
日
誌
』
発
刊
の
目
的
に
つ
い

て
は
こ
こ
で
は
再
論
せ
ず
、
結
論
だ
け
を
記
し
て
お
く
。

　

そ
れ
は
、
予
定
し
て
い
る
親
征
発
都
の
前
に
、
何
と
し
て
も
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
天
皇
の
外
国
公
使
に
対
す
る
会
見
を
目
前
に
控
え
―
外
国
と
の
公
式
接
触

の
久
し
く
無
か
っ
た
朝
廷
で
、
天
皇
が
紫
宸
殿
に
外
国
公
使
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
ま
さ
し
く
重
大
事
で
あ
る
―
、
こ
れ
以
上
の
攘
夷
行
為
が
「
新
政
府
」
軍
内
部

か
ら
発
生
す
れ
ば
、「
大
君
」
権
力
に
代
わ
る
権
力
と
し
て
諸
外
国
に
公
認
し
て
も

ら
う
最
後
の
「
詰
め
」
が
極
め
て
危
う
く
な
る
、
と
の
危
機
意
識
か
ら
発
意
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
攘
夷
行
為
禁
止
の
周
知
徹
底
を
計
る
こ
と
こ
そ
が
、『
太
政
官
日
誌
』

発
刊
の
直
接
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
太
政
官
日
誌
』（
板
元
は
京
都
書
肆
村
上
勘
兵
衛
）
の
刊
行
目
的
に
、
江
戸
近
郊

（　

）
２９た
。

の
民
心
支
配
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
三
月
十
五
日
過
ぎ
の
第
六
号
が
最
初
で

あ
り
、
さ
ら
に
四
月
十
日
過
ぎ
の
第
九
号
に
、
明
確
に
江
戸
住
民
の
意
識
支
配
を
も

含
意
し
た
「
発
刊
布
告
」
を
掲
げ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
関
東
各
地
で
始
ま
っ
た
旧
幕

府
諸
勢
力
混
成
軍
に
よ
る
激
し
い
ゲ
リ
ラ
的
抵
抗
戦
の
た
め
、
遂
に
そ
の
目
的
は
果

た
し
得
ず
、
次
々
と
、「
賊
徒
殲
滅
」「
忠
魂
称
賛
」
を
正
面
に
掲
げ
て
戦
意
高
揚
を

煽
る
軍
事
刊
行
物
へ
と
矮
小
化
さ
れ
、
各
道
諸
藩
軍
を
統
括
す
る
た
め
の
、
あ
る
い

は
広
く
言
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
「
新
政
府
」
恭
順
諸
藩
と
そ
の
藩
士
ら
を
統
括
す
る
た

め
の
、
政
府
内
軍
事
機
関
紙
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
�

　

さ
ら
に
、
江
戸
庶
民
の
意
識
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
『
太
政
官
日

誌
』
は
、
こ
の
時
点
で
は
江
戸
で
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、
最
初
の
江
戸
刊
行
が
い
つ
か
を
調
査
中
で
あ
る
が
、
第
十
二
号
ま
で
を
合

綴
し
、
五
月
中
旬
頃
に
『
江
城
日
誌
』
の
刊
行
宣
伝
を
裏
表
紙
見
返
し
に
す
り
込
ん

で
和
泉
屋
市
兵
衛
が
刊
行
し
た
も
の
が
、
早
い
例
と
し
て
確
認
出
来
る
も
の
で
、
後

に
須
原
屋
茂
兵
衛
も
合
綴
版
刊
行
に
加
わ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

�
こ
れ
よ
り
早

い
時
期
の
刊
行
本
が
あ
る
可
能
性
を
否
定
は
出
来
な
い
が
、
四
月
中
旬
以
前
の
江
戸

で
、『
太
政
官
日
誌
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
自
体
は
動
か
し
難
い
。

　

た
だ
し
、
情
報
自
体
は
多
様
な
ル
ー
ト
で
入
っ
て
来
て
い
る
。
東
西
の
書
肆
、
京

都
の
村
上
勘
兵
衛
と
江
戸
の
和
泉
屋
市
兵
衛
・
須
原
屋
茂
兵
衛
ら
は
、
書
肆
仲
間
を

通
じ
連
絡
は
恒
常
的
に
あ
っ
た
し
、
と
り
わ
け
こ
の
時
期
は
書
肆
に
限
ら
ず
、
江
戸

の
知
識
層
は
西
の
情
報
入
手
に
必
死
で
、
四
月
に
は
柳
河 
春

三
 が
『
太
政
官
日
誌
』

し
ゅ
ん
さ
ん

八
号
ま
で
を
入
手
し
て
い
る
し
（
次
章
笆
―
４
参
照
）、
記
事
の
み
が
伝
わ
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

�
ま
た
、
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
を
刊
行
し
始
め
る
絵
双

紙
屋
な
ど
の
地
本
問
屋
も
、
和
泉
屋
・
須
原
屋
な
ど
の
書
物
問
屋
と
は
一
線
を
画
し

つ
つ
も
、
連
絡
は
絶
え
ず
あ
っ
た
の
で
、
書
物
問
屋
な
ど
が
入
手
し
た
京
坂
情
報
か

ら
間
接
的
に
情
報
収
集
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
『
中
外
新
聞
』
が

発
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
も
、
敗
走
旧
幕
府
兵
を
含
む
西
か
ら
の
来
訪
者
な
ど
を
、
独

自
の
情
報
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

（　

）
３０る
。

（　

）
３１る
。

（　

）
３２う
。

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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柳
河
春
三
に
よ
る 『
中
外
新
聞
』 
の
創
刊

　

蘭
・
英
・
仏
語
に
通
じ
、
す
で
に
多
く
の
翻
訳
を
手
が
け
て
い
た
柳
河 
春

三
 �

し
ゅ
ん
さ
ん

日
本
人
の
手
に
よ
る
最
初
の
新
聞
『
中
外
新
聞
』
を
小
川
町
の
幕
府
開
成
所
か
ら
会

訳
社
の
友
人
た
ち
と
発
刊
し
た
の
は
、
京
都
で
政
府
内
部
機
関
誌
『
太
政
官
日
誌
』

第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
四
日
後
、
慶
応
四
年
二
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
か
の
慶
喜
自
身
に
よ
る
朝
廷
へ
の
謝
罪
・
謹
慎
の
奏
聞
状
が
町
中
に
触
れ
知

ら
さ
れ
た
二
月
十
四
日
〜
十
五
日
―
市
民
を
混
乱
状
況
に
晒
し
、
幕
府
に
よ
る
法
支

配
が
音
を
立
て
て
崩
壊
し
て
い
っ
た
あ
の
日
―
か
ら
、
十
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

勿
論
、
す
で
に
開
成
所
教
授
職
に
あ
っ
た
春
三
自
身
は
、
東
帰
以
後
の
早
い
段
階

で
慶
喜
の
朝
廷
に
対
す
る
恭
順
姿
勢
を
把
握
し
て
い
た
。
だ
が
そ
の
慶
喜
を
朝
敵
と

し
、
東
征
軍
が
進
発
し
た
と
な
る
と
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
た
だ
西
洋
事
情
を
紹
介

す
る
だ
け
の
定
期
雑
誌
、『
西
洋
雑
誌
』
を
発
刊
し
て
い
る
だ
け
で
は
い
ら
れ
な
く

な

�
内
乱
に
関
す
る
情
報
を
可
能
な
限
り
正
確
に
収
集
し
、
混
乱
し
た
状
況
に
あ

る
江
戸
市
民
の
情
報
渇
望
を
満
た
し
、
提
供
す
る
こ
と
に
思
い
至
る
。
そ
の
意
を
決

す
る
に
、
こ
の
十
四
日
〜
十
五
日
の
町
触
下
付
は
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
に

違
い
な
い
。
発
刊
第
一
号
に
は
、
日
本
日
付
二
月
十
四
日
の
「
横
浜
出
板
新
聞
紙
」

の
抄
訳
と
す
る
記
事
が
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
神
戸
よ
り
来
り
し
書
状

の
趣
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
面
で
始
ま
っ
て
い
�

箱
根
の
街
道
既
に
攻
進
の
路
と
な
り
た
る
由
を
慥
に
申
越
し
た
り
。
然
れ
ど
も

諸
説
一
定
せ
ず
。
或
は
十
四
五
日
以
前
、
阮
摩
人
七
百
人
急
に
京
都
を
出
立
す

と
云
ふ
。
是
は
箱
根
の
備
へ
無
き
を
知
り
て
之
を
奪
ふ
が
為
と
見
え
た
り
。

　

ど
れ
く
ら
い
の
兵
が
、
今
ど
こ
ま
で
来
て
い
る
の
か
、
何
の
た
め
か
、
確
か
な
情

報
を
得
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、「
諸
説
一
定
せ
ず
」
と
い
う
表
現
の
ま
ま
報
じ
た
こ

と
に
も
顕
れ
、
単
な
る
風
聞
な
ら
ば
斥
け
る
姿
勢
は
、
そ
の
後
も
一
貫
す
る
。
ま
た
、

京
都
お
よ
び
長
崎
出
の
情
報
と
し
て
、
会
津
征
討
令
に
つ
い
て
も
筆
が
及
ぶ
。

会
津
竝
に
伊
予
の
松
山
、
備
中
の
松
山
、
高
松
、
大 
田 
喜
、
此
大
名
は
皆
京
都

マ
マ

（　

）
３３が
、

（　

）
３４り
、

（　

）
３５る
。

に
敵
対
せ
し
者
に
て
、
其
屋
敷
を
も
領
地
を
も
召
上
げ
ら
る
可
き
由
な
り
。
此

事
を
朝
廷
よ
り
布
告
あ
り
し
か
ば
、
仙
台
の
在
東
家
老

�

�

�

�

�

�

�

、�

全
く
朝
敵
に
非
る
由

�

�

�

�

�

�

�

�

の�

● �
 

�
願
を
な
し

�

�

�

�

、
其
他
諸
方
よ
り
も
色
々
の
願
書
出
た
る
由
な
れ
ど
も
、
長
き

評
議
の
後
忽
ち
征
討
を
仰
出
さ
れ
た
り
。
是
に
於
て
彼
家
老
は
大
に
驚
き
、
全

く
其
主
人
の
命
は
左
様
の
事
に
は
是
無
き
旨
を
申
述
べ
、
尚
又
再
願
を
な
し
た

れ
ど
も
、
再
び
別
紙
を
以
て
会
津
の
地
を
攻
取
る
べ
き
由
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

但
し
是
は
仙
台
と
会
津
と
の
間
を
離
す
が
為
の
謀

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

と
見
え
た
り
。
何
れ
今
少
し

日
を
経
た
ら
ば
委
し
き
事
相
分
る
べ
し
。
此
度
の
朝
廷
の
決
定
は
全
く
阮
摩
と

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

長
州
と
の
決
議
よ
り
出
た
る
事

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

な
る
べ
し
。
此
の
如
き
未
曾
有
の
大
変
革
は
蓋

し
天
子
を
尊
ぶ
の
真
意
よ
り
出
た
る
に
は
あ
ら
ず
し
て

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、�

只
権
勢
を
備
へ
た
る

�

�

�

�

�

�

�

�

名
の
影
有
る
に
依
て
之
に
及
び
し

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

な
ら
ん
。
故
に
北
方
諸
大
名
の
不
服
な
る
も

亦
其
理
無
き
に
あ
ら
ず
（
柳
河
註
「
北
方
と
は
関
東
の
事
」、
傍
点
引
用
者
）。

　

慶
応
四
年
二
月
と
い
う
時
点
で
、
こ
の
驚
く
ほ
ど
冷
静
な
情
勢
分
析
を
、「
横
浜

出
板
新
聞
紙
」
抄
訳
と
い
う
形
で
、
ま
ず
第
一
号
発
刊
に
載
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

続
け
て
、「
一
橋
は
只
恭
順
謹
慎
に
し
て
敢
て
戦
を
好
ま
ず
」
と
の
文
も
載
せ
て
い

る
。
他
に
、「
外
国
人
に
向
て
砲
発
の
差
図
を
な
し
た
」
神
戸
事
件
の
「
罪
」
で
、

「
備
前
侯
家
来
」
が
「
今
日
誅
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
記
事
（
正
確
）
も
載
せ
て
い
る

し
、
内
戦
勃
発
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
が
局
外
中
立
の
立
場
を
と
り
、
軍
船
武
器
の
売

買
を
禁
止
し
た
こ
と
な
ど
も
報
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
江
戸
の
市
民
・
民
衆
が
、
一
体
何
を
信
じ
て
良
い
の
か
判
ら
な
く
な

り
、
混
乱
の
極
み
に
放
り
出
さ
れ
た
十
日
後
に
、
渇
望
さ
れ
て
い
た
情
報
が
、
柳
河

春
三
の
手
に
よ
っ
て
、
木
活
字
印
刷
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ

�
定
価
は
通
常
一

匁
、
間
隔
は
長
く
て
も
五
日
、
毎
日
出
る
事
も
あ
っ
た
。
売
れ
行
き
上
々
で
、
無
断

重
刷
す
ら
出
た
よ
う
で
、
第
七
号
に
は
、
取
締
と
し
て
表
紙
に
朱
の
印
を
押
し
、
朱

印
無
き
も
の
は
扱
わ
な
い
よ
う
書
林
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
号
か
ら

第
七
号
ま
で
を
再
版
、
合
本
も
出
す
と
、
第
十
二
号
に
記
し
て
い
る
。

（　

）
３６る
。
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『
中
外
新
聞
』 
の
展
開
と
町
触
の
そ
の
後

　

二
月
二
十
八
日
発
行
『
中
外
新
聞
』
第
二
号
に
は
、
第
一
号
で
報
じ
た
軍
需
品
売

り
渡
し
厳
禁
を
含
む
局
外
中
立
宣
言
を
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
づ
い
て
各
国
が
調
印
し
た

こ
と
、「
徳
川
が
政
権
返
上
し
た
の
で
、
条
約
も
王
朝
と
の
間
で
調
印
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
京
都
政
権
兵
庫
奉
行
の
申
し
入
れ
に
対
し
、「
条
約
は
各
国
帝
王
が

幕
府
と
結
ん
だ
も
の
な
の
で
、
新
条
約
も
本
国
帝
王
の
指
図
が
な
け
れ
ば
調
印
で
き

な
い
、
近
年
数
々
の
外
国
人
殺
害
事
件
が
起
き
て
い
る
が
、
殺
害
禁
止
の
天
子
御
調

印
の
証
書
が
出
て
初
め
て
条
約
に
つ
い
て
の
談
判
が
可
能
と
な
る
」
と
外
国
人
が
答

え
た
旨
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
諸
国
の
局
外
中
立
と
攘
夷
事
件
の
多
発
と
い
う
、

「
新
政
府
」
最
大
の
泣
き
所
さ
え
、
江
戸
市
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
二
月
十
五
日
以
降
、
町
触
は
す
っ
か
り
威
厳
が
低
下
し
た
が
、
そ
れ
で
も

今
度
は
朝
廷
へ
の
恭
順
姿
勢
を
慶
喜
自
身
の
悲
痛
な
声
と
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
一

月
中
の
空
気
を
一
掃
し
、
再
度
民
心
を
掌
握
す
べ
く
、
懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
三
月
二
日
の
町
触
に
集
中
的
に
表
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
、
慶
喜
の
謝
罪
謹
慎
精
神
が
、「
此
度
従
京
都
御
軍
勢
御
差
向
相
成
」

と
い
う
切
迫
し
た
状
況
の
な
か
で
強
調
さ
れ
、「
万
一
官
軍
江
対
し
軽
挙
暴
動
致
し

候
も
の
」
が
あ
れ
ば
、「
対
シ
天
朝
江
恐
入
候
而
已
な
ら
ず
、 
夫 
か
為
ニ
御
誠
意
も
不

�

�

�

�

�

そ
れ

相
達

�

�

」「
万
民
塗
炭
ニ
落
入
」
の
で
、「
忠
義
之
志

�

�

�

�

ニ�

出
候
共

�

�

�

、
相
達
候
趣
ニ 
差  
悖 
候

さ
し 
も
と
り

而
は
御
為

�

�

ニ�

不
相
成

�

�

�

候
間
」「
決
而
妄
動
無
之
様
堅
ク
相
守
可
申
」
と
あ
り
、
こ
れ
を

「
町
中
家
持
借
家
店
借
裏
々
迄
壱
人
別
ニ
」
申
し
聞
か
せ
て
い
る
。

　

つ
づ
く
慶
喜
自
身
の
訴
え
は
一
層
直
截
で
あ
る
。「
官
軍
江
対
し
決
而
粗
忽
之
挙
動

有
之
間
敷
」
と
命
じ
た
後
、「
仮
令
忠
義
之
志

�

�

�

�

�

�

ニ�

出
候
共

�

�

�

、
此
旨
ニ
相 
悖 
候
も
の
は

も
と
り

我
意

�

�

ニ�

背
候
者

�

�

�

」
で
あ
り
、「
予�

カ�

身�

ニ�

刃�

ヲ�

蒙
る
も
同
様
之
義

�

�

�

�

�

�

�

ニ
付
、
此
旨
篤
と
相

弁
」
え
よ
、
と
あ
る
の
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
町
中
家
持
借
家
店
借
召
仕
」
に

対
し
、「
壱
人
別
」
に
「
篤
と
申
聞
」
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
番
屋
に
張
り

出
し
、「
今
日
中
」
に
「
惣
躰
行
届
キ
候
様
」
と
ま
で
厳
命
し
て
い
�
（　

）
３７る
。

　

旧
幕
府
自
ら
が
町
触
を
通
じ
て
作
り
上
げ
て
き
た
対
阮
摩
全
面
対
決
態
勢
が
生
み

出
す
行
動
は
、
本
来
な
ら
ば
「
忠
義
之
志
に
出
候
」
行
動
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
軽
挙

暴
動
」
だ
と
否
定
す
る
た
め
に
、「
忠
義
」
に
発
し
た
「
妄
動
」
は
「
天
朝
」
に
対

し
て
の
み
な
ら
ず
、「
上
様
の
御
為
に
」
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
し
、
慶
喜
自
身
が

「
予
が
身
に 
刃 
を
蒙
る
も
同
様
」
な
の
だ
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ど
う
か

や
い
ば

堪
え
て
く
れ
、
と
の
含
意
で
あ
る
。
説
得
さ
せ
る
迫
力
の
上
で
は
、「
天
朝
」
よ
り

「
上
様
」
＝
「
予
」
が
優
っ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
し
て
お
こ
う
。

　

五
日
後
の
三
月
七
日
発
行
『
中
外
新
聞
』
第
五
号
に
は
、「
徳
川
陪
臣　

姓
名
」

（
某
）
が
京
に
宛
て
た
書
状
が
掲
載
さ
れ
�

文
意
大
略
）。

近
く
官
軍
が
問
罪
す
る
と
い
う
。
正
邪
に
つ
い
て
今
は
論
じ
な
い
。
百
年
後
、

広
い
視
野
か
ら
論
ず
る
人
の
出
る
を
待
つ
。
官
軍
が
兵
庫
外
国
人
館
を
襲
撃
し

た
（
神
戸
事
件
）
た
め
、
米
国
は
軍
艦
を
配
備
し
、
英
仏
も
同
じ
行
動
に
出
た

と
。
遠
く
は
イ
ン
ド
近
く
は
支
那
を
見
よ
。
長
州
官
軍
兵
は
正
邪
を
叫
び
な
が

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ら
日
本
人
同
士
の
食
い
合
い
を
進
め
、
西
洋
諸
国
が
こ
れ
に
乗
じ
る
。
皇
国
も

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

同
じ
轍
を
踏
み
つ
つ
あ
る

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

。
口
に
勤
王
を
唱
え
、
皇
国
が
崩
壊
し
万
民
が
塗
炭

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

の
苦
し
み
に
陥
る
の
に
気
付
か
な
い

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

。
朝
廷
に
我
が
微
衷
を
愁
訴
し
た
く
思
う

が
罪
あ
る
私
は
主
君
と
共
に
死
を
待
つ
の
み
。
だ
が
、
斬
首
が
目
前
と
あ
ら
ば

黙
っ
て
い
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
参
与
閣
下
が
代
訴
さ
れ
ん
こ
と
を
切
に
望
む
。

　

こ
の
「
徳
川
陪
臣
某
」
は
勝
海
舟
、
代
訴
を
願
っ
て
い
る
「
参
与
閣
下
」
は
、
勝

が
文
久
年
間
以
降
親
交
を
深
め
て
い
た
越
前
藩
家
老
格
、
新
政
府
参
与
中
根
雪
江
で

あ
り
、
こ
の
文
面
を
「
別
紙
」
と
し
て
添
え
た
本
書
状
の
宛
は
、
雪
江
仕
え
る
松
平

春
嶽
で
あ

�
春
嶽
は
文
久
年
間
以
来
、
勝
を
高
く
評
価
し
、
�
々
書
翰
の
往
来
が

あ
っ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
海
舟
全
集
』
別
巻
１
に
収
録

さ
れ
て
い
る
書
鐇
の
日
付
に
は
「
辰
正
月
」
と
だ
け
し
か
な
い

�
雪
江
編
す
る

『
戊
辰
日
記
』
に
は
、
勝
が
正
月
十
八
日
付
で
記
し
た
春
嶽
宛
書
状
に
別
添
の
形
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
近
々
官
軍
問
罪
之
御
挙
あ
り
」（
原
文
）
と
の
起
筆

文
言
は
、
元
々
は
そ
の
時
点
で
の
情
報
に
よ
る
も
の
。
勝
は
、
前
日
十
七
日
に
軍
艦

（　

）
３８た
（

（　

）
３９る
。

（　

）
４０が
、

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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奉
行
か
ら
海
軍
奉
行
並
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
ば
か
り
で
高
揚
し
て
い
る
時
。
し
か
も
、

正
月
十
一
日
に
起
き
た
神
戸
事
件
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
情
報
を
得
た

直
後
に
、
そ
れ
を
直
接
の
動
機
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

だ
が
、『
中
外
新
聞
』
で
は
、
な
ぜ
か
日
付
が
「
辰
二
月
」
と
な
っ
て
い
て
、「
右
、

京
師
あ
る
人
の
書
状
中
に
之
を
得
た
り
」
と
い
っ
た
入
手
ル
ー
ト
が
記
さ
れ
て
い

�

春
三
は
大
事
な
記
事
の
入
手
ル
ー
ト
は
�
々
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
額
面

通
り
に
受
け
と
れ
ば
、
京
在
住
の
知
人
か
ら
の
書
状
中
に
挟
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
春
三
と
春
嶽
も
し
く
は
雪
江
と
の
、
こ
の
時
期
の
関
係
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
年
九
月
に
は
春
嶽
と
の
直
接
の
交
流
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
の

�

あ
る
い
は
「
京
師
あ
る
人
」
が
春
嶽
か
雪
江
自
身
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、

そ
う
で
あ
れ
ば
『
中
外
新
聞
』
で
は
な
ぜ
日
付
が
「
辰
二
月
」
な
の
か
。
文
面
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、『
中
外
新
聞
』
記
事
は
後
か
ら
僅
か
に
手
を
入
れ
て
整
え

た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
勝
と
春
三
の
関
係
も
判
明
し

て
い
な
い
が
、
勝
が
、
い
よ
い
よ
迫
っ
て
き
た
江
戸
城
総
攻
撃
を
目
前
に
し
、
山
岡

鉄
舟
を
西
郷
の
下
に
派
遣
す
る
前
に
、
世
論
作
り
を
目
的
と
し
、
春
三
の
意
見
が
近

い
と
み
て
、
か
つ
て
の
書
鐇
控
え
の
日
付
を
二
月
と
し
、「
京
師
あ
る
人
の
書
状
」

に
紛
ら
せ
、『
中
外
新
聞
』
に
送
り
込
ん
だ
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

経
緯
は
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
報
道
の
た
め
も
あ
っ
て
、
従
来
『
中
外
新
聞
』
は

佐
幕
派
系
新
聞
と
称
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
「
徳
川
陪
臣
某
」
＝
勝
安
房
の
主

張
は
、「
佐
幕
」
の
語
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
傍
点
部
に
注
目
し
よ
う
。

主
張
の
ベ
ー
ス
は
神
戸
事
件
を
契
機
と
し
た
民
族
的
危
機
意
識
で
あ
り
、
旧
幕
府
を

支
え
る
と
い
っ
た
思
想
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
。
西
洋
を
観
察
し
続
け
、
現
段
階
に

お
け
る
各
国
の
局
外
中
立
の
意
味
も
把
握
し
て
い
る
春
三
は
、
こ
の
勝
の
危
機
意
識

と
も
さ
ら
に
別
見
解
の
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
号
に
、
天
皇
が
仏
・
蘭
公
使
と
会
見
し

た
こ
と
、
パ
ー
ク
ス
襲
撃
事
件
に
つ
い
て
の
英
国
人
書
状
訳
文
も
掲
載
し
て
い
る
。

『
中
外
新
聞
』
は
決
し
て
単
な
る
佐
幕
派
系
新
聞
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（　

）
４１る
。

（　

）
４２で
、

４　

藤
岡
屋
情
報
と
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵

　

戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
の
多
く
は
、
内
乱
に
関
す
る
細
か
い
情
報
を
得
た
う
え
で
描

か
れ
て
い
る
。
個
々
の
諷
刺
錦
絵
の
主
題
と
作
製
時
期
と
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、

前
著
で
は
、
時
々
の
内
乱
情
勢
を
『
復
古
記
』『
戊
辰
日
記
』
な
ど
の
史
料
か
ら
探

り
確
定
し
た
�

具
体
的
な
情
報
源
に
は
触
れ
得
な
か
っ
た
。
前
著
執
筆
時
点
で
は
、

『
中
外
新
聞
』
の
記
事
な
ど
に
気
付
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
中
外
新
聞
』
を
含
め
た
多
様
な
情
報
源
と
戊
辰
戦
争
諷
刺

錦
絵
の
主
題
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
く
。
な
お
、
本
稿
で
は
戊
辰
戦
争

諷
刺
錦
絵
の
画
像
と
解
説
は
一
切
省
略
す
る
。
前
著
の
画
像
ナ
ン
バ
ー
を
〔　

〕
内

に
記
す
の
で
、
該
当
画
像
・
解
説
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
本
節
で
は
時
期
を
遡
り
、
藤
岡
屋
由
蔵
が
流
し
た
情
報
と
の
関
わ
り
を
み
て

お
く
。
藤
岡
屋
は
金
沢
中
納
言
殿
（
加
賀
藩
主
前
田
慶
寧
）
が
正
月
七
日
付
で
藩
臣

一
同
へ
申
し
渡
し
た
書
付
と
し
て
次
の
文
書
を
入
手
し
、
流
し
て
い
�

今
般
朝
廷
大
変
革
被
仰
出
候
義
は
、
其
実
は
全
く
阮
州
家
奸
臣
共
之
所
為
よ
り

出
候
ニ
而
、
暴
威
を
以
朝
命
を
恣
ニ
し
、
其
証
跡
顕
然
た
る
を
以
、
既
ニ 
朝
日 

〔
頃
日
〕

徳
川
内
府
様
、
御
上
洛
討
阮
之
思
召
ニ 
而 
、
於
此
方
様
も
、
皇
国
之
御
為
速
ニ

〔
付
〕

御
人
数
〔
被
〕 
差 
出
、 
猶 
此
上
御
出
陣
（
も
）
被
遊
（
候
ハ
ヾ
）、
内
府
様
へ

〔
指
〕 

〔
尚
〕

御
協
力
被
遊
候
思
召
ニ
候
、
此
段
�

可
申
聞
旨
御
意
（
ニ
）
候
。

　
　
（
辰
ノ
正
月
七
�

　

こ
の
文
書
、『
復
古
記
』
に
は
み
ら
れ
ず
、『
復
古
記
』
編
纂
原
史
料
の
内
、
加
賀

藩
上
申
の
家
記
、『
前
田
慶
寧
家
記
』
に
も
存
在
せ
ず
、
ま
た
『
大
日
本
維
新
史
料

稿
本
』
中
に
も
み
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
日
付
は
と
も
か
く
、
文
書
そ
の
も
の
は
『
加

賀
藩
史
料
』
幕
末
編
下
巻
の
内
に
、「
御
用
書
留
」
か
ら
の
抜
粋
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。「
御
用
書
留
」
正
月
六
日
記
事
中
の
、「
御
殿
よ

り
御
近
習
頭
迄
、
御
親
鐇
被
成
下
、
御
達
可
申
候
条
、
追
付
出
座
可
致
旨
、
暮
六
半

時
過
御
近
習
頭
浅
野
内
兵
衛
よ
り
、
御
用
番
源
五
右
衛
門
迄
相
達
候
に
付
、
致
出
座

（　

）
４３が
、

（　

）
４４る
。

何
れ
も
へ

〔

何

茂

江

〕

（　

）
４５日
）
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候
処
、
左
之
通
相
公
様
御
意
書
等
相
達
候
」、
に
続
く
親
鐇
達
書
で
あ
�

　

す
で
に
幾
つ
か
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
時
期
の
加

賀
藩
は
、
国
許
と
京
都
詰
と
で
、
執
る
方
針
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
て
い
�

　

前
年
、
病
気
を
理
由
に
上
京
を
遅
ら
せ
て
い
た
藩
主
前
田
慶
寧
は
十
二
月
九
日
、

王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
当
日
、
混
乱
の
京
に
参
着
、
僅
か
三
日
間
在
京
し
た
だ
け
で
十

二
日
に
は
「
私
儀
多
人
数
召
連
居
候
ニ
付
テ
ハ
自
然
心
得
違
ノ
者
相
生
シ
可
申
哉
」

な
ど

�
理
由
に
な
ら
な
い
理
由
を
挙
げ
、
京
の
こ
と
は
京
詰
家
老
前
田
内
蔵
太
孝

錫
以
下
に
一
任
し
、
こ
れ
ま
で
の
在
京
年
寄
二
人
も
含
め
、
藩
兵
を
率
い
て
京
を
引

き
上
げ
て
し
ま
�

以
後
こ
の
時
ま
で
慶
寧
は
国
許
に
い
る
。

　

藤
岡
屋
が
入
手
し
た
慶
寧
の
親
鐇
文
面
は
、
勃
発
情
報
を
得
る
以
前
に
書
か
れ
た

も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
加
賀
藩
京
詰
岡
崎
屋
敷
か
ら
金
沢
へ
の
情
報
は
、『
加

賀
藩
史
料
』
で
見
る
限
り
、
ほ
と
ん
ど
が
丸
三
日
弱
で
着
い
て
い
る
。
勃
発
情
報
も
、

同
史
料
中
の
「
見
聞
袋
群
斗
記
」
に
よ
れ
ば
、
勃
発
か
ら
三
日
目
の
六
日
、「
朝
四

時
前
、
京
都
よ
り
平
野
貞
吉
早
追
に
而
罷
越
、
正
月
三
日
同
所
之
変
事
之
儀
、
金
谷

江
罷
出
巨
細
言
上
致
す
」
と
あ

�
同
日
の
「
暮
六
半
時
過
」
よ
り
後
の
時
刻
に
親

鐇
が
下
達
せ
ら
れ
た
時
点
で
は
、
す
で
に
勃
発
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
勃
発
情
報
入
手
前
に
書
い
た
親
鐇
を
、
情
報
が
入
っ
た
後
に
、

敢
え
て
そ
の
ま
ま
発
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
勃
発
前
、
徳
川
慶
喜
が

慶
寧
に
対
し
、
出
兵
登
京
を
要
請
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
書
鐇
全
文
を
掲
げ
る
。

一　

鐇
呈
晋
。
然
者
兼
而
天
下
之
公
論
を
以
、
皇
国
を
維
持
致
見
込
之
処
、
御

変
革
之
機
に
乗
じ
、
阮
奸
臣
事
を
用
ひ
、
此
度
之
形
勢
に
至
り
候
に
付
、
不
得

止
別
紙
之
通
奏
聞
状
指
出
し
、
奸
人
共
掃
除
、
大
乱
を
未
萠
に
防
候
様
致
度
、

尤
輦
轂
之
下
に
於
而
騒
擾
を
生
じ
候
而
は
、
実
以
恐
入
候
儀
、
殊
に
右
は
修
理

大
夫
之
素
志
に
も
有
之
間
敷
候
へ
ば
、
速
に
奸
人
指
出
候
へ
ば
干
戈
を
用
ひ
ず

し
て
鎮
定
致
し
度
候
得
共
、
自
然
無
余
儀
交
戦
に
及
候
と
も
、
素
よ
り
兵
を
好

む
に
無
之
、
天
下
と
共
に
乱
階
を
絶
ん
と
存
候
。
必
他
念
無
之
、
先
頃
賢
兄
京

師
出
立
前
夜
、
長
大
隅
守
を
以
被
申
候
趣
も
有
之
候
得
共
、
前
書
不
得
止
こ
の

（　

）
４６る
。（　

）
４７る
。

（　

）
４８と
、

（　

）
４９う
。

（　

）
５０り
、

情
深
諒
察
被
致
、
人
数
召
連
早
々
御
登
京
御
尽
力
有
之
候
様
、
千
万
依
頼
す
る

処
に
候
、
臨
筆
情
緒
如
海
書
不
尽
候
、
不
一
。

　
　
　

正
月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶　

喜

　
　

前　

田　

慶　

寧　

�

　

書
鐇
中
の
別
紙
奏
聞
状
と
は
討
阮
奏
聞
状
の
こ
と
。
あ
き
ら
か
に
こ
の
「
人
数
召

連
早
々
御
登
京
・
・
・
」
と
の
依
頼
に
応
え
た
出
兵
の
、
趣
意
書
で
あ
る
。

　

一
方
、
国
許
の
「
佐
幕
」
傾
向
を
憂
い
て
い
た
京
詰
家
老
前
田
内
蔵
太
は
、
正
月

朔
日
付
で
、
兵
を
出
す
に
し
て
も
藩
の
近
江
領
今
津
あ
た
り
ま
で
で
あ
れ
ば
後
で
申

し
開
き
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
い
っ
た
趣
旨
の
書
鐇
を
弾
番
宛
に
出
し
て
い

�

こ
の
内
蔵
太
の
書
鐇
と
、
討
阮
表
の
付
さ
れ
た
慶
喜
か
ら
の
出
兵
依
頼
書
鐇
と

が
金
沢
に
着
い
た
五
日
の
時
点
で
、
藩
年
寄
前
田
土
佐
守
直
信
は
内
蔵
太
に
対
し
、

「
皇
国
之
御
為
徳
川
内
府
様
江
御
協
力
」
の
立
場
か
ら
、「
先
、
江
州
御
領
地
迄
御
出

張
」
と
し
て
「
一
大
隊
」
の
兵
を
出
す
、
と
返
書
し
て
い
た
の
で
あ

�
「
慶
喜
書

鐇
に
よ
る
佐
幕
論
激
化
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
状
況
の
も
と

�
先
の
慶
寧
親
鐇
が
書

か
れ
、
六
日
早
朝
に
勃
発
情
報
が
入
り
、「
内
府
様
江
御
協
力
」
の
た
め
、
慶
寧
自

身
に
よ
る
出
兵
趣
意
書
が
下
達
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

藤
岡
屋
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
、
こ
の
慶
寧
に
よ
る
出
兵
趣
意
書
を
入
手
し
た

の
か
、
ま
た
そ
の
日
付
が
何
故
「
七
日
」
と
な
っ
て
い
た
の
か
、
な
ど
は
一
切
不
明

で
あ
る
が
、
こ
の
慶
寧
親
鐇
は
、
絵
師
た
ち
が
加
賀
藩
を
か
な
り
後
ま
で
旧
幕
府
側

に
居
た
よ
う
に
描
く
事
例
〔
⑭
⑮
澹
澪
濕
瀉
瀋
〕
の
根
拠
と
な
っ
た
情
報
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
。
藤
岡
屋
は
、
勃
発
情
報
入
手
以
後
（
正
月
四
日
に
大
坂
尾
張
屋
七
兵

衛
か
ら
出
た
情
報
が
九
日
に
到
来
、
こ
れ
を
市
中
に
流
し
た
の
が
最
初
と
思
え

�

慶
喜
が
提
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
阮
摩
藩
罪
状
と
ほ
ぼ
同
じ
文
面
と
、
藩
邸
没
収
お

よ
び
家
来
の
退
去
を
命
じ
た
情
報
を
流
し
、
ま
た
そ
の
一
方
で
、
京
都
三
条
大
橋
に

出
さ
れ
た
慶
喜
弾
劾
建
札
の
写
し
等
も
収
集
し
て
流
し
て
い
�

　

藤
岡
屋
は
多
様
な
角
度
か
ら
の
情
報
を
次
々
に
収
集
し
て
は
流
す
な
か
で
、
十
五

日
こ
ろ
、「
古
本
翁
著
述
」
と
し
て
「
阮
州
落
し
咄
し
」
を
流
し
た
。
以
下
要
�

（　

）
５１殿　

（　

）
５２た
。

（　

）
５３る
。

（　

）
５４で
、

（　

）
５５る
）、

（　

）
５６る
。

（　

）
５７旨
。

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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冒
頭
、「
悪
逆
」
阮
州
に
口
を
極
め
た
非
難
を
浴
び
せ
た
後
、（
上
様
が
）「
阮

賊
を
追
討
す
べ
し
」
と
命
じ
、
そ
の
「
兵
」
を
選
ん
だ
。
諸
侯
面
々
い
か
な
る

人
選
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
先
手
を
市
中
番
太
郎
（
木
戸
番
人
・
抱
え

番
人
）
へ
申
し
付
け
る
」
と
の
上
意
に
仰
天
。
歩
兵
・
奇
兵
を
差
し
置
い
て
番

太
郎
と
は
な
ぜ
？　

と
尋
ね
る
と
、「
奥
州
征
伐
の
際
、
源
頼
義
は
前
九
年
の

役
で
不
覚
を
取
っ
た
が
、
子
の
八
幡
太
郎
義
家
は
後
三
年
の
役
で
勝
利
し
た
、

番
太
郎
は
義
家
に
も
劣
ら
ぬ
剛
者
な
の
だ
」
と
。「
こ
れ
に
よ
り
正
月
十
四
日
、

町
々
木
戸
番
人
・
抱
番
人
惣
体
千
七
百
十
五
人
が
町
兵
先
手
の
命
を
受
け
た
」

と
。
阮
摩
の 
間
者 
が
こ
れ
を
聞
き
京
に
飛
び
、
三
郎
（
島
津
久
光
）
へ
知
ら
せ

か
ん
じ
ゃ

た
と
こ
ろ
三
郎
は
肝
を
潰
し
、
直
ち
に
京
を
引
き
払
い
帰
国
す
る
と
言
う
。
家

来
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
慌
て
怯
え
る
（「
汗
が
流
れ
て
と
ろ
け
給
ふ
」）
の
か
？

と
問
う
と
、「
彼
等
は
毎
日

く
阮
摩
を
切
っ
た
り
焼
い
た
り
蒸
し
た
り
、
丸

焼
に
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
番
太
郎
に
勝
て
る
も
の
か
」
と
。

　

八
幡
太
郎
に
番
太
郎
を
掛
け
、
木
戸
番
人
の
焼
き
芋
売
り
に
掛
け
た
他
愛
の
な
い

落
ち
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
対
阮
摩
戦
争
態
勢
作
り
が
反
映
し
て
い
る
。「
先
手
」

は
こ
の
咄
を
面
白
く
す
る
た
め
の
創
作
で
あ
る
が
、「
町
々
木
戸
番
人
・
抱
番
人
惣

体
千
七
百
十
五
人
」
を
町
兵
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
町
人
側
と
も
合
意
し

て
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
町
触
と
し
て
そ
の
ま
ま
出
て
い

�
十
五
日
こ

ろ
の
江
戸
庶
民
か
ら
は
、
間
違
い
な
く
喝
采
を
浴
び
た
で
あ
ろ
う
落
し
咄
し
で
あ
る
。

　

ま
た
、
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
に
は
津
藩
が
裏
切
り
者
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
多

く
〔
③
⑬
濘
濮
〕、
こ
の
根
拠
と
な
っ
た
情
報
も
早
く
か
ら
流
れ
て
い
た
。

　

藤
岡
屋
は
彦
根
飛
脚
が
十
三
日
に
品
川
宿
に
も
た
ら
し
た
、「
六
日
に
津
藩
が
大

坂
方
（
幕
府
方
）
を
裏
切
っ
た
た
め
難
儀
し
た
」
と
い
う
情
報
を
、
幕
府
兵
で
討
ち

死
に
し
た
者
な
ど
の
氏
名
詳
細
と
と
も
に
、
江
戸
に
流
し
て
い

�
ま
た
ほ
ぼ
同
じ

こ
ろ
、「
上
様
は
津
藩
の
裏
切
り
で
諸
大
名
が
残
ら
ず
京
方
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ

た
」
と
い
う
、
順
道
丸
乗
船
の
深
見
蔵
太
が
も
た
ら
し
た
情
報
も
流
し
て
い
�

（　

）
５８る
。

（　

）
５９る
。

（　

）
６０る
。

笆
江
戸
開
城
を
め
ぐ
っ
て 〔
四
月
十
四
日
ま
で
〕

１　

天
皇
情
報
と
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵

　

現
在
ま
で
一
四
四
点
を
確
認
し
た
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
中
に
、
天
皇
が
描
か
れ
て

い
る
の
は
六
〇
点
ほ
ど
で
、
前
著
で
画
像
解
説
し
た
四
〇
点
中
に
も
二
七
点
あ
る
。

い
ず
れ
も
第
一
回
東
幸
以
前
の
も
の
で
、
来
て
い
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
描
き
込

ん
だ
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
特
に
意
味
を
持
た
せ
ず
に
描
き
込
ん
だ
も
の
も
あ
る
が
、

多
く
は
強
い
諷
刺
的
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

す
で
に
紹
介
し
た
『
中
外
新
聞
』
第
一
号
中
の
「
此
度
の
朝
廷
の
決
定
は
全
く
阮

摩
と
長
州
と
の
決
議
よ
り
出
た
る
事
な
る
べ
し
。
此
の
如
き
未
曾
有
の
大
変
革
は
蓋

し
天
子
を
尊
ぶ
の
真
意
よ
り
出
た
る
に
は
あ
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
な
、
王
政
復
古
以

来
の
動
向
は
阮
長
が
天
皇
を
利
用
し
て
行
っ
た
暴
挙
だ
、
と
い
っ
た
角
度
か
ら
の
批

判
は
、
町
触
で
周
知
し
た
阮
摩
罪
状
に
も
通
じ
る
も
の
で
、
こ
の
視
点
を
背
景
に
天

皇
を
描
い
た
も
の
は
多
く
、
天
皇
を
阮
長
が
負
ん
ぶ
し
て
い
る
だ
け
の
類
も
含
め
れ

ば
、
相
当
数
に
登
る
〔
①
②
③
④
⑧
⑫
⑬
⑮
⑲
澡
濟
濬
濔
濘
濱
濛
瀋
濺
瀏
濾
〕。

　

こ
れ
ら
の
内
、
阮
長
に
操
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
視
点
だ
け
で
な
い
も
の
の
一
つ

に
「
子
供
遊
端
午
の 
気
生 
」
が
あ
る
〔
⑧
〕。
江
戸
開
城
を
市
民
の
感
覚
で
捉
え
、

き

お

い

閏
四
月
に
な
っ
て
出
し
た
も
の
だ
が
、
天
皇
は
鹿
児
島
に
掛
け
た
籠
目
の
冠
を
被
り
、

阮
摩
に
「
お
い
」
と
命
令
さ
れ
る
な
ど
、
阮
摩
の
傀
儡
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
錦
旗
を
翻
し
て
の
入
城
は
や
が
て
の
江
戸
親
征
を
も
た
ら

す
と
の
予
感
を
基
に
、
天
皇
親
征
を
忌
避
す
る
気
持
ち
を
表
し
た
も
の
、
と
の
解
説

を
加
え
た
。
が
、
こ
れ
は
た
ん
な
る
「
予
感
」
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実

は
、
四
月
二
十
三
日
発
行
『
中
外
新
聞
』
第
十
六
号
に
、
三
月
の
京
都
御
触
書
と
し

て
、「
今
般
已
に
御
親
征
御
出
輦
被
遊
、
海
軍
御
覧
之
上
関
東
時
機
に
依
り
直
様
輦

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

輿
を
東
山
道
へ
可
被
為
向

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

思
召
に
候
」
と
い
う
記
事
が
出
て
い
た
の
で
あ
�
（　

）
６１る
。
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三
月
下
旬
か
ら
出
始
め
、
閏
四
月
上
旬
に
も
「
新
政
府
」
内
に
あ
っ
た
江
戸
親
征

�

江
戸
に
流
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
情
報
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
子
供
あ
そ
び
ぼ
ん
で
ん
ま
つ
り
」〔
澪
〕
で
は
、
可
愛
ら
し
く
描
か
れ
た

天
皇
が
「
わ
る
か
」
と
書
い
た
錦
旗
を
掲
げ
、「
今
に
み
ん
な
の
も
っ
て
い
た
も
の

ふ
ん
だ
く
る
ぞ
」
と
語
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、「
徳
川
方
は
勿
論
、
新
政
府

方
諸
大
名
の
知
行
地
も
召
し
上
げ
る
」
と
い
う
含
意
が
あ
り
、「
版
籍
奉
還
構
想
の

一
端
を
天
皇
・
天
皇
家
に
よ
る
全
領
地
・
領
民
掌
握
と
い
う
方
向
に
誤
解
し
て
の
」

「
悪
か
？
」
と
い
う
自
問
で
あ
る
、
と
解
説
。
背
景
と
し
て
阮
長
二
藩
に
よ
る
封
土

一
部
奉
還
の
動
き
を
記
し
て
お
い
た
。
だ
が
、
こ
の
動
き
は
情
報
と
し
て
も
流
れ
て

い
た
。
阮
長
の
奉
還
に
つ
い
て
は
藤
岡
屋
が
三
月
の
早
い
時
期
に
掴
ん
で
流

�
三

月
二
十
一
日
発
行
の
『
中
外
新
聞
』
第
八
号
で
は
、「
近
頃
阮
長
二
藩
よ
り
京
都
に

領
地
を
献
ず
る
の
議
有
り
、
阮
州
は
十
万
石
を
奉
り
長
州
は
先
年
侵
掠
の
地
を
献
ず

可
し
と
云
ふ
」
と
報
じ
、「
こ
の
二
藩
は
多
年
の
骨
折
り
で
王
政
を
復
し
た
の
だ
か

ら
加
増
を
願
っ
て
も
良
い
の
に
、
却
っ
て
領
地
を
献
ず
る
の
は
諸
侯
の
地
を
削
ろ
う

と
の
下
心
だ
。
加
賀
藩
は
こ
れ
を
聞
い
て
十
万
石
を
献
ず
る
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

阮
摩
が
半
高
五
十
万
石
を
出
す
べ
き
と
言
っ
た
た
め
加
賀
は
大
い
に
不
平
と
い
う
。

京
都
で
は
諸
大
名
の
半
高
を
献
ず
べ
き
と
い
う
の
が
風
聞
だ
」
と
評
し
て
い
�

　

こ
の
風
聞
・
論
評
は
、
む
し
ろ
版
籍
奉
還
構
想
に
近
く
、
天
皇
家
に
よ
る
全
土
領

有
と
い
う
理
解
に
閘
が
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
非
常
に
激
し

い
天
皇
糾
弾
文
が
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
正
月
末
尾
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

「
無
道
之
天
子
」
に
始
ま
る
も
の
で
、「
王
政
復
古
抔
企
テ
天
下
擾
動
大
害
の
基
を
生

ず
、
且
天
子
た
る
者
万
民
を
撫
育
す
る
を
以
天
是
ニ
天
下
を
命
ズ
、
今
ニ
天
理
ニ
背

キ
人
心
ニ
違
ふ
、
其
罪
勝
る
共
難
し   
、

      

依
之
牧
野
ノ
一
戦
、
天
必
汝
を
誅
し
給
ふ
も

「
劣
り
」
等
脱
か

の
な
り
」
と
弾
劾
し
て
い

�
こ
の
視
点
か
ら
天
皇
を
描
い
た
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵

は
な
い
が
、
こ
う
し
た
天
皇
弾
劾
文
さ
え
世
に
出
る
よ
う
な
江
戸
情
勢
が
、
天
皇
を

可
愛
ら
し
く
描
い
て
お
い
て
、
も
し
か
し
て
天
皇
は
「
わ
る
か
」
と
問
う
よ
う
な
発

想
を
生
み
出
す
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（　

）
６２案
が

（　

）
６３し
、

（　

）
６４た
。

（　

）
６５る
。

２　

和
平
へ
動
く
和
宮 
・ 
天
璋
院 
・ 
輪
王
寺
宮

　

戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
の
数
多
く
に
、
和
宮
（
静
寛
院
宮
）
と
天
璋
院
が
描
か
れ
て

い
る
〔
①
②
③
④
⑤
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑮
⑯
⑰
⑲
⑳
澹
濆
澪
濬
濔
濮
濛
濺
瀑
瀏
〕

（　

に
は
和
宮
が
、　

に
は
天
璋
院
が
、
無
印
に
は
二
人
が
描
か
れ
て
い
る
）。

　

こ
れ
ら
の
多
く
が
、
二
人
と
も
旧
幕
府
側
で
動
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
る

と
共
に
、
東
征
中
止
と
徳
川
家
相
続
の
た
め
に
動
い
た
こ
と
な
ど
も
掴
ん
で
描
き
入

れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
情
報
は
ど
こ
か
ら
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

情
報
以
前
に
、
眼
前
の
動
き
自
体
を
見
て
掴
む
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
正
月

十
二
日
の
東
帰
か
ら
十
八
日
こ
ろ
ま
で
、
対
阮
摩
戦
争
態
勢
の
堅
持
と
は
別
に
、
慶

喜
が
和
宮
を
通
じ
て
朝
廷
に
謝
罪
の
意
を
表
明
す
る
た
め
に
、
天
璋
院
か
ら
和
宮
に

働
き
か
け
て
も
ら
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
江
戸
城
内
の
動
き
で
あ
り
、

市
民
た
ち
は
知
り
得
な

�
だ
が
正
月
二
十
一
日
、
和
宮
の
使
者
上
�
土
御
門
藤
子

が
大
奥
か
ら
出
立
す
れ
ば
、
そ
れ
は
市
民
の
眼
に
触
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
動
き
を

情
報
と
し
て
流
し
た
記
事
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。
町
触
で
は
ま
だ
阮
摩
対
決
態

勢
を
固
め
て
い
た
時
期
、
目
撃
し
た
だ
け
で
は
意
図
は
掴
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

三
月
十
日
、
い
よ
い
よ
総
攻
撃
か
と
い
う
情
勢
の
も
と
、
藤
子
は
和
宮
が
先
鋒
総

督
橋
本
実
梁
宛
に
認
め
た
�
願
書
鐇
を
持
ち
、
二
度
目
の
出
立
を
す
る
。
既
に
慶
喜

の
謝
罪
恭
順
が
徹
底
周
知
さ
れ
、
総
攻
撃
の
噂
も
飛
び
交
っ
て
い
た
の
で
、
目
撃
し

た
だ
け
で
も
意
味
は
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
屋
が

「
静
寛
院
宮
様
御
女
�
年
寄
お
ふ
じ
殿
」
が
東
海
道
出
立
し
た
と
、
差
添
二
人
の
氏

名
と
和
宮
の
命
で
あ
る
と
い
う
記
事
と
共
に
、
流
し
て
い

�
さ
ら
に
和
宮
が
東
山

道
先
鋒
総
督
岩
倉
具
定
に
宛
て
て
認
め
た
�
願
書
鐇
を
年
寄
玉
島
に
持
た
せ
、
十
一

日
に
出
立
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
流
し
て
い

�
天
璋
院
に
つ
い
て
は
、
十
一
日

に
「
表
使
の
福
田
」
ら
を
、
差
添
や
医
師
と
共
に
川
崎
の
西
郷
吉
之
助
の
も
と
に
派

遣
、
内
談
金
六
万
両
を
二
歩
金
で
渡
し
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
情
報
を
流
し
て
い

�

（　

）
６６い
。

（　

）
６７る
。

（　

）
６８る
。

（　

）
６９る
。

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三



260

　

和
宮
・
天
璋
院
ほ
ど
の
数
は
な
い
が
、
仲
介
役
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の

が
、
上
野
寛
永
寺
住
持
を
兼
ね
て
い
た
日
光
輪
王
寺
宮
門
跡
能
久
親
王
で
あ
る
〔
②

⑦
⑮
⑲
澪
瀉
瀁
濾
〕（
瀉
濾
は
列
藩
同
盟
盟
主
と
さ
れ
た
姿
を
描
い
た
も
の
）。

　

東
帰
し
た
慶
喜
が
朝
廷
に
対
し
て
謝
罪
姿
勢
を
示
す
上
で
、
仁
孝
天
皇
の
養
子
輪

王
寺
宮
に
�
願
出
立
を
要
請
す
る
こ
と
は
、
和
宮
の
書
鐇
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
意

味
付
け
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
慶
喜
の
要
請
に
応
じ
、
正
月
十
八
日
に
宮

が
西
丸
に
登
城
し
た
こ
と

�
目
立
っ
た
で
は
あ
ろ
う
が
、
対
阮
摩
態
勢
固
め
が
本

格
化
し
て
い
る
時
期
、
一
般
市
民
に
は
意
味
が
掴
め
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

が
、
二
月
十
二
日
、
供
揃
い
で
上
野
に
入
る
こ
と
が
前
日
に
町
触
で
周
知
さ
れ
、

そ
の
上
で
慶
喜
が
寛
永
寺
に
入
る
。
翌
十
三
日
に
は
和
宮
と
天
璋
院
が
そ
れ
ぞ
れ
輪

王
寺
宮
に
宛
て
て
認
め
た
書
二
通
を
届
け
に
、
大
奥
か
ら
使
い
が
入

�
そ
の
翌
十

四
日
に
慶
喜
謝
罪
の
文
言
が
町
触
で
徹
底
周
知
さ
れ
る
と
、
市
民
の
耳
目
は
上
野
寛

永
寺
一
点
に
集
ま
る
。
そ
し
て
二
十
一
日
早
朝
、
能
久
親
王
が
発
輿
。
黒
門
外
で
旗

本
・
幕
臣
多
数
が
見
送
る
と
共
に
、
越
後
高
田
藩
以
下
、
館
林
藩
・
土
浦
藩
・
秋
月

藩
等
か
ら
家
老
一
人
ず
つ
と
多
数
の
藩
兵
が
続
々
と
随
従
す
る
な

�
誰
も
が
知
る

�
願
発
輿
と
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
発
輿
以
後
の
道
中
情
報
も
流
さ
れ
る
。

　

藤
岡
屋
は
、
武
家
の
随
従
は
認
め
ら
れ
ず
に
帰
府
さ
せ
ら
れ
た
が
、
宮
は
無
事
で

あ
る
旨
を
知
ら
せ
た
寛
永
寺
御
小
人
頭
の
三
月
二
日
付
書
鐇
を
流

�
さ
ら
に
寛
永

寺
大
慈
院
代
が
同
日
付
で
認
め
た
文
も
流
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
駿
府
に
進
ん
で
有

栖
川
宮
大
総
督
と
の
会
見
に
臨
む
上
で
、
楽
観
的
な
見
通
し
が
述
べ
ら
れ
て
い
�

　

そ
し
て
総
攻
撃
中
止
後
の
二
十
日
、
宮
が
無
事
に
上
野
に
帰
院
す
る
の
だ

�
翌

二
十
一
日
付
発
行
の
『
中
外
新
聞
』
第
八
号
に
は
、「
十
五
日
か
ら
三
道
先
鋒
が

次
々
に
江
戸
に
入
り
込
ん
で
き
て
い
る
が
、
今
こ
の
様
に
穏
や
か
な
の
は
、
日
光
宮

様
の
お
取
り
扱
い
が
あ
っ
た
た
め
と
、
勝
安
房
守
の
尽
力
で
参
謀
西
郷
が
周
旋
に
動

い
た
か
ら
だ
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
の
で
あ

�
⑮
「
子
供
遊
び
夏
の
栄
」、
⑲

「
寺
子
供
幼
遊
び
」、
澪
「
子
供
あ
そ
び
ぼ
ん
で
ん
ま
つ
り
」
に
描
か
れ
た
輪
王
寺
宮

像
の
背
景
に
は
、
特
に
こ
う
し
た
情
報
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（　

）
７０は
、

（　

）
７１り
、

（　

）
７２ど
、

（　

）
７３し
、

（　

）
７４た
。

（　

）
７５が
、

（　

）
７６る
。

３　

開
城
ま
で
の 『
中
外
新
聞
』 
と
市
中
困
窮
人
お
救
い

　

輪
王
寺
宮
帰
院
二
日
前
、
三
月
十
八
日
発
行
の
『
中
外
新
聞
』
第
七
号
に
は
、
小

田
原
・
佐
倉
・
上
田
・
佐
野
四
藩
重
臣
が
、
譜
代
藩
・
旗
本
な
ど
四
十
三
「
藩
」
主

連
名
の
慶
喜
謝
罪
�
願
書
を
総
名
代
と
し
て
持
参
、
三
月
二
日
に
太
政
官
に
提
出
し

た
こ
と
、
ま
た
外
様
で
も
仙
台
・
二
本
松
・
米
沢
な
ど
の
諸
藩
が
徳
川
に
寛
大
の
処

置
を
と
�
願
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
�

　

翌
十
九
日
に
官
軍
が
甲
州
街
道
口
か
ら
市
谷
の
尾
張
藩
上
屋
敷
に
入
り
、
夜
具
千

五
百
人
分
が
市
谷
・
四
谷
・
麹
町
に
割
り
付
け
ら
れ

�
町
人
も
こ
の
事
態
に
黙
っ

て
は
い
な
い
。「
官
軍
御
用
の
夜
具
・
炭
・
油
・
蝋
燭
な
ど
が
町
方
負
担
と
さ
れ
、
地

借
・
店
借
に
ま
で
出
銀
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
小
前
難
渋
の
折
、
当
面
は
七
部
積
金

を
以
て
立
て
替
え
た
い
の
で
、
町
会
所
に
沙
汰
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の
�
願
書

が
、
二
十
七
日
に
世
話
係
名
主
共
か
ら
町
奉
行
所
に
対
し
て
出
さ
れ
て
い
�

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
二
十
八
日
に
『
中
外
新
聞
』
は
第
九
号
を
発
行
、
世
界

と
日
本
の
新
聞
を
論
じ
る
。「
英
国
は
最
も
盛
ん
で
禁
制
が
無
く
、
紙
上
で
国
政
や

役
人
を
批
判
し
て
も
咎
め
ら
れ
ず
、
却
っ
て
廷
議
の
参
考
と
さ
れ
る
」
と
報
じ
、

『
中
外
新
聞
』
は
発
売
一
ヶ
月
で
千
五
百
人
が
購
読
し
た
と
報
道
。
さ
ら
に
同
じ
号

で
「
天
子
が
二
十
二
日
に
一
万
人
の
兵
を
率
い
て
大
坂
へ
行
幸
し
た
（
正
し
く
は
発

京
二
十
一
日
、
着
坂
二
十
三
日
）」
と
報
じ
て
い
�

最
早
大
坂
行
幸
に
つ
い
て
も
、

わ
ず
か
七
日
後
に
、
直
接
江
戸
市
民
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
月
一
日
、『
中
外
新
聞
』
第
十
号
は
、
上
方
情
報
と
し
て
、
会
津
重
臣
田
中
土

佐
ら
が
「
�
願
書
」
を
太
政
官
弁
事
役
所
に
提
出
し
た
と
報
じ
た
。
以
下
要
�

主
君
容
保
が
京
都
守
護
職
を
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
苦
難
の
奉
職
に
就
き
ま
し
た

が
、
図
ら
ず
も
先
帝
か
ら
寵
愛
を
蒙
り
、
御
賞
誉
の
宸
鐇
を
下
さ
れ
る
な
ど
、

主
従
と
も
ど
も
感
涙
に
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
君
容
保
の
誠
実
は
今
も
当
時

と
変
わ
る
も
の
で
な
く
、
伏
見
戦
争
は
、
徳
川
内
府
上
洛
の
先
供
と
し
て
登
京

中
に
発
砲
さ
れ
、
や
む
を
得
ず
応
戦
に
及
ん
だ
ま
で
で
、
闕
下
を
犯
す
つ
も
り

（　

）
７７た
。

（　

）
７８る
。

（　

）
７９る
。

（　

）
８０る
。

（　

）
８１旨
。
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な
ど
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
敵
の
汚
名
を
被
っ
た
今
、
死
を
賭
し
て
で
も
主
君

の
雪
冤
を
果
た
す
と
、
藩
内
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
片
時
も
早
く
雲
霧
快
晴
し
、

一
藩
の
人
民
が
安
堵
で
き
ま
す
よ
う
、
幾
重
に
も
懇
願
致
し
ま
す
。

　

�
願
書
と
し
て
報
じ
て
は
い
る
が
、
無
実
を
訴
え
、
対
決
の
意
思
さ
え
表
示
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
。
こ
れ
が
、
い
よ
い
よ
官
軍
が
少
し
づ
つ
江
戸
に
入
っ
て
来
て
い

る
と
い
う
時
、
江
戸
に
流
さ
れ
た
会
津
の
姿
勢
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
あ
と
九
日
後
、
四
月
十
一
日
に
は
先
鋒
隊
が
入
城
す
る
と
い
う
、
緊
迫
し
た

空
気
の
漂
う
二
日
、
江
戸
町
奉
行
所
は
市
中
貧
困
者
に
対
す
る
大
規
模
な
御
救
米
支

給
を
決
め
、
対
象
と
な
る
貧
困
者
名
簿
を
大
至
急
提
出
す
る
よ
う
、
町
名
主
た
ち
へ

通
達
し

�
こ
の
通
達
文
は
安
政
五
年
八
月
と
慶
応
元
年
六
月
に
出
さ
れ
た
も
の
と

ほ
ぼ
同
文
で
、
最
大
規
模
の
支
給
と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
過
去
二

回
の
事
例
と
明
ら
か
な
違
い
が
、
重
大
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
貧
困
者
を
調
査

し
名
簿
を
作
成
提
出
さ
せ
る
ま
で
の
期
間
と
提
出
方
法
で
あ
る
。
安
政
五
年
の
場
合
、

八
月
十
七
日
に
命
じ
、「
急
速
御
取
調
」
と
あ
り
、
二
十
三
日
か
ら
翌
月
五
日
ま
で

最
長
十
三
日
間
で
あ

�
慶
応
元
年
の
場
合
、
六
月
二
十
日
に
命
じ
、「
此
度
は
格

別
御
急
」
と
あ
っ
て
晦
日
ま
で
九
日
間
で
あ

�
そ
れ
に
対
し
、
今
回
は
四
月
二
日

に
命
じ
「
急
速
御
取
調
」
と
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
来
ル
十
日
迄
之
内
、
壱
ケ
町
ニ

而
も
御
出
来
御
手
操
次
第
、
追
々
御
差
出
し
可
被
成
」
と
あ
る
の
だ
。
最
長
八
日
間
、

十
日
ま
で
に
、
一
町
単
位
で
よ
い
か
ら
出
来
次
第
順
次
出
せ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
？　

御
救
米
は
名
簿
が
出
さ
れ
次
第
支
給
さ
れ
る
。
東

征
軍
兵
士
の
飯
米
は
「
新
政
府
」
に
恭
順
を
表
明
し
た
各
藩
か
ら
供
出
さ
せ
、
用
意

し
て
は
い
る
。
だ
が
、
駐
留
が
長
引
け
ば
江
戸
保
管
米
か
ら
の
供
出
要
請
が
必
至
と

な
ろ
う
。
後
八
日
、
先
鋒
隊
が
入
城
す
る
前
日
ま
で
に
、
江
戸
保
管
米
を
御
救
米
と

し
て
困
窮
町
民
に
振
る
舞
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
町
奉
行
所
役
人
は
、
一
月
末
ま

で
は
対
阮
摩
戦
争
を
想
定
し
、
町
兵
取
り
立
て
案
を
練
っ
て
い
た
者
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
の
心
は
、
東
征
軍
兵
士
よ
り
は
、
確
実
に
江
戸
町
民
の
側
に
あ
っ
た
。

（　

）
８２た
。

（　

）
８３る
。

（　

）
８４る
。

４　

開
城
＝
先
鋒
隊
入
城
時
の
江
戸

　

町
奉
行
所
の
心
意
気
を
知
り
、
町
名
主
た
ち
が
大
急
ぎ
で
困
窮
人
名
簿
を
作
成
し

始
め
た
こ
ろ
か
ら
、
十
一
日
開
城
を
挟
ん
で
十
四
日
ま
で
、
緊
迫
の
江
戸
市
中
の
様

子
を
、
市
民
眼
前
の
動
向
と
情
報
の
二
側
面
か
ら
探
っ
て
い
こ
う
。

　

四
日
朝
、
勅
使
先
鋒
総
督
橋
本
実
梁
と
副
総
督
柳
原
前
光
以
下
が
池
上
本
門
寺
を

出
、
品
川
、
天
徳
寺
を
通
り
正
午
こ
ろ
江
戸
城
に
入

�
勅
諚
五
カ
条
を
田
安
慶
頼

ら
に
伝
え
た
後
、
本
門
寺
に
戻

�
同
じ
日
、
北
陸
道
鎮
撫
総
督
高
倉 
永　
  �
と
副
総

な
が
さ
ち

督
四
条 
隆
平 
以
下
が
千
住
を
経
て
江
戸
に
入
り
、
浅
草
東
本
願
寺
を
陣
営
と
す
�

た
か
と
し

　

五
日
に
発
行
し
た
『
中
外
新
聞
』
第
十
一
号
は
、
京
都
『
太
政
官
日
誌
』
八
号
ま

で
の
分
が
送
ら
れ
て
き
た
と
し
、「
江
戸
で
は
入
手
し
難
い
の
で
京
都
書
林
に
か
け

あ
い
、
こ
の
新
聞
と
交
換
し
互
い
に
弘
め
た
い
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
た
。『
太
政

官
日
誌
』
を
通
じ
、「
新
政
府
」
情
報
の
収
集
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
号
で
、

第
七
号
記
載
の
四
十
三
「
藩
」
�
願
書
に
つ
い
て
、「
大
総
督
を
経
て
訴
え
よ
と
言

わ
れ
駿
府
に
戻
り
、
大
総
督
に
渡
し
た
」
と
報
道
。「
勅
使
九
条
殿
と
沢
殿
が
阮
摩

兵
を
率
い
軍
船
に
て
松
島
へ
到
着
」
と
い
っ
た
官
軍
動
向
も
報
じ
て
い
�

　

先
鋒
隊
入
城
が
い
よ
い
よ
迫
っ
て
き
た
九
日
、
昼
前
に
は
和
宮
が
清
水
館
へ
、
続

い
て 
実  
成  
院 
も
清
水
館
へ
移
り
、
翌
十
日
に
は
天
璋
院
・ 
本
寿
院 
が
一
橋
館
へ
移

じ
つ 
じ
ょ
う 
い
ん 

ほ
ん
じ
ゅ
い
ん

�

同
じ
十
日
、「
百
姓
町
人
共
ニ
お
ゐ
て
は
元
来
天
子
之
御
民
ニ
而
、
万
民
塗
炭

之
苦
を
被
為
救
候
は
朝
廷
素
よ
り
御
趣
意
ニ
候
間
」
と
い
う
、
東
山
道
総
督
府
参
謀

名
に
よ
る
「
新
政
府
」
側
の
触
が
、
町
年
寄
役
所
を
通
じ
、
初
め
て
江
戸
市
中
に
出

さ
れ
た
の
で
あ
る

�
そ
の
町
年
寄
役
所
が
、
提
出
さ
れ
た
市
中
困
窮
人
名
簿
に

従
っ
て
府
下
貧
民
に
御
救
米
を
支
給
し
て
い
た
の
も
、
こ
の
日
ま
で
の
こ
と
だ
っ
た
。

少
な
く
と
も
こ
の
瞬
間
、
誰
が
「
万
民
塗
炭
之
苦
」
を
救
っ
た
の
か
、「
百
姓
町
人

共
」
に
は
判
っ
て
い
た
し
、「
天
子
之
御
民
」
は
虚
ろ
に
し
か
響
か
な
か
っ
た
。

　

橋
爪
貫
一
ら
海
軍
会
社
が
「
内
外
新
報
」
を
発
刊
し
た
の
も
入
城
前
日
の
こ
の
日
、

十
日
で
あ
っ
た
。
第
一
号
記
事
に
は
「
新
政
府
」
泣
き
所
の
一
つ
、
外
国
公
使
に
対

（　

）
８５る
。

（　

）
８６る
。

（　

）
８７る
。

（　

）
８８る
。

（　

）
８９る
。

（　

）
９０が
、

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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し
て
約
束
し
た
攘
夷
行
為
へ
の
厳
罰
文
＝
「
五
榜
の
掲
示
」
第
四
札
が
、
両
勅
使
ら

の
「
館
内
」
に
張
り
出
さ
れ
た
も
の
の
写
と
し
て
掲
載
さ
れ
、「
新
政
府
」
が
い
ま

だ
高
札
と
し
て
は
出
し
て
い
な
い
江
戸
で
、
周
知
す
る
役
を
担
っ
た
の
で
あ
�

　

同
じ
入
城
前
日
の
夕
刻
か
ら
翌
朝
に
か
け
、
歩
兵
約
二
千
人
が
大
脱

�
そ
し
て

十
一
日
午
前
十
時
、
慶
喜
が
上
野
寛
永
寺
を
発
駕
、
水
戸
徳
川
家
へ
向
か
う
。
彰
義

隊
が
千
住
ま
で
見
送
り
、
脱
走
隊
が
松
戸
で
随
従
を
願
う
が
説
諭
さ
れ
、
諦
め
て
い

�

入
れ
替
わ
っ
て
昼
、
東
海
道
先
鋒
隊
が
入
城
す
る
。
参
謀
海
江
田
武
次
・
木
梨

精
一
郎
以
下
、
阮
摩
・
長
州
・
尾
張
・
肥
後
・
備
前
・
佐
土
原
・
大
村
の
七
藩
よ
り

二
〜
三
人
ず
つ
入
�

同
日
夜
、
歩
兵
屯
所
の
五
百
人
が
さ
ら
に
脱
走
し
�

　

ま
た
同
日
、
本
庄
藩
浅
草
空
き
屋
敷
を
本
陣
と
し
て
い
る
北
陸
道
総
督
総
務
方
か

ら
、
北
陸
道
総
督
御
本
陣
と
諸
藩
軍
入
用
と
し
て
、
夜
具
・
油
・
行
灯
・
燭
台
・
土

瓶
・
茶
碗
・
手
桶
・
盥
・
柄
杓
・
火
鉢
・
湯
風
呂
・
据
風
呂
な
ど
を
江
戸
市
中
負
担

で
差
し
出
す
こ
と
、
一
兵
士
一
日
の
食
糧
と
し
て
白
米
七
合
と
金
一
朱
銭
百
文
を
渡

す
の
で
そ
れ
で
賄
う
こ
と
、
朝
は
香
の
物
、
昼
・
夕
は
菜
一
種
を
タ
ッ
プ
リ
つ
け
る

こ
と
、
な
ど
が
命
じ
ら
れ
、
名
主
た
ち
は
請
け
書
を
提
出
さ
せ
ら
れ
�

　

翌
十
二
日
朝
、
激
濤
を
理
由
に
「
新
政
府
」
海
軍
先
鋒
へ
の
受
け
渡
し
日
延
を

願
っ
て
い
た
榎
本
武
揚
が
、
旧
幕
府
軍
艦
七
艘
・
乗
組
員
二
千
人
を
率
い
脱

�
そ

の
十
二
日
、
田
安
門
近
く
に
屯
集
し
て
い
た
肥
後
藩
監
視
下
の
旧
幕
府
歩
兵
約
六
百

人
（
一
説
千
人
余
）
が
騒
擾
。
肥
後
藩
だ
け
で
は
抑
止
で
き
ず
、
先
鋒
総
督
は
備
前

以
下
六
藩
兵
に
監
視
さ
せ
、
虎
門
を
は
じ
め
城
周
囲
十
七
箇
所
を
固
め

�
だ
が
翌

十
三
日
に
は
軍
艦
脱
港
に
呼
応
し
、
歩
兵
は
再
び
騒
ぎ
肥
後
藩
兵
に
抵
抗
。
小
銃
を

向
け
「
売
国
の
賊
」
と
罵
る
。
肥
後
藩
は
武
力
征
伐
を
総
督
へ
訴
願
す
る
に
至
�

　

旧
幕
府
兵
ら
に
よ
る
抵
抗
の
一
方
、
町
人
た
ち
も
嵩
み
だ
し
た
官
軍
負
担
に
つ
い

て
対
策
を
練
り
出
す
。
十
三
日
、
官
軍
宿
陣
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、
町
名
主
た
ち

は
、
①
積
金
三
ヶ
月
分
を
組
合
単
位
で
集
め
る
、
②
一
ヶ
月
の
積
金
を
金
千
八
百
両

余
と
す
る
、
な
ど
を
決
め
、
伺
い
書
と
し
て
町
年
寄
に
提
出
し

�
一
方
、
同
日
付

『
中
外
新
聞
』
第
十
三
号
は
、
入
手
し
た
「
仙
台
侯
建
白
書
」
を
報
�

（　

）
９１る
。

（　

）
９２走
。

（　

）
９３る
。

（　

）
９４城
。

（　

）
９５た
。

（　

）
９６た
。

（　

）
９７港
。

（　

）
９８た
。

（　

）
９９る
。

（　

）
１００た
。（　

）
１０１道
。

今
人
心
疑
惑
五
つ
あ
り
。
一
、
伏
見
発
砲
は
会
桑
が
先
か
阮
摩
が
先
か
。
二
、

徳
川
が
政
権
を
朝
廷
に
返
し
た
今
、
朝
廷
に
背
く
こ
と
な
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
。

三
、
一
旦
兵
を
動
か
せ
ば
無
辜
の
人
民
が
塗
炭
の
苦
し
み
に
陥
る
、
そ
の
様
な

こ
と
は
幼
帝
の
聖
慮
か
ら
出
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
四
、
か
つ
て
長
州
藩
が

朝
廷
に
兵
を
向
け
、
朝
敵
の
汚
名
を
被
っ
た
が
今
は
晴
れ
て
い
る
、
今
発
砲
の

前
後
を
以
て
朝
敵
と
し
た
の
で
は
諸
藩
が
心
服
し
な
い
の
は
勿
論
、
下
々
に
至

る
ま
で
感
服
し
な
い
。
五
、
外
夷
交
際
の
今
、
兵
を
動
か
し
四
海 
鼎  
沸 
の
状
態

て
い 
ふ
つ

に
な
れ
ば
外
国
は
黙
っ
て
い
な
い
、
そ
う
な
れ
ば
痛
哭
の
至
り
だ
。
万
民
の

服
・
不
服
を
問
わ
ず
に
、
急
い
で
御
追
討
に
な
れ
ば
つ
い
に
は
海
内
分
裂
・
群

雄
割
拠
、
外
夷
が
そ
の
隙
を
窺
っ
て
皇
国
古
今
未
曾
有
の
事
変
を
生
じ
る
。

　

右
の
紹
介
は
骨
格
部
分
の
み
で
あ
る
。
前
文
も
含
め
た
長
文
全
部
を
報
じ
た
上
で
、

「
こ
の
建
白
、
全
編
詳
密
で
文
章
明
瞭
、
隔
靴
掻
痒
の
感
も
な
く
、
仮
令
こ
の
言
当

た
ら
ず
と
雖
も 
黄  
絹  
色  
糸 
の
称
を
失
う
こ
と
は
な
い
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
開
城
二

こ
う 
け
ん 
し
き 
し

日
後
の
四
月
十
三
日
、
江
戸
に
流
れ
た
二
月
十
一
日
付
伊
達
慶
邦
�
願
書
で
あ
る
。

　

そ
し
て
十
四
日
未
明
、
い
よ
い
よ
騒
擾
模
様
の
激
し
く
な
っ
た
歩
兵
隊
鎮
圧
の
た

め
、
総
督
府
軍
は
田
安
見
附
か
ら
田
安
邸
内
に
繰
り
込
み
、
官
軍
諸
藩
応
援
兵
と
合

流
、
大
砲
を
田
安
見
附
外
へ
据
え
、
牛
込
通
り
だ
け
を
明
け
、
九
段
坂
・
飯
田
町
口

な
ど
諸
方
を
固
め
、
発
砲
態
勢
を
整
え

�
緊
迫
の
朝
、
午
前
八
時
こ
ろ
、
田
安
見

附
直
近
の
清
水
邸
に
退
い
て
い
た
和
宮
の
も
と
に
田
安
慶
頼
が
面
会
に
訪
れ
、
歩
兵

が
騒
擾
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
掃
撃
も
あ
り
う
る
と
知
ら
せ

�
そ
の
後
歩
兵
屯
所

に
慶
頼
が
出
向
き
、「
静
寛
院
宮
様
が
御
あ
つ
か
い
（
仲
介
）
す
る
」
と
伝
え
た
こ

と
で
「
歩
兵
等
モ
大
ニ
恐
縮
シ
テ
悉
ク
兵
器
ヲ
出
シ
、
真
ニ
恭
順
ノ
色
ヲ
表
ス
」
と

な
っ
た
と
い

�
田
安
慶
頼
か
ら
和
宮
の
も
と
に
留
守
居
役
を
通
じ
、
歩
兵
は
鎮
撫

で
き
た
、
と
の
知
ら
せ
が
届
い
た
の
は
午
後
二
時
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
�

　

四
月
十
一
日
の
開
城
か
ら
こ
の
十
四
日
ま
で
の
江
戸
は
、「
無
血
開
城
」
の
語
感

が
も
た
ら
す
穏
や
か
な
状
況
と
は
、
お
よ
そ
遠
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（　

）
１０２た
。

（　

）
１０３た
。

（　

）
１０４う
。

（　

）
１０５た
。
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笳
大
総
督
宮
入
城
と
江
戸 〔
四
月
二
十
一
日
ま
で
〕

１　

先
鋒
総
督
軍
駐
留
下
の
市
民
派
新
聞

　

十
一
日
の
先
鋒
総
督
軍
入
城
に
続
き
、
十
四
日
に
入
城
す
る
予
定
で
あ
っ
た
東
征

大
総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
は
「
江
戸
表
不
穏
」
に
よ
り
池
上
本
門
寺
に
一
旦
着
陣
、

十
五
日
に
芝
増
上
寺
に
入
り
、
再
び
江
戸
・
関
東
情
勢
の
様
子
を
探

�
実
際
、
十

四
日
に
掃
撃
寸
前
で
辛
う
じ
て
沈
静
で
き
た
歩
兵
の
騒
擾
に
引
き
続
き
、
東
征
軍
各

隊
は
上
総
・
下
総
方
面
に
逃
れ
た
二
千
〜
三
千
も
の
旧
幕
府
「
脱
走
兵
」
が
引
き
起

こ
す
反
乱
の
沈
静
に
主
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

�
そ
の
た
め
、
官
軍
兵

力
か
ら
町
方
支
配
の
た
め
の
要
員
を
割
く
こ
と
は
ま
っ
た
く
出
来
ず
、
町
方
に
対
す

る
支
配
・
統
制
は
田
安
慶
頼
の
指
揮
下
に
お
い
た
旧
幕
時
代
の
南
北
町
奉
行
所
の
機

構
・
役
人
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
町
奉
行
所
が
旧
幕
府
兵
力
を
投
入
し
て
市
中

取
締
を
行
う
こ
と
さ
え
、
東
征
進
駐
軍
は
黙
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
有
様
で
あ
っ
�

　

だ
か
ら
、
こ
の
時
点
で
、
府
内
で
の
新
聞
出
版
動
向
な
ど
に
目
配
り
す
る
余
裕
は

ま
っ
た
く
無
か
っ
た
。
そ
の
間
、『
中
外
新
聞
』
や
『
内
外
新
報
』
は
、
脱
走
兵
と

東
征
軍
と
の
戦
争
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
し
て
報
道
し
た
ば
か
り
か
、

「
新
政
府
」
の
主
張
と
は
明
確
に
異
な
っ
た
論
調
を
次
々
と
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

十
五
日
発
行
の
「
内
外
新
報
」
第
三
号
に
は
、
忍
藩
家
来
よ
り
の
来
状
写
と
し
て
、

東
山
道
総
督
か
ら
、
鴻
巣
・
羽
生
両
宿
は
当
分
の
間
主
人
松
平 
忠  
誠 
へ
「
預

た
だ 
ざ
ね

け
」
と
仰
付
ら
れ
た
た
め
、
羽
生
陣
屋
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
、
官
軍
兵
﹇
長
州

隊
﹈
が
﹇
三
月
十
日
に
﹈
来
て
、
如
何
な
る
理
由
で
入
っ
た
の
か
﹇
賊
兵
や
一

揆
へ
の
加
勢
か
﹈
と
疑
わ
れ
、
当
家
の
丹
羽
蔀
が
切
腹
し
て
や
っ
と
申
し
開
き

が
た
っ
た
が
、
な
お
大
砲
を
城
に
向
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
勝
手
向
大
難
儀
の
折
、

官
軍
御
用
と
し
て
白
米
一
万
俵
を
板
橋
宿
に
送
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
家
中
へ

は
渡
ら
な
く
て
も
天
子
様
御
用
に
差
し
支
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
差
し
出
し
た
。

（　

）
１０６る
。

（　

）
１０７る
。

（　

）
１０８た
。

だ
が
今
般
の
官
軍
御
通
行
で
も
う
宿
々
在
々
と
も
疲
弊
し
て
い
る
。
同
じ
道
を

帰
ら
れ
た
ら
と
て
も
堪
ら
な
い
。
こ
の
上
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
、
家
中
在
方
と

も
潰
れ
て
し
ま
う
。
ど
う
か
穏
や
か
に
済
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　

な
ど
の
記
事
を
載
せ
て
い

�
要
旨
）。
既
に
恭
順
を
決
し
て
い
た
忍
藩
家
臣
の

口
か
ら
も
官
軍
へ
の
不
満
が
語
ら
れ
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
報
道
し
て
い
る
。
同
じ
来

状
記
事
と
し
て
、
結
城
藩
で
、
恭
順
派
家
臣
に
占
領
さ
れ
て
い
た
自
城
を
、
三
月
二

十
五
日
に
藩
主
水
野 
勝  
知 
が
彰
義
隊
百
人
と
二
本
松
藩
家
来
を
率
い
て
砲
撃
、
落
城

か
つ 
と
も

さ
せ
、
焼
け
残
り
屋
敷
に
入
城
し
た
、
と
い
う
衝
撃
的
事
件
も
報
じ
て
い
�

　

同
じ
十
五
日
こ
ろ
、
十
日
の
発
行
予
定
が
遅
れ
て
十
三
号
の
後
に
出
た
『
中
外
新

聞
』
第
十
二
号
に
は
、
入
手
し
た
『
太
政
官
日
誌
』
の
第
五
号
記
事
が
転
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
三
月
十
四
日
、
予
定
し
て
い
た
江
戸
征
討
の
前
日
、「
五
ヶ

条
の
誓
文
」
儀
式
執
行
に
際
し
て
示
さ
れ
た
「
御
宸
鐇
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
別
稿
で
詳
論
し
た
の
で
結
論
だ
け
を
記
す
が
、
こ
の
「
宸
鐇
」
は
、
江
戸
征
討
と

い
う
大
軍
事
行
動
を
、
海
路
の
通
じ
た
大
坂
に
出
御
し
て
支
援
す
る
と
い
う
、
天
皇

の
衝
撃
的
な
親
征
行
幸
に
つ
い
て
、
政
府
内
反
対
派
や
新
政
府
諸
藩
軍
兵
に
対
し
、

天
皇
と
い
え
ば
「 
九

重
  中 
に 
安
居 
」
し
て
い
る
だ
け
と
思
う
よ
う
な
因
襲
的
観
念

こ
ゝ
の
へ
の 
う
ち 

あ
ん
き
ょ

の
破
棄
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ

�
江
戸
征
討
は
中
止
と
な
っ
た
情
勢
下
で
、
敢
え

て
「
宸
鐇
」
を
報
じ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
先
に
第
九
号
で
報
じ
た
こ
の
大
坂

親
征
行
幸
が
、
現
に
決
行
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
内
外
新
報
」
が
報
じ
た
結
城
の
事
件
を
『
中
外
新
聞
』
も
報
道
。
さ
ら

に
「
上
方
情
報
」
と
し
て
、
京
都
で
世
禄
廃
止
の
論
が
あ
り
公
家
の
世
禄
廃
止
が
近

日
布
告
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
評
判
も
報
じ
ら
れ
た
。
前
章
１
で
触
れ
た
戊
辰
戦
争
諷

刺
錦
絵
「
子
供
あ
そ
び
ぼ
ん
で
ん
ま
つ
り
」〔
澪
〕
の
天
皇
観
に
は
、『
中
外
新
聞
』

第
八
号
記
事
に
加
え
、
こ
う
し
た
記
事
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
以
上
に
『
中
外
新
聞
』
第
十
二
号
で
目
を
惹
く
記
事
が
、
開
成

所
神
田
孝
平
の
署
名
入
り
論
説
で
あ
る
。「
日
本
国
当
今
急
務
五
カ
条
の
事
」
と
題

し
、
次
の
五
カ
条
を
掲
げ
て
い
る
。

（　

）
１０９る
（

（　

）
１１０る
。

（　

）
１１１た
。

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三



264

一
、
我
が
日
本
は
永
久
独
立
国
た
る
べ
し
、
決
し
て
他
国
の
附
属
と
な
る
べ
か

ら
ず
。
二
、
我
が
日
本
独
立
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
是
に
相
応
せ
る
国
力
を
起
さ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
三
、
右
国
力
を
起
さ
ん
と
欲
せ
ば
日
本
国
中
宜
し
く
一
致
す
べ

し
。
四
、
日
本
国
中
の
一
致
せ
ん
事
を
欲
せ
ば
、
国
人
を
し
て
悉
く
政
に
従
は

し
む
べ
し
。
五
、
国
人
を
し
て
政
府
の
政
に
従
は
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
政
府
に

て
広
く
日
本
国
中
の
説
を
採
る
べ
し
。
決
し
て
一
方
の
説
に
泥
む
べ
か
ら
ず
。

と
し
、「
右
五
ヶ
条
西
洋
国
法
学
の
大
綱
領
に
基
づ
き
て
我
国
当
今
の
急
務
を
掲
示

す
る
も
の
な
り
」
と
結
ぶ
。
発
行
は
十
日
の
予
定
で
あ
っ
た
か
ら
、
先
鋒
総
督
入
城

の
機
に
合
わ
せ
、「
一
方
の
説
に
泥
む
べ
か
ら
ず
」
と
、
直
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
『
中
外
新
聞
』
第
十
二
号
は
「
駒
込
以
下
町
人
惣
代
九
十
余
名
」
が
、
四
月

五
日
に
先
鋒
隊
宿
所
へ
提
出
し
た
�
願
書
全
文
も
掲
載
し
て
い
る
（
要
旨
）。

こ
れ
ま
で
泰
平
の
御
恩
沢
に
浴
し
て
き
た
の
は
、
天
朝
と
徳
川
家
の
御
徳
沢
に

よ
り
ま
す
。
今
、
上
様
が
東
叡
山
に
謹
慎
さ
れ
、
罪
を
一
身
に
お
引
き
請
け
に

な
り
、
諸
人
の
苦
を
救
わ
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
有
り
難
く
恐

れ
入
る
こ
と
で
、
涕
泣
の
至
り
で
御
座
い
ま
す
。「
然
る
処
」
段
々
と
御
先
鋒

が
御
繰
り
入
り
に
な
り
、
市
中
一
同
昼
夜
寝
食
を
忘
れ
、
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
寛
大
の
御
慈
悲
を
も
っ
て
、
下
々
の
者
共
ま
で
安
心
で
き
ま
す
よ
う
、

御
憐
愍
の
御
沙
汰
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
一
同
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

天
朝
に
並
べ
て
徳
川
家
の
御
徳
沢
を
敢
え
て
記
し
、
慶
喜
が
諸
人
の
苦
を
救
お
う

と
し
て
い
る
の
は
涕
泣
の
至
り
だ
、
と
ま
で
書
い
た
の
は
、
町
奉
行
所
の
計
ら
い
に

よ
り
、
今
彼
ら
自
身
が
御
救
米
を
支
給
す
べ
き
困
窮
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
最
中

（
三
日
目
）
だ
か
ら
な
の
だ
（
実
際
、
四
ッ
谷
塩
町
で
は
九
日
に
町
会
所
に
御
救
い

人
別
帳
を
差
し
出
し

�　
そ
の
状
況
下
、「
然
る
処
」
と
し
て
御
先
鋒
御
繰
入
が
新

た
な
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
と
言
外
に
匂
わ
せ
、
憐
憫
の
沙
汰
を
、
と
入
り
込
み
つ

つ
あ
る
進
駐
軍
に
直
接
迫
っ
た
の
だ
。
実
に
し
た
た
か
な
江
戸
市
民
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
�
願
書
も
載
せ
、
国
家
急
務
の
直
言
も
す
る
。
柳
河
・
神
田
ら

開
成
所
グ
ル
ー
プ
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
市
民
派
新
聞
の
誕
生
で
あ
�

（　

）
１１２た
）。

（　

）
１１３る
。

２　

大
総
督
宮
入
城
直
前

　
『
中
外
新
聞
』
の
市
民
派
新
聞
と
し
て
の
性
格
は
、
こ
の
時
期
『
内
外
新
報
』
に

も
み
ら
れ
る
。『
内
外
新
報
』
は
、
十
六
日
第
四
号
か
ら
十
九
日
第
七
号
ま
で
、
毎

日
発
行
さ
れ
た
が
、
第
四
号
で
は
、
七
日
に
結
城
城
が
官
軍
に
攻
撃
さ
れ
、
今
は
官

軍
が
入
り
込
ん
で
い
る
と
報
じ
、
第
五
号
で
は
、
先
に
『
中
外
新
聞
』
が
報
じ
た
伊

達
慶
邦
の
�
願
書
全
文
を
、
家
臣
へ
の
布
告
文
と
共
に
転
載
。
第
六
号
で
は
「
当
時
、

会
津
の
勢
い
は
次
第
に
強
大
、
北
方
大
名
悉
く
連
合
の
様
子
だ
が
、
徳
川
家
が
こ
れ

を
助
け
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
っ
た
記
事
の
含
ん
だ
、
十
日
発
行
の
「
横
浜
新
聞
」

を
、
橋
爪
貫
一
の
訳
で
載
せ
て
い
る
。
会
津
と
東
北
諸
藩
の
お
お
よ
そ
の
動
向
に
つ

い
て
も
、
外
国
新
聞
の
訳
と
い
う
形
で
、
す
で
に
大
総
督
宮
入
城
前
の
江
戸
市
民
に

伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

�
そ
し
て
十
九
日
発
行
の
第
七
号
に
は
、
十
二
日
発
行

「
横
浜
新
聞
」
記
事
の
訳
と
し
て
、
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
�

要
旨
）。

此
度
、 
御
門 
に
対
し
□
□
（
慶
喜
）
公
が
恭
順
姿
勢
を
立
派
に
示
し
、
堅
固
な

み

か

ど

江
戸
城
を
明
け
渡
し
た
こ
と
は
、
我
ら
実
に
感
愛
す
る
と
こ
ろ
だ
。
京
都
か
ら

も
格
別
の
寛
典
が
あ
り
、
国
家
泰
平
の
時
と
な
れ
ば
外
国
貿
易
も
元
の
よ
う
に

速
や
か
に
繁
昌
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
違
っ
た
動
き
が

あ
る
。
会
津
の
一
件
だ
。
会
津
は
仙
台
そ
の
他
有
力
の
諸
侯
と
連
合
し

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、
君
家

の
た
め
に
冤
罪
を
雪
ぐ
べ
く
、
す
で
に
兵
備
を
強
化
し
て
い
る
。（
中
略
）
江

戸
か
ら
お
よ
そ
三
十
里
程
の
所
で
、
北
方
の
大
名
が
南
方
の
軍
勢
と
接
近
し
て

い
る
。
合
戦
が
間
も
な
く
始
ま
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
元
記
事
「
横
浜
新
聞
」
発
行
の
十
二
日
と
ほ
ぼ
同
日
こ
ろ
、
京
都
太
政
官
代

は
、『
太
政
官
日
誌
』
第
九
号
を
発
行
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
大
総
督
宮
の
江
戸

入
城
に
際
し
、
仙
台
藩
に
対
し
て
米
穀
五
万
俵
を
江
戸
へ
廻
米
す
る
よ
う
に
命
じ
た

大
総
督
府
の
達
書
―
二
十
八
日
に
は
仙
台
藩
に
拒
否
さ
れ
る
も
の
―
が
報
じ
ら
れ
て

い

�
局
外
中
立
の
立
場
か
ら
交
易
再
開
の
願
を
も
っ
て
日
本
情
勢
を
見
て
い
た
居

留
地
イ
ギ
リ
ス
人
ら
は
、
こ
の
時
点
で
、
京
都
太
政
官
代
よ
り
も
大
局
的
見
地
か
ら

（　

）
１１４る
。

（　

）
１１５た
（

（　

）
１１６た
。
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み
た
正
確
な
分
析
を
し
て
い
る
。
そ
の
正
確
な
分
析
情
報
を
、
翻
訳
刊
行
に
よ
り
、

江
戸
市
民
は
大
総
督
入
城
前
に
得
て
い
た
の
で
あ
り
、
京
都
「
新
政
府
」
が
仙
台
に

会
津
征
討
を
命
じ
よ
う
と
、
仙
台
は
会
津
と
連
合
し
つ
つ
あ
る
の
だ
、
と
い
っ
た
認

識
が
江
戸
に
は
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
か
ら
、「
当
世
三
筋
の
た
の

し
み
」「
稽
古
所
の
賑
ひ
」〔
③
・
④
〕
な
ど
、
仙
台
が
会
津
を
影
な
が
ら
応
援
し
て

い
る
と
い
っ
た
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
が
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
�

　

こ
の
『
内
外
新
報
』
第
七
号
と
同
じ
十
九
日
、『
中
外
新
聞
』
第
十
四
号
は
、
四

日
に
入
城
し
た
先
鋒
総
督
に
対
し
、
陸
軍
副
総
裁
白
戸
石
介
が
大
久
保
一
翁
・
勝
安

房
（
海
舟
）
を
介
し
て
九
日
に
提
出
し
た
海
陸
軍
一
同
に
よ
る
�
願
二
カ
条
を
掲
載

し

�
こ
れ
は
、
四
日
に
先
鋒
総
督
が
田
安
慶
頼
に
対
し
て
示
し
た
勅
諚
五
カ
条
に

反
す
る
も
の
で
、
第
一
条
は
、
城
を
尾
張
家
に
で
は
な
く
田
安
家
に
預
け
て
欲
し
い

と
い
う
も
の
、
第
二
条
は
、
軍
艦
・
鉄
砲
は
徳
川
の
家
名
が
立
ち
、
高
・
領
地
が
決

ま
り
次
第
差
し
上
げ
る
（
が
、
そ
れ
ま
で
は
留
保
さ
せ
て
欲
し
い
）
と
い
う
も
の
。

こ
の
二
カ
条
は
、
い
ず
れ
も
三
月
十
四
日
の
勝
・
西
郷
会
談
で
勝
が
提
示
し
、
四
日

の
勅
諚
五
カ
条
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
箇
条
の
蒸
し
返
し
で
あ

�
も
ち
ろ
ん
即

刻
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
あ
え
て
報
道
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
新
政
府
」
が
こ
れ
を
、
十
一
日
開
城
に
と
も
な
う
一
連
の
江
戸
「
大
変
事
」
の
一

つ
と
し
て
『
太
政
官
日
誌
』
で
報
じ
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
後
、
四
月
下
旬
の
第
十
一

号
で
あ
っ
た
。
江
戸
市
民
は
、「
新
政
府
」
配
下
の
諸
藩
軍
兵
士
ら
が
把
握
す
る
よ

り
前
に
、
旧
幕
府
抵
抗
派
の
動
き
・
要
求
を
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

翌
二
十
日
、
町
年
寄
ら
は
、
橋
本
・
柳
原
両
勅
使
の
宿
陣
三
田
有
馬
藩
邸
ま
で
呼

び
出
さ

�「
官
軍
が
一
度
に
大
勢
着
い
た
の
で
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
起
き
る
で

あ
ろ
う
が
、
朝
廷
の
御
趣
意
は
人
民
が
心
や
す
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で

あ
る
か
ら
、
呉
々
も
疑
惑
の
心
を
抱
か
な
い
よ
う
に
」
と
い
っ
た
「
演
舌
」
を
参
謀

方
か
ら
聞
か
さ
れ

�
四
月
五
日
に
「
町
人
惣
代
九
十
余
名
」
が
�
願
し
た
動
き
の

背
景
に
、
官
軍
に
対
す
る
「
疑
惑
の
心
」
あ
り
と
み
て
釘
を
刺
し
た
の
で
あ
る
。

（　

）
１１７る
。

（　

）
１１８た
。

（　

）
１１９る
。

（　

）
１２０れ
、

（　

）
１２１た
。

３　

大
総
督
宮
入
城
と
江
戸
市
民

　

こ
う
し
て
、
官
軍
に
対
す
る
「
疑
惑
の
心
」
が
市
中
に
溢
れ
る
な
か
、
二
十
一
日
、

東
征
大
総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
、
午
前
十
時
に
増
上
寺
か
ら
乗
馬
出
陣
。
錦
旗

を
翻
し
、
江
戸
城
に
入
る
。
以
後
、
江
戸
城
に
東
征
大
総
督
府
が
置
か
れ
�

　

こ
の
状
況
を
、
あ
る
江
戸
市
民
は
「
当
世
百
人
一
首
」
と
題
す
る
、
百
人
一
首
パ

ロ
デ
ィ
ー
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。

　
　

風
に
な
び
く
錦
の
旗
の
紅
ひ
は
流
れ
も
あ
へ
ぬ
紅
葉
な
り
け
り　

有
栖
川
�

　
 
春
道
列
樹 
の
秀
歌
「
山
川
に
風
の
か
け
た
る
し
が
ら
み
は
な
が
れ
も
あ
へ
ぬ
紅
葉

は
る
み
ち
の
つ
ら
き

な
り
け
り
」
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
山
川
に
風
が
か
け
た 
柵 
は
、
流
れ
を
せ
き

し
が
ら
み

止
め
る
紅
葉
だ
っ
た
、
と
い
う
本
歌
の
「
し
が
ら
み
」
を
「
錦
の
旗
の
紅
ひ
」
に
置

き
替
え
、
詠
み
手
を
有
栖
川
宮
と
し
た
こ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
は
、
大
総
督
宮
の
入
城

を
江
戸
庶
民
の
目
線
で
捉
え
た
「
茶
化
し
」
が
巧
み
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
熾
仁

宮
親
王
が
錦
旗
を
翻
し
て
入
城
し
た
江
戸
城
に
は
、
親
王
の
か
つ
て
の
婚
約
者
、
亡

き
家
茂
の
夫
人
で
あ
る
和
宮
、
静
寛
院
宮
が
い
る
（
実
際
に
は
九
日
に
清
水
館
に
非

難
し
て
い
る
）。
昔
日
、
恋
路
の
流
れ
を
せ
き
止
め
た
の
は
今
は
亡
き
孝
明
天
皇
、

あ
ぁ
、
自
分
が
翻
し
て
い
た
こ
の
錦
旗
の
紅
ひ
、
こ
れ
こ
そ
が
柵
だ
っ
た
の
だ
、
と

親
王
が
気
づ
い
た
、
と
い
う
オ
チ
な
の
で
あ
�

　

官
軍
の
眼
が
届
か
な
い
所
で
は
、
こ
ん
な
「
手
ま
り
唄
」
も
唄
わ
れ
て
い
た
。

一
つ
と
や　

ひ
ら

く
ひ
ら
つ
く
錦
切
れ
を
肩
に
着
て　

東
じ
ゃ
左
様
に
思
は

な
い　

光
ら
な
い
、（
中
略
）
…　
　
　

七
つ
と
や　

な
ん
に
も
知
ら
な
い

有
栖
川
の
宮　

は
る

く
東
へ
草
臥
に　

戻
り
ゃ
ん
�

　

東
征
軍
歌
「
宮
さ
ま
宮
さ
ま
御
馬
の
前
の
ひ
ら

く
す
る
の
は
な
ん
じ
ゃ
い
な
」

「
あ
り
や
朝
敵
征
伐
せ
よ
と
の
錦
の
御
旗
じ
ゃ
し
ら
な
ん

�
の
対
局
に
、
茶
化
し

や
拒
否
の
感
情
が
、
或
い
は
秘
か
に
或
い
は
公
然
と
、
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

有
栖
川
宮
入
城
当
日
の
『
中
外
新
聞
』
第
十
五
号
は
、
二
月
付
け
「
或
る
一
諸
侯

�
願
書
」
全
文
を
掲
載
し
�

（　

）
１２２る
。（　

）
１２３宮　

（　

）
１２４る
。

（　

）
１２５せ　

（　

）
１２６か
」

（　

）
１２７た
。

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三



266

《
辰
年
》（
正
月
九
日
十
日
私
名
代
家
来
の
者
被
召
出
、
御
書
付
を
以
て
）
徳
川

 《
慶
喜
》

□
□
朝
敵
の
罪
〈
に
依
り
て
〉
御
追
討
被
仰
付
候
間
、
各
藩
陪
臣
吏
卒
に
至
る

　
　
　
　

﹇
生
し
﹈　
　
　

﹇
右
﹈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
に
﹈

ま
で
方
向
を
定
め
候
様
〈
�
に
大
号
令
御
趣
意
相
心
得
、
国
力
相
応
の
人
数
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
恐
怖
﹈

出
し
候
様
〉
可
仕
旨
被
仰
渡
、
誠
に
以
て
驚
愕
畏
縮
の
至
り
に
奉
存
候
。
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
抑
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
替
﹈

は
速
に
奉
勅
従
事
可
仕
処
、
中
朝
よ
り
郡
県
の
御
制
度
被
為
在
候
へ
共

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、
皇
国
�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
《﹇
世
﹈》         　
　
　
　
　
　
                     
《
分
》

自
然
の
御
體
裁
は
封
建
制
禄
に
有
之

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、
鎌
倉
覇
府
の
時
将
軍
家
臣
の
名
目
相
立
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
立
》

陪
臣
陪
々
臣
の
分
随
て
相
定
り
、
時
移
り
物
換
り
慶
長
元
和
以
来
今
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
御
座
候
﹈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
有
》

形
勢
を
成
し
居
候
儀
に
て
、
凡
普
天
下
之
卒
土
之
濱
尊
卑
貴
賤
不
為
王
臣
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
土
﹈

一
人
も
無
之
候
へ
共
、
封
国
領
邑
其
地
内
の
士
民
各

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

《
其
主
》

�

�

�

�

其
君
に
忠
勤
候

�

�

�

�

�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《﹇
徳
川
﹈》

は
ば
�

�

、
則
朝
廷
へ
服
事
の
道
に
可
有
御
座

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

と
存
奉
候
。
私
儀
□
□
家
臣
に
候
へ

 《
共
》
ば
一
意
に
徳
川
家
を
翼
奉
し
朝
廷
へ
忠
勤
仕
度
素
志
に
有
之

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、
元
来
一
途
同
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
御
座
》
《
慶
喜
》

に
て
更
に
方
を
異
に
し
向
を
二
に
す
可
き
所
無
之
、
追
々
□
□
恭
順
の
効
相
立

〈
候
は
ば
〉
寛
典
の
御
処
置
只
管
�
願
哀
訴
仕
度
心
底
に
御
座
候
。
又
人
数
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
様
﹈　
　
《
相
》　
　
　
　
　
　

《
御
》

出
候
儀
は
外
御
用
筋
に
候
は
ば
何
程
に
も
出
精
勤
可
申
候
へ
共
、
徳
川
征
討
に

�

�

�

�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
ち
候
﹈

付
て
の
御
沙
汰
に
て
は
乍
恐
臣
子
を
以
て
君
父
を
撃
の
訳
に
有
之

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、
人
の
大
倫

�

�

�

�

　
　
　

﹇
綱
﹈

天
地
の
大
経

�

�

�

�

�

是
に（
於
て
）乎
相
悖
り

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

、
昔
時
源
義
朝
勅
命
不
得
止
と
は
申
な
が

　
　
　
　

《
斬
》　
　
　
　
　
　
　
﹇
不
義
﹈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
相
し
�

�

ら
父
為
義
を
撃
候
も
同
様（
の
筋
）、〈
義
朝
の
〉
逆
名
千
歳
難
遁
、
勅
命
に

�

�

�

お
か

た
か
ひ

�

�

�

﹈　
　
　
﹇
王
綱
乱
れ
﹈《
三
綱
壊
九
法
�
し
》《
に
》

せ
ら
れ
候
て
も

�

�

�

亦
三
綱
相
缺
、
法
度
の
御
失
體
は
終
古
難
被
為
免
、
実
に
私
一

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
無
﹈　
　
　
　
　
　
　

﹇
を
﹈　

﹇
■
■
■
﹈﹇
候
﹈

身
の
進
退
難
渋
の
み
に
御
座
候
。
朝
廷
の
御
為
に
深
く
御
惜
み
申
上
、
何
分

　
　
　
﹇
諚
奉
遵
﹈

（
奉
）勅
従（
事
）難
仕
候
。
陪
隷
微
臣
の
身
を
以
て
直
諫
仕
候
儀
余
り
恐
入
敢
て

言
上
仕
兼
候
へ
共
、
臣
子
の
身
進
退
難
渋
仕
候
段
幾
重
に
も
性
情
の
忍
び
兼
候

　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
明
﹈　
　
　
　
　
　
　
《
度
》﹇
只
﹈﹇
や
う
﹈

処
に
御
座
候
。
何
卒
御
憫
察
御
宥
恕
の
儀
奉
願〈
上
候
〉。
右
願
の
趣
意
御
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《﹇
の
み
﹈﹇
御
座
﹈》

被
下
置
候
へ
ば
、
独
私
一
家
の
幸
福
に
も
無
之
、
世
道
人
心
を
千
歳
の
下
に
維

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

﹇
候
﹈

持
仕
�

�

、
今
日
朝
廷
の
御

�

�

�

�

�

�

闕
失
を
も

�

�

�

�

〈
聊
〉
奉
補
候

�

�

�

儀
に
て
、
冥
加
至
極
難
有
仕

合
奉
存
候
。
乍
去
頑
愚
固
陋
遂
に
逆
鱗
を
奉
犯
候
次
第
、
其
罪
万
死
難
遁
、
闕

　
　
　
　
　

﹇
越
﹈　
　
　
　
　
﹇
候
﹈

下
に
拝
伏
し
斧
鉞
の
誅
謹
て
可
奉
待（
旨
申
付
）以
重
臣
此
段
〈
哀
痛
〉
奉
懇
願

　
　
　
　

﹇
懼
﹈《﹇
敬
白
﹈》

候
。
誠
恐
誠
惶
頓
首
謹
言
。

　
《　

》
は
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
表
記
Ａ
、﹇　

﹈
は
『
内
外
新
報
』
表
記
Ｂ
、

〈　

〉
は
Ａ
に
、（　

）
は
Ｂ
に
無
し
。
三
出
典
中
、
表
記
上
の
微
細
な
差
は
無
視
。

　

�
願
文
は
郡
県
・
封
建
の
国
制
論
を
封
建
論
の
視
点
か
ら
展
開
、
鎌
倉
以
来
主
君

に
忠
勤
す
れ
ば
則
ち
朝
廷
に
服
し
た
こ
と
に
な
る
と
し
、
一
意
に
徳
川
家
を
翼
奉
し

朝
廷
へ
忠
勤
し
た
い
と
断
言
す
る
。
寛
典
の
処
置
な
ど
遙
か
遠
い
二
月
、
こ
れ
は
極

め
て
緊
張
度
の
高
い
論
で
あ
る
。
出
兵
命
令
に
つ
い
て
は
、
兵
を
出
せ
ば
臣
子
の
身

で
君
父
を
撃
つ
こ
と
に
な
り
、
人
の
大
倫
天
地
の
大
綱
に
悖
る
と
主
張
す
る
。

　

源
義
朝
が
後
白
河
天
皇
に
よ
る
為
義
追
討
の
宣
旨
を
受
け
、
父
為
義
を
捕
ら
え
、

勅
命
に
よ
り
首
を
取
っ
た
事
跡
を
、
勅
命
に
応
じ
た
た
め
に
逆
臣
の
名
を
蒙
っ
た
事

例
と
し
て
挙
げ
、
勅
命
に
従
え
ば
「
三
綱
相
缺
」
す
る
（『
中
外
新
聞
』
表
記
）
と

主
張
。
更
に
、
出
兵
猶
予
の
願
を
聞
き
届
け
て
い
た
だ
け
た
な
ら
「
世
道
人
心
を
千

歳
の
下
に
維
持
」
で
き
、「
今
日
朝
廷
の
御
闕
失
」
を
補
え
る
、
と
ま
で
断
じ
た
の

で
あ
る
。
直
後
の
「
冥
加
至
極
難
有
仕
合
」
は
不
敵
で
さ
え
あ
る
。
勤
王
を
基
に
、

徳
川
家
臣
と
し
て
の
倫
理
一
筋
を
、
少
し
も
怯
ま
ず
毫
も
媚
び
ず
、
正
面
切
っ
て
主

張
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
「
頑
愚
固
陋
」
が
逆
鱗
を
犯
せ
ば
万
死
遁
れ
難
く
、

「 
闕
下 
に
拝
伏
し

け

っ

か

 
斧
鉞 
の
誅
」
を
待
つ
、
と
言
っ
た
の
は
見
栄
で
も
な
け
れ
ば
は
っ

ふ

え

つ

た
り
で
も
な
か
っ
た
。
切
腹
の
命
を
も
甘
ん
じ
て
受
け
る
覚
悟
の
�
願
で
あ
る
。

　

誰
の
�
願
文
か
？ 
『
復
古
記
』
に
は
無
い
が
、『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
に
小

諸
藩
主
牧
野
康
民
（
後
名
、
当
時 
康
済 
）
の
書
と
し
て
所

�
ま
た
こ
の
五
日
後
、

や
す
ま
さ

『
内
外
新
報
』
第
九
号
に
小
諸
侯
建
白
と
し
て
掲
載
さ
れ

�
二
月
下
旬
以
降
、
信

州
に
東
山
道
先
鋒
総
督
軍
が
入
り
込
む
。
そ
の
直
後
に
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
�
願
書
、
実
際
に
先
鋒
総
督
に
提
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（　

）
１２８収
。

（　

）
１２９た
。
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だ
が
、
こ
の
後
三
月
三
日
、
康
済
は
和
田
駅
の
督
府
陣
屋
に
出
向
き
、
勤
王
を
誓
い
、

京
に
上
り
、
二
五
日
に
は
碓
氷
峠
の
守
り
を
命
じ
ら
れ
、
出
兵
し
て
い
�

　

あ
れ
ほ
ど
の
�
願
を
認
め
た
康
済
に
、
如
何
な
る
呵
責
が
あ
っ
て
の
屈
服
か
、
春

三
は
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
掴
ん
で
い
た
の
か
、
一
切
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
康
済

屈
服
前
の
�
願
文
が
、
大
総
督
入
城
日
の
江
戸
で
、
衆
目
を
集
め
ぬ
訳
は
な
い
。

結　

戊
辰
戦
争
第
一
期
、　
江
戸
市
民
・
民
衆
の
意
識
を
め
ぐ
る
抗
争
の
特
質

　

正
月
十
二
日
慶
喜
東
帰
か
ら
四
月
二
十
一
日
大
総
督
宮
入
城
ま
で
の
三
ヶ
月
強
、

江
戸
で
生
起
し
て
い
た
事
象
を
ほ
ぼ
時
系
列
に
従
っ
て
叙
述
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、

こ
の
事
象
に
関
わ
っ
た
人
々
を
幾
つ
か
に
群
別
し
て
整
理
し
直
し
、
江
戸
民
衆
の
意

識
・
思
想
を
め
ぐ
る
抗
争
の
構
造
的
な
特
質
を
把
握
し
て
お
こ
う
。

　

Ａ
群
〔
旧
幕
府
諸
勢
力
〕、
Ｂ
群
〔
東
征
軍
勢
力
〕、
Ｃ
群
〔
江
戸
町
民
〕、
Ｄ
群

〔
情
報
発
信
者
〕
と
類
別
す
る
。

　

ま
ず
Ａ
群
の
動
き
で
あ
る
が
、
こ
の
方
向
性
は
多
様
で
あ
っ
た
。
慶
喜
自
身
、
正

月
下
旬
ま
で
は
天
皇
に
対
す
る
謝
罪
・
謹
慎
の
意
思
表
明
と
、
阮
摩
と
の
対
決
は
切

り
離
し
て
追
求
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
和
宮
と
輪
王
寺
宮
を
頼
っ
て
謝
罪
・
謹
慎
の

意
志
を
奏
上
す
る
こ
と
と
、
町
兵
取
り
立
て
を
並
行
し
て
す
す
め
て
い
た
こ
と
に
端

的
に
表
れ
て
い
た
。
和
宮
・
輪
王
寺
宮
及
び
天
璋
院
の
動
向
は
明
瞭
で
、
慶
喜
謝

罪
・
謹
慎
を
伝
達
し
て
徳
川
家
の
相
続
を
計
る
こ
と
、
和
平
一
筋
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
対
極
に
あ
っ
た
の
が
開
城
時
に
、
東
征
軍
へ
の
屈
服
を
拒
否
し
、
江
戸
城
か

ら
「
脱
走
」
し
た
二
〜
三
千
の
兵
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
「
阮
賊
」
を
「
官

軍
」
と
認
め
た
主
君
慶
喜
へ
の
忠
誠
と
い
う
倫
理
的
立
場
か
ら
は
、「
官
軍
」
に
対

決
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
屈
服
を
拒
否
し
て
脱
走
し
た
の
は
、
阮
長
は

あ
く
ま
で
も
幼
主
を
騙
し
て
い
る
の
で
あ
り
君
側
の
奸
で
あ
る
、
と
い
う
感
情
が
基

に
あ
る
か
ら
で
、
そ
れ
を
以
て
脱
走
と
戦
闘
の
行
為
を
自
己
納
得
化
し
得
た
。
ま
た
、

恭
順
す
る
こ
と
を
前
提
に
歩
兵
屯
所
に
残
っ
た
歩
兵
た
ち
も
騒
擾
を
起
こ
し
、
十
四

（　

）
１３０る
。

日
ま
で
は
一
触
即
発
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

ま
た
、
会
津
藩
・
仙
台
藩
ら
の
行
動
論
理
の
第
一
に
は
、
そ
も
そ
も
鳥
羽
・
伏
見

戦
争
は
阮
摩
が
兵
端
を
開
い
た
の
だ
、
と
い
う
事
実
認
識
が
根
底
に
あ
る
。
会
津
藩

田
中
土
佐
ら
の
�
願
書
に
は
明
瞭
に
「
発
砲
さ
れ
応
戦
」
と
あ
り
、
仙
台
藩
主
の

「
発
砲
は
ど
ち
ら
が
先
か
に
つ
い
て
は
両
論
あ
る
」
と
い
う
言
は
、
会
津
藩
が
先
と

は
断
定
で
き
な
い
と
の
主
張
で
あ
る
。
阮
摩
が
兵
端
を
開
い
て
幕
兵
と
会
桑
に
応
戦

さ
せ
、
戦
争
状
態
に
入
っ
た
四
日
に
な
っ
て
「
錦
旗
」
を
担
ぎ
出
し
、「
錦
旗
」
に

敵
対
す
る
者
は
「
朝
敵
」
だ
と
す
る
、
阮
摩
の
卑
劣
な
罠
に
嵌
っ
た
、
と
の
悔
や
み

切
れ
な
い
思
い
が
会
津
に
は
あ
り
、
そ
れ
が
仙
台
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
や
が
て
脱
走
兵
ら
と
行
動
上
同
一
と
な
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
小
田
原
・
佐
倉
な
ど
四
十
三
「
藩
」
�
願
書
は
、
た
と
え
最
終
的
に
提
出

さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
後
に
官
軍
へ
屈
服
す
る
藩
が
続
出
し
た
に
せ
よ
、
�
願
の
論
理

は
、
慶
喜
謹
慎
を
評
価
し
、
ひ
た
す
ら
徳
川
家
へ
の
寛
恕
の
沙
汰
を
乞
う
も
の
で
、

む
し
ろ
戦
争
回
避
を
願
っ
た
慶
喜
の
意
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

更
に
際
だ
っ
た
の
は
小
諸
藩
牧
野
康
済
の
�
願
で
あ
っ
た
。「
徳
川
家
臣
」
を
強

調
し
た
論
は
四
十
三
「
藩
」
�
願
書
に
閘
が
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
穏
や
か

な
も
の
で
は
と
て
も
な
い
。
た
し
か
に
、
発
砲
の
前
後
を
論
ず
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、

錦
旗
の
正
当
性
を
問
題
視
し
て
の
阮
長
私
権
論
も
な
い
。
た
だ
あ
る
の
は
、
臣
子
と

し
て
徳
川
家
に
仕
え
る
こ
と
で
朝
廷
に
仕
え
る
の
だ
、
と
い
う
論
一
本
で
あ
る
。
こ

の
論
理
一
つ
で
、
朝
命
だ
か
ら
と
い
っ
て
慶
喜
追
討
の
兵
は
出
せ
な
い
、
と
突
っ
張

る
。
慶
喜
朝
敵
論
の
前
に
、
こ
れ
は
一
見
無
力
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
源
義
朝
が

勅
命
に
従
っ
て
君
父
の
首
を
討
っ
た
た
め
に
、
後
々
ま
で
逆
名
を
蒙
っ
た
と
訴
え
、

敢
え
て
「
朝
廷
の
闕
失
を
補
う
」
と
ま
で
直
言
す
る
。
こ
う
し
た
堂
々
の
封
建
倫

理
・
論
理
が
、
大
総
督
宮
入
城
当
日
に
、
江
戸
市
民
の
眼
前
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
Ｂ
群
の
動
き
。
三
月
十
九
日
に
東
山
道
軍
が
甲
州
街
道
口
か
ら
入
っ
た
の
を

皮
切
り
に
官
軍
が
府
内
各
地
に
入
り
込
む
。
四
月
四
日
に
勅
使
両
総
督
が
勅
諚
五
箇

条
を
伝
え
る
た
め
に
江
戸
城
に
入
り
宿
陣
に
戻
る
。
十
日
に
は
「
百
姓
町
人
共
は
元

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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来
天
子
之
御
民
」
だ
と
宣
伝
し
、
十
一
日
に
先
鋒
総
督
七
藩
軍
が
入
城
、
城
内
点
検

を
終
え
る
。
そ
し
て
二
十
一
日
に
大
総
督
宮
が
入
り
、
城
内
に
総
督
府
が
置
か
れ
る
。

以
上
の
江
戸
進
駐
総
過
程
を
通
じ
、
市
民
の
負
担
は
急
激
に
膨
張
。
こ
こ
に
、
旧
幕

府
町
奉
行
に
よ
る
十
日
ま
で
の
「
御
救
米
支
給
」
が
働
き
、「
万
民
塗
炭
之
苦
」
を

朝
廷
が
救
う
と
の
宣
伝
は
破
綻
、「
天
子
之
御
民
」
は
空
語
と
化
す
。

　

次
に
Ｃ
群
。
正
月
下
旬
ま
で
は
全
町
火
消
が
町
兵
と
し
て
「
炮
術
業
前
」
稽
古
を

す
る
と
い
う
、
阮
摩
と
の
全
面
対
決
態
勢
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
番
人
千
七
百
十
五

人
を
町
兵
に
繰
り
入
れ
る
と
い
っ
た
案
も
町
役
人
側
の
了
承
を
得
て
練
ら
れ
て
い
っ

た
。
だ
が
三
月
二
日
に
は
、
阮
摩
と
戦
う
こ
と
は
「
忠
義
之
志
」
の
つ
も
り
で
も

「
妄
動
」
と
な
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
天
朝
に
対
し
恐
れ
入
る
こ
と
で
あ
る
以
上
に
、

慶
喜
の
「
身
に 
刃 
」
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
堪
え
て
く
れ
と
説
得
さ
れ
る
。

や
い
ば

　

半
月
後
の
三
月
十
九
日
に
は
も
う
官
軍
が
府
内
に
入
り
、
町
方
負
担
が
増
大
し
、

町
名
主
た
ち
は
早
く
も
二
十
七
日
に
、
地
借
・
店
借
層
に
ま
で
負
担
が
及
ぶ
状
況
だ

け
は
何
と
か
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
�
願
を
町
奉
行
所
に
出
す
。
入
用
が
更
に
嵩
ん

で
き
た
四
月
五
日
、
町
人
惣
代
九
十
余
名
は
進
駐
軍
と
し
て
入
っ
て
く
る
先
鋒
隊
の

宿
所
に
「
御
憐
憫
の
お
沙
汰
」
を
願
う
�
願
書
を
提
出
。
そ
れ
は
、
町
奉
行
所
の
計

ら
い
で
御
救
米
支
給
対
象
と
な
る
困
窮
者
名
簿
を
彼
ら
自
身
が
作
成
し
て
い
る
最
中

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
慶
喜
が
諸
人
の
苦
を
救
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
涕

泣
の
至
り
」
と
ま
で
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
城
の
四
月
十
一
日
、

東
征
軍
か
ら
大
量
の
駐
留
軍
用
生
活
品
の
供
出
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
れ
ら
の
な
か
、
Ｄ
群
の
活
動
は
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
。

　

藤
岡
屋
は
、
三
月
末
ま
で
で
江
戸
で
の
総
て
の
活
動
を
終
熄
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
流
す
情
報
は
多
岐
に
わ
た
り
、
中
・
下
級
幕
臣
や
在
府
諸
藩
士
を
初
め
と
し
て

江
戸
市
民
の
一
部
に
売
り
渡
さ
れ
て
い
た
。
正
月
に
は
加
賀
藩
主
前
田
慶
寧
が
慶
喜

の
書
鐇
に
応
じ
、「
今
般
の
朝
廷
大
変
革
は
阮
州
奸
臣
ど
も
の
所
為
」
と
し
て
藩
士

へ
出
兵
の
趣
意
を
申
し
渡
し
た
書
付
、「
六
日
に
津
藩
が
幕
府
方
を
裏
切
っ
た
」
と

い
う
情
報
、
木
戸
番
人
町
兵
取
り
立
て
に
勢
い
を
得
た
「
阮
州
落
し
咄
し
」、
さ
ら

に
、
天
皇
が
「
王
政
復
古
抔
企
て
天
下
擾
動
大
害
の
基
を
生
」
じ
て
い
る
と
し
、

「
天
必
汝
を
誅
し
給
ふ
」
と
ま
で
弾
劾
し
た
文
な
ど
を
次
々
と
流
し
て
い
た
。
二
月

に
は
、
衆
庶
の
期
待
を
集
め
て
発
輿
し
た
輪
王
寺
宮
の
そ
の
後
の
情
報
を
流
し
た
し
、

三
月
に
は
「
静
寛
院
宮
様
御
女
�
年
寄
お
ふ
じ
殿
」
が
東
海
道
出
立
し
た
こ
と
や
年

寄
玉
島
が
出
立
し
た
こ
と
も
流
す
な
ど
、
和
平
に
動
く
輪
王
寺
宮
・
和
宮
の
姿
勢
を

市
民
に
知
ら
せ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
阮
長
に
よ
る
版
籍
一
部
奉
還
の
動
き
も
流
し
、
戦
争
進
展
の
な

か
で
「
新
政
府
」
側
の
意
図
も
掴
む
べ
く
、
ま
さ
し
く
「
人
の
噂
で
飯
を
喰
」
っ
て

い
る
情
報
屋
と
し
て
の
面
目
を
か
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
藤
岡
屋
の
売
り
流
す
情
報
は
、
手
書
き
写
本
と
し
て
で
あ
り
、
購
入
し
た

者
か
ら
ま
た
写
し
広
が
る
の
は
当
時
の
常
と
し
て
も
、
木
版
印
刷
物
で
多
量
に
刷
る

の
に
比
べ
れ
ば
、
所
詮
そ
の
情
報
が
広
が
る
範
囲
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
木
版
印
刷
物
に
よ
る
情
報
発
信
者
の
活
動
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？

　

柳
河
春
三
は
、
か
つ
て
開
成
所
の
職
務
と
し
て
、
文
久
〜
元
治
年
間
に
『
日
本
貿

易
新
聞
』『
横
浜
新
聞
』
等
の
名
称
で
横
浜
居
留
地
発
行
の
英
字
新
聞
「
ジ
ャ
パ
ン

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
を
、
続
い
て
慶
応
二
年
ま
で
「
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ス
」

を
『
日
本
新
聞
』
の
名
称
で
、「
ジ
ャ
パ
ン
ヘ
ラ
ル
ド
」
を
『
日
本
新
聞
外
篇
』
の

名
称
で
次
々
と
邦
訳
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
手
書
き
で
刊
行
は
さ
れ
ず
、
幕
閣
に

献
本
さ
れ
、
関
心
を
持
つ
も
の
の
間
で
回
覧
・
筆
写
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
戊

辰
戦
争
勃
発
の
時
点
で
は
、
横
浜
の
宣
教
師
ベ
ー
リ
ー
が
邦
字
で
木
版
刊
行
し
た

『
万
国
新
聞
紙
』
が
あ
っ
た
が
、
月
一
回
が
精
々
で
、
勃
発
後
は
正
月
下
旬
に
第
十

集
が
出
た
ま
ま
三
月
下
旬
に
第
十
一
集
が
出
る
ま
で
止
ま
っ
て
い
�

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
二
月
十
四
日
〜
十
五
日
に
、
慶
喜
自
身
の
朝
廷
へ
の
謝

罪
・
謹
慎
奏
聞
状
が
町
中
に
触
れ
知
ら
さ
れ
、
市
民
が
混
乱
状
況
に
晒
さ
れ
た
の
で

あ
る
。『
万
国
新
聞
紙
』
は
間
隔
が
長
く
、
翻
訳
す
べ
き
外
字
新
聞
も
少
な
く
な
り
、

西
洋
事
情
紹
介
の
『
西
洋
雑
誌
』
木
版
刊
行
が
主
業
務
と
な
っ
て
い
た
春
三
に
と
っ

て
、
東
征
軍
が
進
軍
し
始
め
た
と
な
れ
ば
、
開
成
所
で
入
手
し
た
市
民
の
望
む
情
報

（　

）
１３１た
。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月



269

を
木
版
で
刊
行
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
天
与
の
責
務
と
感
ず
る
程
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
十
日
後
の
二
十
四
日
に
『
中
外
新
聞
』
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
た
。

　

そ
の
と
き
、
春
三
の
と
る
ス
タ
ン
ス
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
は
ず
か
？　

　

実
は
慶
喜
東
帰
二
日
後
の
正
月
十
四
日
、
幕
臣
・
佐
幕
藩
藩
士
ら
の
緊
急
会
議
が

小
川
町
開
成
所
で
開
か
れ
、
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
春
三
は
老
中
稲
葉
美
濃
守
正

邦
の
「
御
尋
」
に
応
え
た
建
白
書
を
披
露
し
、
討
議
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、

「
速
に
賊
徒
誅
鋤
海
内
寧
静
」
し
て
「
東
照
宮
様
」
の
「
御
神
霊
」
を
慰
め
る
と
い

う
、
対
「
賊
徒
」
戦
争
を
前
提
と
し
た
、
次
の
五
ヵ
条
を
提
言
し
て
い
た
。

　

一
、
御
府
内
近
在
を
固
め
る
こ
と
。
二
、
山
海
諸
街
道
を
固
め
る
こ
と
。
三
、
紀

伊
・
水
戸
・
加
賀
・
仙
台
・
肥
後
な
ど
「
神
君
様
御
恩
沢
」
を
存
じ
て
い
る
諸
侯
を

動
か
し
、
大
挙
西
征
の
行
動
に
出
る
こ
と
。
万
一
「
名
分
小
節
」
に 
拘 
り
、
こ
の

こ
だ
わ

機
を
失
し
た
ら
「
御
家
運
も
是
迄
」
で
あ
る
こ
と
。
四
、
外
国
に
少
し
も
権
偽
を
用

い
ず
至
誠
を
以
て
交
際
し
、
事
変
を
隠
さ
ず
実
情
を
告
げ
る
こ
と
。
さ
も
な
く
ば
賊

徒
が
離
間
を
策
し
大
事
に
至
る
こ
と
。
五
、
国
事
に
つ
い
て
は
貴
賤
の
別
な
く
、
上

様
へ
の
直
言
が
叶
う
よ
う
、
言
路
を
開
き
衆
論
を
採
用
す
る
こ
と
。
以
上
で
あ
�

　

春
三
が 
拘 
る
な
と
強
調
（「
小
節
」
は
二
回
）
し
た
「
名
分
小
節
」
と
は
何
か
？

こ
だ
わ

対
極
の
語
に
「
東
照
宮
様
御
神
霊
」「
神
君
様
御
恩
沢
」
が
あ
る
こ
と
で
わ
か
る
。

そ
れ
は
「
錦
旗
」
で
あ
り
、「
朝
敵
」
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
廷
に
対
し
て
臣

下
の
儀
を
尽
く
す
の
は
名
分
で
あ
り
節
義
で
あ
る
。
だ
が
、
朝
敵
と
烙
印
さ
れ
た
の

は
阮
摩
が
欺
瞞
的
に
担
ぎ
出
し
た
錦
旗
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
錦
旗
に

象
徴
さ
れ
た
朝
廷
権
威
に
従
う
の
は
、
一
見
名
分
の
よ
う
に
見
え
て
も
小
節
で
し
か

な
い
。
徳
川
譜
代
な
り
徳
川
家
臣
な
り
、
神
君
家
康
の
御
恩
を
蒙
っ
た
家
系
の
者
は
、

欺
瞞
の
錦
旗
に
騙
さ
れ
ず
、
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
御
府
内
近
在
・
山
海
諸
街
道

を
守
り
固
め
、
大
挙
西
征
の
行
動
に
出
よ
と
い
う
こ
の
建
白
は
、「
先
守
後
攻
」
論

と
は
い
え
、
頼
朝
が
僅
か
七
騎
に
ま
で
撃
敗
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
三
年
を
経
ず
し
て
六

十
余
州
惣
追
捕
に
な
っ
た
と
い
う
故
事
ま
で
引
き
合
い
に
出
し
、「
精
神
一
注
何
事

不
成
」
と
煽
り
た
て
る
、
凄
ま
じ
い
限
り
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

（　

）
１３２る
。

　

だ
が
こ
の
論
理
か
ら
は
、
慶
喜
が
恭
順
の
立
場
を
と
り
謝
罪
�
願
を
し
た
時
、
す

な
わ
ち
「
名
分
小
節
」
に 
拘 
っ
た
時
点
で
「
御
家
運
も
是
迄
」
と
の
判
断
が
下
る
。

こ
だ
わ

だ
か
ら
既
に
二
月
に
は
「
大
挙
西
征
」
は
断
念
し
て
お
り
、
賊
徒
を
「
官
軍
」
と
認

め
て
し
ま
っ
た
時
点
で
は
も
っ
と
決
定
的
と
な
る
。
勿
論
、
そ
の
後
に
主
君
慶
喜
に

従
わ
ず
に
「
脱
走
」
し
て
戦
う
者
に
も
、
さ
ら
に
後
に
全
面
抵
抗
戦
争
を
構
え
る
こ

と
に
な
る
東
北
諸
藩
に
対
し
て
も
、
根
本
で
同
情
し
、「
あ
る
い
は
」
と
期
待
し
た

こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
単
純
に
与
す
る
こ
と
は
最
早
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
に
『
中
外
新
聞
』
の
ス
タ
ン
ス
は
定
ま
る
。「
新
政
府
」
嫌
悪
を
根
底
に
据

え
つ
つ
、
反
撃
の
機
を
失
し
た
以
上
軍
事
的
抵
抗
は
無
益
と
し
、
外
国
交
際
を
重
視

し
、
言
路
を
開
き
衆
論
を
採
る
政
権
が
誕
生
す
べ
く
論
陣
を
張
る
こ
と
、
こ
れ
を
目

標
に
掲
げ
、
江
戸
市
民
が
欲
す
る
情
報
を
広
く
収
集
し
、
知
ら
し
め
、
併
せ
て
市
民

自
身
の
行
動
も
報
知
す
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
っ
た
。

　

第
一
号
に
掲
載
し
た
、
会
津
征
討
令
は
「
仙
台
と
会
津
と
の
間
を
離
す
が
為
の

謀
」「
此
度
の
朝
廷
の
決
定
は
全
く
阮
摩
と
長
州
と
の
決
議
よ
り
出
た
る
事
な
る
べ

し
」
と
の
京
都
及
び
長
崎
情
報
は
、
根
底
の
「
新
政
府
」
嫌
悪
路
線
そ
の
も
の
で
あ

る
。
第
十
号
に
載
せ
た
、
会
津
重
臣
田
中
土
佐
ら
の
「
朝
敵
の
汚
名
を
被
っ
た
今
、

死
を
賭
し
て
で
も
主
君
の
雪
冤
を
果
た
す
」
と
の
「
�
願
書
」
は
、
武
力
抵
抗
の
意

志
表
明
と
い
う
点
で
基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
ズ
レ
が
あ
る
が
、「
阮
賊
」
と
対
決
す
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
市
民
に
は
、
是
非
と
も
伝
え
た
い
�
願
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第

十
二
号
で
は
駒
込
以
下
町
人
惣
代
九
十
余
名
の
�
願
書
全
文
を
報
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
内
外
新
報
』
の
ス
タ
ン
ス
も
『
中
外
新
聞
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
第
六
号

に
、「
北
方
大
名
悉
く
連
合
の
様
子
、
だ
が
徳
川
家
が
こ
れ
を
助
け
る
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
、
四
月
十
日
発
行
の
「
横
浜
新
聞
」
を
橋
爪
貫
一
訳
で
載
せ
た
が
、
こ
れ
に

よ
り
江
戸
市
民
は
、
列
藩
同
盟
が
実
際
に
成
立
す
る
よ
り
一
月
半
以
上
も
前
に
、
そ

の
動
き
と
、
変
わ
ら
な
い
徳
川
家
の
動
き
と
の
双
方
を
知
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
Ｄ
群
情
報
発
信
者
は
、
Ｂ
群
を
嫌
悪
し
つ
つ
も
動
き
は
伝
え
、
Ａ
群
の

動
き
に
は
共
感
・
同
情
を
も
っ
て
伝
え
、
Ｃ
群
市
民
・
民
衆
の
情
報
渇
望
に
応
え
、

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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市
民
自
身
の
声
も
報
道
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
市
民
派
新
聞
の
誕
生
で
あ
る
。

　

こ
の
市
民
派
新
聞
の
誕
生
が
背
景
の
一
つ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
件
が
、
四
月

二
日
、
江
戸
町
奉
行
所
に
よ
る
市
中
困
窮
人
へ
の
御
救
米
支
給
決
定
で
あ
っ
た
。

　
「
官
軍
御
用
の
夜
具
・
炭
・
油
・
蝋
燭
な
ど
が
町
方
負
担
と
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は

地
借
・
店
借
に
も
出
銀
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
小
前
難
渋
の
折
、
当
面
は
七
部
積
金

を
以
て
立
て
替
え
た
い
の
で
、
町
会
所
に
沙
汰
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の
�
願
書

を
、
世
話
係
名
主
共
が
町
奉
行
所
に
出
し
た
の
が
二
十
七
日
、
そ
の
五
日
後
の
四
月

二
日
、
町
奉
行
は
官
軍
が
江
戸
城
に
入
る
前
日
ま
で
に
市
中
困
窮
人
名
簿
を
作
り
終

え
、
出
来
次
第
順
次
提
出
し
て
御
救
米
の
支
給
を
受
け
よ
と
命
じ
た
。
市
中
困
窮
人

へ
の
御
救
米
支
給
は
、
名
主
た
ち
の
�
願
に
直
接
応
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、
�
願

書
の
背
後
に
、「
小
前
難
渋
」
の
嘆
き
が
あ
る
と
み
て
の
決
定
で
あ
っ
た
。

　

四
月
、
月
番
は
南
町
奉
行
所
で
あ
り
、
奉
行
は
�
願
書
が
出
さ
れ
た
二
日
前
、
三

月
二
十
五
日
に
目
付
か
ら
転
任
し
た
ば
か
り
の
佐
久
間
鐇
五
郎
信
義
で
あ

�
既
に

総
攻
撃
中
止
が
決
ま
っ
て
い
た
と
は
言
え
、
寛
大
処
分
の
内
容
が
駿
府
の
大
総
督
か

ら
一
橋
茂
栄
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
二
十
九
日
の
こ
と
で
、
さ
ら
に
江
戸
で
幕
閣
か
ら

幕
臣
ら
に
伝
わ
る
の
は
四
月
二
日
で
あ
る
か

�
寛
大
処
分
が
伝
わ
る
以
前
の
人
事

で
あ
り
、
処
分
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
城
引
き
渡
し
＝
官
軍
江
戸
繰
り
込
み
に
と
も
な

う
町
方
統
治
を
任
さ
れ
、
そ
の
責
を
果
た
す
た
め
の
人
事
異
動
で
あ
っ
た
。

　

鐇
五
郎
が
前
任
の
目
付
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
慶
喜
寛
永
寺
謹
慎
日
、
二
月
十
一
日

の
役
替
え
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
す
で
に
「
新
政
府
」
恭
順
を
前
提
に
着
任
し

て
い

�
目
付
着
任
以
来
の
恭
順
姿
勢
を
絶
対
の
前
提
と
し
、
官
軍
江
戸
繰
り
込
み

に
よ
っ
て
生
じ
る
町
方
混
乱
の
回
避
を
託
さ
れ
た
鐇
五
郎
が
、
着
任
後
直
ち
に
出
さ

れ
た
名
主
�
願
書
を
読
み
つ
つ
、
官
軍
へ
の
飯
米
供
出
が
江
戸
保
管
米
に
及
ば
な
い

と
も
限
ら
な
い
と
考
え
、
官
軍
繰
り
込
み
以
前
に
、
江
戸
保
管
米
を
当
面
の
生
活
に

逼
迫
し
て
い
る
貧
民
の
た
め
に
振
る
舞
う
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

新
旧
両
権
力
の
内
乱
的
抗
争
の
な
か
、
旧
権
力
側
に
あ
っ
て
市
民
・
民
衆
統
制
に

あ
た
っ
て
い
た
役
人
が
、
統
治
権
の
委
譲
を
目
前
に
し
、
か
つ
て
の
「
阮
賊
」
を
含

（　

）
１３３る
。

（　

）
１３４ら
、

（　

）
１３５た
。

む
新
権
力
に
対
す
る
ギ
リ
ギ
リ
の
抵
抗
と
し
て
選
ん
だ
道
が
、
自
ら
が
統
治
し
て
き

た
市
民
・
民
衆
の
側
に
寄
り
添
う
政
策
の
打
ち
出
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
断
の
背
景

に
、
旧
幕
府
諸
勢
力
の
動
き
を
江
戸
市
民
・
民
衆
の
期
待
に
寄
せ
て
報
じ
て
い
た
、

柳
河
春
三
ら
市
民
派
新
聞
の
働
き
が
あ
っ
た
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
、
こ
の
時
期
江
戸
市
民
・
民
衆
の
意
識
を
め
ぐ
る
抗
争
の
特
質
で
あ
る
。

　
�

　（
１
）　

箱
石
大
氏
の
「
戊
辰
戦
争
と
江
戸
の
終
焉
―
情
報
・
宣
伝
戦
と
し
て
の
戊
辰
戦
争
―
」（『
幕

末
ニ
ッ
ポ
ン
』
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）
は
本
稿
と
問
題
関
心
が
近
い
。

（
２
）　

拙
著
『
絵
解
き 
幕
末
諷
刺
画
と
天
皇
』（
二
〇
〇
七
年
、
柏
書
房
、
以
下
拙
著
Ａ
）
参
照
。

（
３
）　

拙
著
Ａ
で
、
天
皇
に
対
す
る
呼
称
と
し
て
「
き
ん
ち
ゃ
ん
」
ま
た
は
「
き
ん
ば
う
ち
ゃ
ん
」

の
語
が
〔
⑬
〕〔
⑮
〕〔
⑳
〕〔
濔
〕
に
、
判
読
符
号
と
し
て
の
「
金
」
ま
た
は
「
金
将
」・「
金

魚
」
が
〔
③
〕〔
⑧
〕〔
⑭
〕〔
⑲
〕〔
濔
〕
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
拙
著
『
諷
刺
眼

維
新
変
革
―
民
衆
は
天
皇
を
ど
う
見
て
い
た
か
―
』（
二
〇
〇
四
年
、
校
倉
書
房
、
以
下
拙
著

Ｂ
）
で
は
、
元
治
元
年
の
浮
世
噺
「
当
世
子
供
雑
談
」
に
「
京
屋
の
金
公
」、
慶
応
二
年
の

「
見
立
て
い
ろ
は
た
と
へ
」
に
「
き
ん
公
」（
共
に
孝
明
天
皇
を
意
味
す
る
）
の
事
例
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
て
お
い
た
（
同
書
、
二
一
七
〜
二
二
一
・
一
〇
二
〜
三
頁
）。

（
４
）　

近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
五
巻
（
二
〇
〇
一
年
、
塙
書
房
）
一
五
〇

一
五
号
。

（
５
）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
六
巻
（
二
〇
〇
一
年
）
一
五
四
二
一
・
二
六
各
号
。

（
６
）　

神
奈
川
県
県
民
部
県
史
編
集
室
編
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編　

近
世
（
７
）（
一
九
七
八
年
、

１０

神
奈
川
県
）
四
七
六
〜
七
号
、
横
浜
市
史
編
集
室
編
『
横
浜
市
史
』
資
料
編
五
（
一
九
九
五

年
、
横
浜
市
）
二
八
一
号
、
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
（
一
九

九
五
年
、
岩
波
書
店
）
五
四
七
一
〜
七
二
・
七
四
・
八
六
・
八
九
各
号
。

（
７
）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
（
二
〇
〇
二
年
）
一
六
六
四
五
・
五
一
・
五
六
・
六
九
各
号
。

（
８
）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
七
一
四
九
号
・
五
一
各
号
。

（
９
）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
五
巻
一
四
四
一
七
号
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
幕

末
の
民
衆
と
天
皇
」
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
天
皇
・
天
皇
制
を
よ
む
』（
二
〇
〇
八
年
、
東
京

大
学
出
版
会
、
以
下
拙
稿
Ｃ
）
参
照
。

（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
六
八
八
一
〜
二
号
。

１０
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
六
八
八
九
号
。

１１
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
六
八
九
〇
号
。

１２
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
六
九
五
三
・
五
六
〜
六
〇
・
六
二
各
号
。

１３ 註
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（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
七
〇
六
五
・
六
七
各
号
。

１４
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
七
〇
六
三
・
六
八
〜
九
各
号
。

１５
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
七
二
四
三
号
。

１６
（　

）　

鈴
木
棠
三
・
小
池
章
太
郎
編
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
（
一
九
九
五
年
、
三
一
書
房
）
二

１７

九
〇
〜
一
頁
。
な
お
、
本
屋
藤
岡
屋
由
蔵
は
「
本
由
は
人
の
噂
で
飯
を
喰
い
」
と
川
柳
に
あ

る
よ
う
に
、
入
手
し
た
情
報
を
売
る
こ
と
を
本
業
の
傍
ら
で
展
開
し
て
お
り
、『
藤
岡
屋
日

記
』
は
そ
の
際
の
控
え
、
と
い
う
の
が
史
料
と
し
て
の
基
本
的
性
格
で
あ
る
が
、
入
手
・
売
り

渡
し
順
に
そ
の
都
度
控
え
た
も
の
で
は
な
く
、
入
手
情
報
そ
れ
自
体
の
、
又
は
発
信
の
月
日

に
従
っ
て
、
後
日
に
整
理
し
た
こ
と
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
情
報
は
と

も
か
く
、
遠
方
情
報
に
関
し
て
は
、
実
際
に
入
手
し
売
り
流
し
た
日
よ
り
も
か
な
り
早
い
月

日
欄
に
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
（　

）・（　

）・（　

）
参

３２

８１

１０１

照
。
な
お
、
藤
岡
屋
に
つ
い
て
は
、
吉
原
健
一
郎
『
江
戸
の
情
報
屋
』（
一
九
七
八
年
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
）
参
照
。

（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
三
三
三
頁
。

１８
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
七
二
八
五
・
九
〇
〜
九
一
各
号
。

１９
（　

）　

拙
著
Ａ
二
三
頁
参
照
。

２０
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
（
二
〇
〇
三
年
）
一
七
三
〇
四
号
。

２１
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
〇
三
号
。

２２
（　

）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
徳
川
実
記
』
第
五
編
（
一
九
七
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）
三
五
五

２３

頁
。

（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
〇
五
〜
六
・
〇
八
・
一
〇
・
一
五
各
号
。
な
お
、
江
戸

２４

の
町
兵
に
つ
い
て
は
、
原
口
清
氏
が
『
明
治
前
期
地
方
政
治
史
研
究
』
上
（
一
九
七
二
年
、

塙
書
房
）
二
二
頁
で
触
れ
て
い
る
ほ
か
、
太
路
秀
紀
氏
が
「
江
戸
の
町
兵
」『
論
集
き
ん
せ

い
』
二
一
号
（
一
九
九
九
年
、
五
月
）
で
検
討
し
て
い
る
。

（　

）　

以
上
、
江
戸
東
京
博
物
館
史
料
叢
書
６
『
四
谷
塩
町
一
丁
目
書
役
徳
兵
衛
日
録
』（
二
〇
〇

２５

三
年
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
以
下
『
徳
兵
衛
日
録
』
と
略
記
）
４
頁
、
お
よ
び
『
江

戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
一
九
号
。

（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
二
二
号
。

２６
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
二
五
・
三
〇
各
号
。

２７
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
三
一
号
。

２８
（　

）　

拙
稿
「『
太
政
官
日
誌
』
の
発
刊
意
図
と
そ
の
基
本
的
性
格
―
「
新
政
府
」
に
よ
る
江
戸
民

２９

衆
意
識
掌
握
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
の
一
環
と
し
て
―
」『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
』
第
４
号

（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
実
際
の
刊
行
は
二
〇
〇
九
年
三
月
、
以
下
拙
稿
Ｄ
）。

（　

）　

拙
稿
Ｄ
参
照
。

３０
（　

）　

第
十
二
号
ま
で
を
合
綴
し
、『
江
城
日
誌
』
の
刊
行
宣
伝
を
裏
表
紙
見
返
し
に
す
り
込
ん
で

３１

刊
行
し
た
『
太
政
官
日
誌
』
合
綴
本
は
私
家
蔵
版
。
こ
れ
は
、
後
に
第
十
号
と
第
十
一
号
の

間
を
切
り
離
し
、
当
初
合
綴
時
の
裏
表
紙
と
そ
の
見
返
し
を
第
十
号
の
終
わ
り
に
付
し
て
合

綴
し
直
し
た
形
跡
の
あ
る
も
の
。
ま
た
、
他
の
江
戸
で
の
合
綴
本
に
つ
い
て
は
国
会
図
書
館

所
蔵
本
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
の
各
数
種
を
調
査
し
た
。
な
お
拙
稿
Ｄ
参
照
。

（　

）　
『
太
政
官
日
誌
』
第
一
号
記
事
に
あ
る
太
政
官
代
布
告
を
『
中
外
新
聞
』
が
報
道
し
た
の
は

３２

三
月
十
八
日
第
七
号
が
最
初
だ
が
、
そ
れ
が
『
太
政
官
日
誌
』
第
一
号
を
見
て
の
も
の
で
あ

る
か
は
不
明
。『
太
政
官
日
誌
』
八
号
ま
で
が
柳
河
の
元
に
送
ら
れ
て
き
た
の
は
四
月
五
日
第

十
一
号
発
行
の
直
前
で
あ
る
（
本
文
後
述
、
な
お
『
太
政
官
日
誌
』
の
記
事
概
要
に
つ
い
て

は
拙
稿
Ｄ
参
照
）。
ま
た
、
藤
岡
屋
は
、
京
で
『
太
政
官
日
誌
』
の
第
六
号
と
第
七
号
と
が
在

京
諸
藩
に
一
冊
づ
つ
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
日
、
二
十
五
日
の
項
に
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
後
日
に
入
手
し
た
情
報
を
そ
の
記
事
の
日
付
近
辺
に
入
れ
た
も
の
で
、

こ
の
情
報
を
い
つ
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
藤
岡
屋
が
『
太
政
官
日
誌
』
を
実
際
に

見
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
（『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
九
九
・
五
〇
一
頁
）。

（　

）　

柳
河
春
三
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
尾
佐
竹
猛
の
『
新
聞
雑
誌
の
創
始
者
柳
河
春
三
』

３３
（
一
九
四
〇
年
、
高
山
書
院
）
が
依
然
と
し
て
基
本
的
文
献
で
あ
り
、
近
年
は
、
山
田
英
明

「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
一
洋
学
者
の
軌
跡
―
柳
河
春
三
の
思
想
的
課
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
史
境
』
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
が
あ
る
。

（　

）　
『
西
洋
雑
誌
』
は
、
前
註
尾
佐
竹
の
『
柳
河
春
三
』
と
二
冊
セ
ッ
ト
で
、
一
九
八
五
年
に

３４
「
近
代
日
本
学
芸
資
料
叢
書
第
九
輯
」
と
し
て
、
湖
北
社
よ
り
復
刊
さ
れ
た
（
解
説
槌
田
満

文
）。

（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
一
号
（
木
村
毅
編
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
、
一
九
六
一
年
、
世
界
文

３５

庫
）
一
〇
九
〜
一
一
二
頁
。

（　

）　
『
中
外
新
聞
』
は
、
こ
の
時
期
の
印
刷
刊
行
物
が
通
常
は
板
木
に
彫
る
木
版
印
刷
で
あ
る
の

３６

に
対
し
、
独
自
作
製
し
た
木
活
字
使
用
の
印
刷
で
あ
っ
た
（
尾
佐
竹
前
掲
書
参
照
）。

（　

）　

以
上
、『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
、
一
七
三
五
七
〜
九
号
。

３７
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
五
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
二
一
〜
二
頁
。

３８
（　

）　

岩
崎
英
重
編
『
戊
辰
日
記 
全
』（
一
九
二
五
年
、
日
本
史
籍
協
会
）
一
二
六
〜
七
頁
。

３９
（　

）　

勝
部
真
長
他
編
『
勝
海
舟
全
集
』
別
巻
１
（
一
九
八
二
年
、
勁
草
書
房
）
一
一
八
〜
九
頁
。

４０
（　

）　

註
（　

）
に
同
じ
。

４１

３８

（　

）　

尾
佐
竹
註
（　

）
著
、
八
四
〜
五
頁
。

４２

３３

（　

）　

拙
著
Ａ
の
巻
末
「
戊
辰
日
月
表
」
お
よ
び
七
九
頁
「
諷
刺
錦
絵
解
読
方
法
」
を
参
照
。

４３
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
三
八
一
頁
。

４４
（　

）　
〔　

〕
は
前
田
育
徳
会
編
『
加
賀
藩
史
料
』
幕
末
編
下
巻
（
一
九
五
八
年
、
清
文
堂
、
以
下

４５

は
『
加
賀
藩
史
料
』
と
略
記
）
の
表
記
、（　

）
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
み
に
あ
る
表
記
。

（　

）　
『
加
賀
藩
史
料
』
七
三
八
〜
九
頁
。

４６
（　

）　

宮
下
和
幸
「
幕
末
期
に
お
け
る
加
賀
藩
京
都
詰
の
実
態
と
そ
の
意
義
」
日
本
歴
史
学
会
編

４７
『
日
本
歴
史
』
二
〇
〇
六
年
五
月
。
徳
田
寿
秋
「
加
賀
藩
主
前
田
慶
寧
論
―
幕
末
維
新
期
に
お

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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け
る
藩
政
動
向
再
考
―
」
石
川
県
立
博
物
館
『
紀
要
』
第
十
七
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）。
な

お
両
氏
と
も
、
こ
の
慶
寧
親
鐇
達
書
に
触
れ
て
い
る
。

（　

）　

太
政
官
編
纂
東
京
帝
国
大
学
蔵
版
『
復
古
記
』
第
一
冊
（
一
九
三
〇
年
、
内
外
書
籍
株
式

４８

会
社
、
以
下
『
復
古
記
』
は
同
版
に
よ
る
、
但
し
各
冊
刊
行
年
は
略
す
）
二
七
〇
〜
一
頁
。

な
お
、『
前
田
慶
寧
家
記 
全
』
慶
応
三
年
十
二
月
十
二
日
条
「
御
届
書
」（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
お
よ
び
『
加
賀
藩
史
料
』
十
二
月
十
二
日
条
「
宮
北
集
書
」
記
事
、

七
一
二
〜
三
頁
参
照
。

（　

）　

宮
下
和
幸
前
掲
註
（　

）
論
文
参
照
。

４９

４７

（　

）　
『
加
賀
藩
史
料
』
明
治
元
年
正
月
六
日
条
「
見
聞
袋
群
斗
記
」、
七
三
八
頁
。

５０
（　

）　
『
加
賀
藩
史
料
』
明
治
元
年
正
月
二
日
条
「
諸
事
留
」
記
事
、
七
三
二
頁
。

５１
（　

）　
『
加
賀
藩
史
料
』
明
治
元
年
正
月
五
日
条
「
御
親
鐇
帳
之
書
抜
」、
七
三
五
頁
。
な
お
、
徳

５２

田
寿
秋
前
掲
註
（　

）
論
文
参
照
。

４７

（　

）　
『
加
賀
藩
史
料
』
明
治
元
年
正
月
五
日
条
「
御
親
鐇
帳
之
書
抜
」
よ
り
、
土
佐
守
在
判
内
蔵

５３

太
宛
書
鐇
、
七
三
五
頁
。

（　

）　
『
加
賀
藩
史
料
』
明
治
元
年
正
月
六
日
条
「
横
山
政
和
覚
書
」、
七
三
九
頁
。
な
お
、
宮
下

５４

和
幸
前
掲
註
（　

）
論
文
参
照
。

４７

（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
三
七
八
〜
九
頁
。

５５
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
三
八
六
・
三
九
三
頁
。

５６
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
〇
八
〜
九
頁
。

５７
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
〇
六
号
。

５８
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
三
八
九
頁
。

５９
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
三
九
六
頁
。
な
お
、
翻
刻
の
○
印
の
日
付
は
正
月
七
日
と
な
っ

６０

て
い
る
が
、
そ
の
前
の
記
事
日
付
が
正
月
二
十
六
日
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
拙
著
Ａ
で
は
「
戊

辰
月
日
表
」
二
十
七
日
の
項
に
入
れ
た
が
、
記
事
中
に
「
九
日
暁
出
帆
帰
府
仕
候
」
と
あ
る

こ
と
、
そ
の
後
に
十
二
・
十
三
日
の
記
事
が
多
く
続
く
こ
と
か
ら
、
十
三
日
こ
ろ
と
修
正
す
る
。

（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
十
六
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
五
七
〜
八
頁
。
な
お
、『
復
古
記
』

６１

第
三
冊
中
の
「
徳
川
茂
承
記
」「
毛
利
元
徳
家
記
」
に
、『
中
外
新
聞
』
記
事
中
の
「
東
山
道
」

が
「
東
海
道
」
で
あ
る
他
は
全
文
が
同
じ
、
関
東
親
征
案
を
示
し
た
三
月
二
十
五
日
付
の
諸

軍
督
励
沙
汰
書
が
あ
る
（
同
冊
、
一
一
四
頁
）。

（　

）　

拙
稿
Ｄ
参
照
。

６２
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
七
五
頁
。

６３
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
八
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
。

６４
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
三
〇
頁
。

６５
（　

）　

こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
拙
著
Ａ
の
巻
末
「
戊
辰
日
月
表
」
に
纏
め
て
あ
る
。

６６
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
八
九
〜
四
九
〇
頁
。

６７
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
九
一
頁
。

６８

（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
九
一
頁
。

６９
（　

）　

東
叡
山
寛
永
寺
「
慶
応
四
戊
辰
年
間
伝
聞
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
復
古
記
原
史
料

７０
『
寛
永
寺
記
』
乾
）
正
月
十
八
日
条
。『
続
徳
川
実
記
』
第
五
編
、
三
六
二
頁
。

（　

）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
静
寛
院
宮
御
日
記
』
一
巻
（
初
版
一
九
二
七
年
、
一
九
七
六
年
覆
刻
、

７１

東
京
大
学
出
版
会
）
六
〜
七
頁
。

（　

）　
「
慶
応
四
戊
辰
年
間
伝
聞
記
」『
寛
永
寺
記
』
乾
、
二
月
二
十
一
日
条
。「
寛
永
寺
年
行
事
雑

７２

簿
」
日
本
史
籍
協
会
編
『
維
新
日
乗
纂
輯
』
五
巻
（
初
版
一
九
二
八
年
、
一
九
六
九
年
覆
刻
、

東
京
大
学
出
版
会
）
五
〇
七
頁
。

（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
七
六
頁
。

７３
（　

）　
『
藤
岡
屋
日
記
』
第
十
五
巻
四
七
六
〜
七
頁
。

７４
（　

）　
「
寛
永
寺
年
行
事
雑
簿
」・「
覚
王
院
義
観
戊
辰
日
記
」『
維
新
日
乗
纂
輯
』
五
巻
五
一
一
・
三

７５

六
五
頁
。「
慶
応
四
戊
辰
年
間
伝
聞
記
」『
寛
永
寺
記
』
乾
三
月
二
十
日
条
。

（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
八
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
三
〇
頁
。

７６
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
七
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
二
八
頁
、
ま
た
こ
の
�
願
書
全
文
が

７７

四
月
に
な
っ
て
か
ら
「
中
外
新
聞
外
編
」
巻
之
二
に
掲
載
さ
れ
た
（『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』

３
、
二
五
七
〜
八
頁
、
な
お
『
復
古
記
』
第
二
冊
、
六
四
八
〜
九
頁
に
、「
弁
事
局
記
」「
堀

田
正
倫
家
記
」
記
事
と
し
て
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　
『
徳
兵
衛
日
録
』
一
五
頁
。

７８
（　

）　

東
京
都
編
纂
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
編
第
四
十
八
（
初
版
一
九
五
九
年
、
二
〇
〇
〇
年
復

７９

刻
、
臨
川
書
店
）
七
四
四
〜
五
頁
。

（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
九
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
三
四
頁
。

８０
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
十
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
三
五
〜
六
頁
。
こ
の
田
中
土
佐
ら
会

８１

津
藩
家
老
の
�
願
書
も
藤
岡
屋
は
掴
ん
で
流
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
�
願
日
付
が

二
月
と
あ
る
こ
と
で
二
月
纏
め
に
整
理
し
て
あ
る
た
め
、
藤
岡
屋
が
い
つ
情
報
収
集
し
流
し

た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
戊
辰
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
哀
訴
状
は
、
会
津
藩
小

野
権
之
丞
か
ら
中
根
雪
江
を
経
て
、
京
に
い
た
春
嶽
の
も
と
に
、
二
月
十
八
日
に
来
た
も
の

で
あ
り
（『
戊
辰
日
記 
』
二
〇
三
〜
五
頁
）、『
復
古
記
』
第
二
冊
に
は
、
春
嶽
が
提
出
し
た
十

九
日
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（『
復
古
記
』
同
冊
、
四
二
四
〜
五
頁
）。
本
文
一
の
３
で
触

れ
た
よ
う
に
、
春
三
は
後
に
は
春
嶽
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
あ
る

い
は
こ
の
時
に
も
す
で
に
接
触
が
あ
り
、
春
嶽
―
雪
江
の
ラ
イ
ン
か
ら
、
直
接
入
手
筆
写
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
九
八
号
。

８２
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
七
巻
一
六
一
三
一
号
、
安
政
五
年
八
月
は
大
の
月
。

８３
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
八
巻
一
六
九
六
七
号
、
慶
応
元
年
六
月
は
小
の
月
。

８４
（　

）　
『
復
古
記
』
第
三
冊
二
八
三
〜
四
頁
。

８５
（　

）  
日
本
史
籍
協
会
編
『
橋
本
実
梁
陣
中
日
記
』（
初
版
一
九
二
九
年
、
一
九
七
三
年
覆
刻
、
東

８６
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京
大
学
出
版
会
）
四
二
六
〜
七
頁
。『
復
古
記
』
第
三
冊
二
八
二
〜
九
頁
。

（　

）　
『
復
古
記
』
第
十
一
冊
八
二
〇
〜
一
頁
。

８７
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
十
一
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
三
八
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
「
中
外

８８

新
聞
」
第
十
一
号
の
報
道
で
は
「
大
総
督
に
渡
し
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
復
古
記
』

第
二
冊
六
四
九
〜
六
五
〇
頁
の
「
堀
田
正
倫
家
記
」
に
よ
れ
ば
、「
遂
ニ
上
ル
コ
ト
ヲ
果
サ

ス
」
と
あ
り
、
大
総
督
に
も
渡
ら
な
か
っ
た
と
読
め
る
。
な
お
、
原
口
清
「
江
戸
城
明
け
渡

し
の
一
考
察
」
著
作
集
３
『
戊
辰
戦
争
論
の
展
開
』（
二
〇
〇
八
年
、
岩
田
書
院
）
二
八
八
頁

お
よ
び
三
三
五
頁
註
（　

）
参
照
。

３８

（　

）　
『
静
寛
院
宮
御
日
記
』
一
巻
二
九
〜
三
〇
頁
。
ま
た
『
復
古
記
』
第
九
冊
四
八
二
頁
「
徳
川

８９

義
宜
家
譜
」
に
も
「
静
寛
院
宮
ニ
ハ
清
水
館
へ
御
移
転
」
と
あ
る
。『
続
徳
川
実
記
』
第
五
編

四
一
九
〜
二
〇
頁
に
は
、
和
宮
は
「
田
安
館
」
に
移
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
五
日
に
田

安
慶
頼
か
ら
移
転
先
が
増
上
寺
と
告
げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
官
軍
宿
陣
で
あ
る
こ
と
に
不

安
を
覚
え
た
和
宮
が
清
水
館
に
し
て
ほ
し
い
旨
申
し
出
、
検
討
の
末
、
七
日
に
「
清
水
に
治

定
」
と
和
宮
自
身
が
記
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
本
来
の
田
安
館
は
慶
応
元
年
閏
五
月
に
火

災
に
遭
っ
て
お
り
（『
静
寛
院
宮
御
日
記
』
二
巻
三
二
六
頁
）、
以
来
、
田
安
家
の
一
部
が
清

水
館
に
移
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
建
物
と
し
て
は
清
水
館
が
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
三
九
九
号
。

９０
（　

）　
「
内
外
新
報
」
第
一
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
４
（
一
九
六
一
年
、
世
界
文
庫
）
八
六
〜

９１

七
頁
。
な
お
、
拙
稿
Ｄ
参
照
。

（　

）　
『
橋
本
実
梁
陣
中
日
記
』
四
四
三
頁
。「
内
外
新
報
」
第
六
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
４

９２

九
九
頁
。『
復
古
記
』
第
十
一
冊
四
六
三
頁
。
な
お
、『
復
古
記
』
所
収
の
、
橋
本
・
柳
原
発
岩

倉
具
定
・
具
経
宛
十
一
日
付
書
鐇
に
は
「
本
日
朝
」
と
あ
る
が
、
そ
の
元
と
な
っ
た
「
徳
川
家

臣
届
出
」
が
『
橋
本
実
梁
陣
中
日
記
』
に
あ
り
、
参
陣
し
た
徳
川
家
来
の
報
告
と
し
て
、「
昨

夕
よ
り
今
朝
に
至
、
歩
兵
二
千
人
計
脱
走
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
後
日
の
報

道
で
は
あ
る
が
、
歩
兵
屯
所
に
比
較
的
近
い
、
小
石
川
・
小
日
向
を
本
拠
地
に
し
て
い
た
橋
爪

貫
一
の
「
内
外
新
報
」
の
記
事
が
「
四
月
十
日
の
夜
」
と
あ
る
こ
と
で
、
本
文
の
よ
う
に
記

し
た
（
橋
爪
貫
一
の
活
動
根
拠
地
に
つ
い
て
は
、
箱
石
大
氏
が
二
〇
〇
九
年
一
月
三
一
日
に

明
治
維
新
史
学
会
例
会
で
報
告
し
た
「
戊
辰
戦
争
研
究
の
た
め
の
官
版
日
誌
・
新
聞
史
料
論
」

の
【
付
表
】
に
よ
る
）。
な
お
ま
た
、
原
口
清
註
（　

）
論
文
、
著
作
集
３
三
二
五
頁
参
照
。

８８

（　

）　

日
本
史
籍
協
会
編
『
徳
川
慶
喜
公
伝
』
史
料
編
三
（
初
版
一
九
一
八
年
、
一
九
七
五
年
覆

９３

刻
、
東
京
大
学
出
版
会
）
四
三
一
〜
二
頁
「
浅
野
氏
祐
手
録
」
よ
り
。

（　

）　
『
復
古
記
』
第
三
冊
四
八
九
〜
四
九
〇
頁
・
第
九
冊
四
八
二
〜
四
九
二
頁
。

９４
（　

）　
『
太
政
官
日
誌
』
第
十
一
号
記
事
（
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
、
京
都
村
上
勘
兵
衛
版
）。

９５
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
四
〇
一
号
。

９６
（　

）　
『
復
古
記
』
第
三
冊
四
九
八
〜
九
頁
。「
海
舟
日
記
」
Ⅱ
『
勝
海
舟
全
集
』　

（
一
九
七
三

９７

１９

年
、
勁
草
書
房
版
）　

〜　

頁
。『
静
寛
院
宮
御
日
記
』
一
巻
三
〇
〜
三
一
頁
。

４４

４５

（　

）　
『
復
古
記
』
第
十
一
冊
四
六
四
〜
五
頁
・
同
冊
八
三
八
〜
九
頁
。

９８
（　

）　
『
復
古
記
』
第
九
冊
五
三
二
頁
。

９９
（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
四
〇
三
号
。

１００
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
十
三
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
四
六
〜
九
頁
。
こ
れ
は
、
二
月
十

１０１

一
日
付
の
仙
台
藩
主
伊
達
慶
邦
の
願
書
。
十
四
日
に
家
老
大
條
孫
三
郎
が
仙
台
か
ら
船
で
持

参
、
二
十
六
日
に
京
に
参
着
し
た
が
、
既
に
京
在
住
の
藩
兵
ら
が
会
津
征
討
の
た
め
に
帰
藩

さ
せ
ら
れ
た
後
の
た
め
、
建
白
な
し
得
な
か
っ
た
も
の
（『
復
古
記
』
第
二
冊
五
三
八
〜
五
四

〇
頁
）。
な
お
、『
藤
岡
屋
日
記
』
に
は
、
建
白
日
付
の
二
月
十
一
日
の
項
に
整
理
さ
れ
て
い

る
た
め
、
実
際
の
情
報
収
集
販
売
日
は
不
明
で
あ
る
（
同
第
十
五
巻
四
五
〇
〜
一
頁
）。

（　

）　
『
復
古
記
』
第
九
冊
五
三
二
〜
三
頁
。

１０２
（　

）　
『
静
寛
院
宮
御
日
記
』
一
巻
三
〇
頁
。

１０３
（　

）　
『
復
古
記
』
第
九
冊
五
三
二
頁
。

１０４
（　

）　
『
静
寛
院
宮
御
日
記
』
一
巻
三
一
頁
。

１０５
（　

）  
日
本
史
籍
協
会
編
『
熾
仁
親
王
日
記
』
一
巻
（
初
版
一
九
三
五
年
、
一
九
七
六
年
覆
刻
、
東

１０６

京
大
学
出
版
会
）
三
二
頁
。『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
六
四
八
四
号
。『
復
古
記
』
第
十

一
冊
四
七
〇
〜
三
頁
。

（　

）　

四
月
十
三
日
、
撒
兵
隊
指
図
役
川
端
助
次
郎
ら
が
上
総
久
留
里
藩
領
内
木
更
津
に
屯
集
し

１０７

た
旧
幕
兵
を
代
表
し
、
君
津
城
に
「
挨
拶
」、
久
留
里
藩
は
川
端
ら
に
玄
米
百
俵
を
渡
す
。
十

五
日
に
は
福
田
八
郎
右
衛
門
道
直
を
頭
と
す
る
「
義
軍
府
」
が
木
更
津
を
本
営
と
し
、
凡
そ

三
千
二
百
名
を
結
集
し
て
軍
規
を
決
め
、
関
東
各
地
に
「
遊
説
」
を
開
始
。
こ
う
し
た
状
況

下
、
十
七
日
に
は
先
鋒
総
督
参
謀
が
津
・
大
村
両
藩
兵
に
出
陣
を
命
じ
、
房
総
諸
藩
に
兵
の
応

接
を
命
じ
て
い
る
。（『
復
古
記
』
第
九
冊
五
九
一
〜
三
頁
・
同
十
冊
九
一
七
〜
九
二
六
頁
）。

　
　
　

な
お
、
す
で
に
二
月
・
三
月
に
脱
走
し
た
旧
幕
府
兵
の
関
東
各
地
で
の
行
動
、
そ
れ
ら
と
四

月
十
日
以
降
の
脱
走
兵
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
口
註
（　

）
著
一
二
四
〜
一
四
二
頁
、

８８

石
井
孝
『
戊
辰
戦
争
論
』（
一
九
八
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
一
四
六
〜
一
五
一
頁
な
ど
を
参
照
。

（　

）　

四
月
十
三
日
、
南
町
奉
行
所
は
「
御
城
近
辺
�
市
中
」
の
取
締
り
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

１０８

別
手
組
に
加
え
て
「
狙
撃
隊
」
を
「
見
廻
り
」
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
、
年
番
名
主
が
請
印
し

た
が
、
こ
れ
が
十
六
日
に
な
っ
て
や
っ
と
組
合
年
番
か
ら
各
町
名
主
へ
通
達
さ
れ
て
い
る

（『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
四
〇
八
号
）。
こ
の
遅
延
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
十
二
日

に
騒
擾
状
態
に
入
っ
た
歩
兵
を
十
四
日
昼
過
ぎ
に
よ
う
や
く
鎮
静
で
き
た
状
況
下
で
は
、「
新

政
府
」
に
協
力
し
て
い
る
田
安
慶
頼
配
下
の
狙
撃
隊
と
は
い
え
、
騒
擾
状
態
の
歩
兵
と
歩
調

を
合
わ
せ
な
い
と
も
限
ら
ず
、
そ
の
危
険
が
去
る
ま
で
保
留
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

な
お
、
江
戸
・
関
東
情
勢
が
如
何
に
不
穏
な
状
況
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
総
督
府
参

謀
で
あ
っ
た
林
玖
十
郎
（
得
能
亜
斯
登
）
が
、
四
月
十
七
日
付
で
京
都
の
副
総
裁
と
軍
防
局

宛
て
に
出
し
た
長
文
の
陳
情
書
鐇
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
林
は
そ
こ
で
、「
実
ニ
不
容
易
難
事

ニ
御
座
候
」「
実
ニ
多
端
、
迚
モ
難
行
届
」「
総
テ
難
事
呉
々
一
同
苦
心
イ
タ
シ
」
と
い
っ
た
、

［もう一つの戊辰戦争］……奈倉哲三
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ほ
と
ん
ど
悲
鳴
に
近
い
文
を
認
め
、
参
謀
二
名
の
追
加
を
願
っ
て
い
る
。
追
加
は
、
二
十
五

日
付
け
返
信
で
認
め
ら
れ
て
い
る
、
以
上
『
復
古
記
』
第
三
冊
七
一
四
〜
七
頁
。

（　

）　
「
内
外
新
報
」『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
４
九
〇
〜
九
二
頁
、
な
お
、
記
事
中
﹇　

﹈
で
の

１０９

補
足
は
、『
復
古
記
』
第
十
一
冊
三
四
〇
頁
所
収
の
「
松
平
忠
敬
家
記
」
に
よ
る
。

（　

）　

事
件
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、『
復
古
記
』
第
三
冊
一
四
〇
頁
参
照
。

１１０
（　

）　

拙
稿
Ｄ
参
照
。
発
刊
の
遅
れ
は
ロ
シ
ア
ウ
ス
リ
地
方
の
地
図
板
刻
に
手
間
取
っ
た
た
め
。

１１１

な
お
、
柳
河
春
三
の
ロ
シ
ア
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
註
（　

）
山
田
英
明
論
文
参
照
。

３３

（　

）　
『
徳
兵
衛
日
録
』
十
八
頁
。
但
し
塩
町
で
は
書
類
不
備
が
あ
り
支
給
は
十
三
日
に
な
っ
た
。

１１２
（　

）　

以
上
、「
中
外
新
聞
」
第
十
二
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
四
一
〜
六
頁
。『
復
古
記
』

１１３

第
十
一
冊
四
五
五
〜
六
頁
に
、「
中
外
新
聞
」
記
事
か
ら
こ
の
�
願
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
田
孝
平
「
日
本
国
当
今
急
務
五
カ
条
の
事
」
に
関
し
て
は
諸
先
学
も
触
れ
て
お
り
、

原
口
清
氏
の
、「（
戊
辰
戦
争
が
）
新
し
い
近
代
日
本
建
設
の
知
的
要
素
も
成
長
さ
せ
た
」
と

の
視
点
は
、
本
稿
視
点
の
一
つ
に
共
通
し
て
い
る
〔
原
口
註
（　

）
書
、
二
〇
三
頁
〕。

８８

（　

）　

以
上
、「
内
外
新
報
」
第
四
、
第
五
、
第
六
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
４
九
三
〜
九
頁
。

１１４
（　

）　
「
内
外
新
報
」
第
七
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
４
一
〇
一
頁
。

１１５
（　

）　
『
太
政
官
日
誌
』
第
九
号
（
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
、
京
都
村
上
勘
兵
衛
版
）。『
復

１１６

古
記
』
第
三
冊
二
七
三
頁
。
拙
稿
Ｄ
巻
末
表
Ⅰ
『
太
政
官
日
誌
』
記
事
概
要
総
覧
参
照
。
な

お
、
廻
米
拒
否
に
つ
い
て
は
『
復
古
記
』
第
九
冊
四
〇
五
頁
。

（　

）　

拙
著
Ａ
で
は
、「
当
世
三
筋
の
た
の
し
み
」「
稽
古
所
の
賑
ひ
」〔
③
・
④
〕
の
板
刻
は
四
月

１１７

上
旬
と
し
た
が
、
こ
の
『
中
外
新
聞
』
記
事
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
四
月
中

旬
〜
下
旬
と
訂
正
し
て
お
く
。

（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
十
四
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
五
一
頁
。
提
出
の
経
緯
に
つ
い
て

１１８

は
「
海
舟
日
記
」
Ⅱ
四
二
頁
参
照
。
な
お
『
復
古
記
』
第
三
冊
四
九
四
〜
五
頁
に
も
あ
る
が
、

『
太
政
官
日
誌
』
十
一
号
か
ら
の
収
録
で
あ
る
た
め
、
四
月
十
一
日
の
項
に
入
っ
て
い
る
。

（　

）　

原
口
註
（　

）
著
三
二
一
頁
参
照
。

１１９

８８

（　

）　

橋
本
・
柳
原
両
勅
使
の
宿
陣
は
、
十
三
日
に
池
上
本
門
寺
か
ら
三
田
の
有
馬
藩
邸
に
移
っ
た
。

１２０
『
橋
本
実
梁
陣
中
日
記
』
四
五
〇
頁
、
拙
著
Ａ
巻
末
の
「
戊
辰
月
日
表
」
参
照
。

（　

）　
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
一
七
四
一
七
号
。
こ
の
「
演
舌
」
が
二
十
五
日
に
改
め
て
町

１２１

触
と
し
て
出
さ
れ
、
名
主
か
ら
「
下
々
」
ま
で
「
壱
人
別
」
に
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
徹
底
さ

れ
た
。

（　

）　
『
熾
仁
親
王
日
記
』
一
巻
三
四
頁
。『
復
古
記
』
第
三
冊
七
六
九
頁
。

１２２
（　

）　

国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
所
蔵
『
江
戸
時
代
落
書
類
聚
』
巻
三
十
六
「
幕
府
瓦
解
」
巻

１２３

一
。

（　

）　

拙
著
Ｂ
で
こ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
歌
を
詳
説
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
公
式
の
席
で
、
尊
敬
す
る
著

１２４

名
な
維
新
研
究
者
か
ら
、「
当
時
の
皇
族
な
ど
上
流
階
級
の
者
が
、
幼
少
時
に
決
め
ら
れ
て
い

た
許
嫁
関
係
を
破
棄
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
何
時
ま
で
も
未
練
に
思
う
こ
と
な
ど

は
な
い
」
と
い
っ
た
角
度
か
ら
の
ご
批
判
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は

江
戸
の
市
民
が
詠
っ
た
パ
ロ
デ
ィ
ー
歌
、
遊
び
で
あ
り
、
作
っ
た
者
自
身
も
有
栖
川
宮
や
和

宮
が
今
で
も
未
練
を
抱
い
て
い
る
、
と
本
気
で
思
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
私

は
、
有
栖
川
宮
が
未
練
を
抱
い
て
い
た
、
な
ど
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
許
嫁

で
あ
っ
た
和
宮
が
将
軍
夫
人
と
し
て
居
た
城
に
、
今
、
占
領
軍
の
大
総
督
と
し
て
入
る
、
と

い
う
歴
史
の
皮
肉
が
、
庶
民
の
目
線
か
ら
は
格
好
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
の
素
材
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
錦
旗
に
天
皇
権
威
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
た
市
民
が
、
春
道
列

樹
の
歌
を
捩
る
こ
と
で
笑
え
る
こ
と
に
気
づ
い
て
作
っ
た
の
が
こ
の
歌
な
の
で
あ
る
。
拙
著

Ａ
で
紹
介
し
た
戊
辰
戦
争
諷
刺
錦
絵
に
も
三
点
、「
当
世
三
筋
の
た
の
し
み
」〔
③
〕
と
「
浮

世
風
呂
一
ト
口
文
句
」〔
⑥
〕
と
「
忠
臣
蔵
九
段
め
か
け
合
せ
り
ふ
」〔
濮
〕
に
、
こ
の
遊
び

心
が
あ
る
。〔
③
〕〔
⑥
〕
で
は
、
有
栖
川
宮
大
総
督
と
和
宮
が
か
つ
て
許
嫁
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
を
、
諷
刺
主
題
と
は
別
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
と
し
て
画
像
に
取
り
入
れ
た

だ
け
で
あ
る
が
、〔
濮
〕
で
は
、
有
栖
川
宮
は
ま
だ
未
練
が
あ
っ
て
和
宮
に
迫
る
が
、
和
宮
は

「
貞
女
両
夫
に
ま
み
へ
ず
、
た
と
へ
夫
に
別
れ
て
も
」
と
い
う
、
忠
臣
蔵
《
小
浪
》
の
台
詞
で

断
る
と
い
う
形
で
、
和
宮
の
徳
川
方
に
留
ま
っ
て
家
名
を
守
る
意
志
を
伝
え
て
い
る
﹇
拙
著

Ａ
二
〇
一
〜
二
頁
参
照
﹈。

（　

）　
『
江
戸
時
代
落
書
類
聚
』
巻
三
十
六
「
幕
府
瓦
解
」
巻
一
。
拙
著
Ｂ
二
四
六
頁
参
照
。

１２５
（　

）　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
、
か
わ
ら
版
「
都
風
流
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
ぶ
し
」
上
の
歌
詞
。

１２６
（　

）　
「
中
外
新
聞
」
第
十
五
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
３
一
五
五
〜
六
頁
。

１２７
（　

）　
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
第
四
部
第
二
稿
三
千
二
百
二
十
七
、
明
治
元
年
二
月
是
月
、

１２８
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

（　

）　
「
内
外
新
報
」
第
九
号
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
４
一
〇
五
〜
七
頁
。

１２９
（　

）　
『
復
古
記
』
第
十
一
冊
二
六
九
〜
七
〇
頁
。

１３０
（　

）　

以
上
、
註
（　

）
尾
佐
竹
著
、『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
１
・
２
の
解
題
、
お
よ
び
「
万
国

１３１

３３

新
聞
紙
」『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
２
三
九
七
頁
参
照
。

（　

）　

以
上
、
明
治
文
化
研
究
会
編
『
新
聞
薈
叢
』（
一
九
三
四
年
、
岩
波
書
店
）
四
二
一
〜
三
頁
。

１３２
（　

）  
『
続
徳
川
実
記
』
第
五
編
四
一
二
頁
。
月
番
は
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
九
巻
に
よ
る
。

１３３
（　

）  
『
熾
仁
親
王
日
記
』
一
巻
二
四
頁
。『
続
徳
川
実
記
』
第
五
編
四
一
四
頁
。
な
お
、
原
口
註

１３４
（　

）
著
、
三
一
六
頁
参
照
。

８８

（　

）　
『
続
徳
川
実
記
』
第
五
編
三
八
一
〜
二
頁
。
因
み
に
、
鐇
五
郎
と
共
に
目
付
に
任
じ
ら
れ
た

１３５

河
田
相
模
守
は
そ
れ
ま
で
開
成
所
頭
取
で
あ
り
、
柳
河
春
三
の
上
司
で
あ
っ
た
。

（
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
九
年
七
月
一
五
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
三
日
審
査
終
了
）
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Most citizens and common people who lived in Edo during the Boshin War showed a rejective response to the 

Tosei Army stationed in Edo. “The new government” had no choice but to suppress and rebuild the political 

awareness of the Edo citizens, and a fierce feud between the two parties developed. This feud, different from the 

Boshin War fought between the old and new powers, is another Boshin War. This article sheds light on the other 

Boshin War from the viewpoint of historical public thought. However, this article is limited to the period between 

January 12th when Yoshinobu returned to Edo and April 21st when the governor general entered the castle, and 

analyzes the events that happened in front of the eyes of the Edo citizens during that period, and reveals the char-

acteristics of the feud over the awareness and thought of the Edo citizens. 

While moves by assorted influences of the old feudal government varied, the petition by Makino Yasumasa, 

the lord of Komoro domain, stood out. He insisted on one theory alone that he would serve the Imperial court by 

serving the Tokugawa family as vassal, and stuck to the idea that he could not send his army to subjugate Yoshi-

nobu even though it was the order of the Imperial court. He even petition fearlessly to “compensate the delin-

quency of the Imperial court” by rejecting the dispatch of troops. This theory was displayed before the nose of 

the Edo citizens on the day when the Governor General entered the castle.

On the one hand, through the whole process of the Tosei Army entering Edo, the burden of the Edo citizens 

suddenly expanded. Owing to this, the principle whereby the Imperial court would rescue “the nation’s terrible 

suffering” collapsed, and “emperor’s nation” became a null word.

Town people in Edo requested the magistrate’s office improve the situation whereby even the lower class peo-

ple had to share the burden of the entrance of the Tosei Army to the castle. On April 5th when the needful cost 

mounted, approximately ninety town officials submitted a petition to spearhead force lodging.

On the other hand, although having an aversion to “the new government” from the bottom of his heart, Yan-

agawa Shunsan assumed that military counteraction would have no benefit, and since the end of February contin-

ued to issue the “Chugai shimbun,” a civil newspaper emphasizing relationships with foreign countries and 

speech.

Supported by the civil newspaper, Sakuma Bangoro, the Edo magistrate’s officer, decided to supply impover-

ished people in the city with rice on April 2nd. Just before turning over sovereignty, as a last-minute resistance 

against the new power, he adopted policies siding with the citizens and common people.

Another Boshin War : Feud over Political Awareness of Common People in Edo, Part 1

NAGURA Tetsuzo
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Described above are the characteristics of the feud over the Edo citizens and common people’s awareness dur-

ing this period.

　

Key words: Boshin War, Awareness and thought of the Edo citizens, Civil newspaper


